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(57)【要約】
　本発明は、通信分野に関するとともにデータ伝送効率
を向上させることができる、データ伝送方法及びデータ
伝送システム並びにデータ伝送装置を提供する。方法は
、第1の物理アップリンク制御チャネルPUCCHコードチャ
ネルリソースの識別子を第1の瞬間に副基地局によって
主基地局へ送り、それにより、主基地局が、第1のPUCCH
コードチャネルリソースを使用することにより、第1の
データブロックに関するフィードバックであってユーザ
機器UEにより送られるフィードバックを受けることを決
定する、ステップと、第1のPUCCHコードチャネルリソー
スの識別子と第1のデータブロックとを第2の瞬間に副基
地局によってUEへ送るステップと、主基地局からフィー
ドバックを副基地局により受けるステップであって、第
1のPUCCHコードチャネルリソースを使用することにより
フィードバックがUEから主基地局により受けられる、ス
テップとを含み、第2の瞬間が第1の瞬間よりも遅く、第
2の瞬間と第1の瞬間との間の間隔Tは、副基地局と主基
地局との間のワンタイム局間一方向伝送の遅延tよりも
大きく或いは遅延tに等しい。データ伝送方法、データ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第1の物理アップリンク制御チャネルPUCCHコードチャネルリソースの識別子を第1の瞬
間に副基地局によって主基地局へ送り、それにより、前記主基地局が、前記第1のPUCCHコ
ードチャネルリソースを使用することにより、第1のデータブロックに関するフィードバ
ックであってユーザ機器UEにより送られるフィードバックを受けることを決定する、ステ
ップと、
　前記第1のPUCCHコードチャネルリソースの前記識別子と前記第1のデータブロックとを
第2の瞬間に前記副基地局によって前記UEへ送るステップと、
　前記主基地局から前記フィードバックを前記副基地局により受けるステップであって、
前記第1のPUCCHコードチャネルリソースを使用することにより前記フィードバックが前記
UEから前記主基地局により受けられる、ステップと、
　を備え、
　前記第2の瞬間が前記第1の瞬間よりも遅く、前記第2の瞬間と前記第1の瞬間との間の間
隔Tは、前記副基地局と前記主基地局との間のワンタイム局間一方向伝送の遅延tよりも大
きく或いは遅延tに等しく、前記副基地局が前記UEの副成分搬送波を扱い、前記主基地局
が前記UEの主成分搬送波を扱う、
　データ伝送方法。
【請求項２】
　前記方法は、
　前記第1の瞬間の前にxを前記副基地局により決定するステップであって、xが前記第1の
データブロックの量である、ステップと、前記主基地局により送られるサービスを前記第
1の瞬間の前に前記副基地局により受けてバッファリングするステップと、前記第2の瞬間
の前にバッファリングされた前記サービスからx個の前記第1のデータブロックを前記副基
地局により取得するステップとを更に備え、或いは、
　前記方法は、前記第1の瞬間の前にxを前記副基地局により決定するステップであって、
xが前記第1のデータブロックの量である、ステップと、前記第1の瞬間にxを前記副基地局
により前記主基地局へ送るステップと、前記主基地局により送られるx個の前記第1のデー
タブロックを前記第2の瞬間の前に前記副基地局により受けるステップとを更に備える、
請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　第1の条件が満たされると、前記副基地局がバッファリングされた前記サービスからx個
の前記第1のデータブロックを取得し、或いは、前記副基地局がxを前記主基地局へ送り、
前記第1の条件は、前記UEの優先度が前記副基地局にアクセスする他のUEの優先度よりも
高いことを含む、請求項2に記載の方法。
【請求項４】
　前記第1の条件は、前記サービスの優先度が前記副基地局にアクセスする他のUEへ前記
副基地局により送られるメッセージの優先度よりも高いことを更に含む、請求項3に記載
の方法。
【請求項５】
　前記副基地局と前記主基地局との間のワンタイム局間一方向伝送の前記遅延tは、以下
の式を満たし、
　t＝t1＊A＋B
　ここで、t1は、前記主基地局と前記副基地局との間の理論伝送遅延、Aはt1を調整する
ための定数、Bはt1のオフセット定数である、請求項1から4のいずれか一項に記載の方法
。
【請求項６】
　前記フィードバックが否定応答NACKを備える場合に、前記副基地局により再送データを
前記UEへ再送するステップであって、前記再送データが前記NACKに対応するデータブロッ
クを前記第1のデータブロックの状態で備える、ステップと、
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　前記再送が失敗であるかどうかを前記副基地局により決定するステップと、
　前記再送が失敗であると前記副基地局が決定すれば、前記再送が失敗であることを示す
情報と前記再送データに対応するシーケンス番号とを前記副基地局により前記主基地局へ
送るステップであって、前記主基地局をトリガして前記再送データを前記UEへ再送するた
めに前記再送が失敗であることを示す前記情報が使用される、ステップと、
　を更に備える請求項1から5のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　事前設定期間内に前記副基地局が前記主基地局から前記フィードバックを受けるととも
に前記フィードバックがNACKを備える場合、前記方法は、
　自動再送要求ARQ態様で再送データを前記副基地局により前記UEへ再送するステップで
あって、前記再送データが前記NACKに対応するデータブロックを前記第1のデータブロッ
クの状態で備える、ステップを更に備える、請求項1から5のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　第1のHARQバッファ及び第2のHARQバッファが前記副基地局に配置され、前記方法は、
　前記フィードバックが否定応答NACKを備えるとともに前記第1のHARQバッファ内の全て
のHARQプロセスが占有状態にある場合に、前記第2のHARQバッファ内のHARQプロセスを使
用することにより再送データを前記副基地局により前記UEへ再送するステップであって、
前記再送データが前記NACKに対応するデータブロックを前記第1のデータブロックの状態
で備える、ステップを更に備える、請求項1から5のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　前記第1のHARQバッファ内の前記HARQプロセスのプロセスIDが前記第2のHARQバッファ内
のHARQプロセスのプロセスIDと一対一対応にあり、
　前記第1のHARQバッファ内にあってそのプロセスIDがyであるHARQプロセスが前記第1の
データブロックを前記UEへ送るために使用される場合、前記第2のHARQバッファ内のHARQ
プロセスを使用することにより前記再送データを前記副基地局により前記UEへ再送する前
記ステップは、
　前記第2のHARQバッファ内にあってそのプロセスIDがyであるHARQプロセスが前記占有状
態にある場合、前記第2のHARQバッファ内の他のプロセスを使用することによって前記再
送データを前記副基地局により前記UEへ再送するとともに、ダウンリンクスケジューリン
グ許可メッセージを前記UEへ送るステップであって、前記ダウンリンクスケジューリング
許可メッセージがNDI値を伝え、前記他のプロセスが、前記第2のHARQバッファ内にあって
そのプロセスIDがyである前記HARQプロセスとは異なるとともにアイドル状態であり、前
記NDI値が、前記副基地局によって前記UEへ最後に送られたNDI値とは異なる、ステップを
備え、或いは、
　前記第2のHARQバッファ内にあってそのプロセスIDがyであるHARQプロセスがアイドル状
態にある場合、前記第2のHARQバッファ内にあってそのプロセスIDがyである前記HARQプロ
セスを使用することによって前記再送データを前記副基地局により前記UEへ再送するとと
もに、ダウンリンクスケジューリング許可メッセージを前記UEへ送るステップであって、
前記ダウンリンクスケジューリング許可メッセージがNDI値を伝え、前記NDI値が、前記副
基地局によって前記UEへ最後に送られたNDI値と同じである、ステップを備える、
　請求項8に記載の方法。
【請求項１０】
　第1の物理アップリンク制御チャネルPUCCHコードチャネルリソースの識別子であって第
1の瞬間に副基地局により送られる識別子を主基地局により受けるステップと、
　前記第1のPUCCHコードチャネルリソースを使用することによりユーザ機器UEにより送ら
れるフィードバックを前記主基地局により受けるステップであって、前記フィードバック
が、第2の瞬間に前記副基地局により送られる第1のデータブロックに関する前記UEのフィ
ードバックである、ステップと、
　前記主基地局によって前記フィードバックを前記副基地局へ送るステップと、
　を備え、
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　前記第2の瞬間が前記第1の瞬間よりも遅く、前記第2の瞬間と前記第1の瞬間との間の間
隔Tは、前記副基地局と前記主基地局との間のワンタイム局間一方向伝送の遅延tよりも大
きく或いは遅延tに等しく、前記副基地局が前記UEの副成分搬送波を扱い、前記主基地局
が前記UEの主成分搬送波を扱う、
　データ伝送方法。
【請求項１１】
　前記第1の瞬間の前に、前記方法は、
　前記UE又はゲートウェイにより送られるサービスベアラ設定要求を前記主基地局により
受けるステップであって、前記サービスベアラ設定要求が、前記UE、前記ゲートウェイ、
及び、前記主基地局の間のサービスベアラを設定することを要求するために使用される、
ステップと、
　第1の無線リンク制御RLC層論理チャネルと第2のRLC層論理チャネルとを前記主基地局に
より設定するステップであって、前記第1のRLC層論理チャネルが前記主基地局と前記UEと
の間の伝送のために使用され、前記第2のRLC層論理チャネルが前記主基地局と前記副基地
局との間の伝送のために使用される、ステップと、
　を更に備える請求項10に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ゲートウェイにより送られるサービスを前記主基地局により受けるステップと、
　前記第2のRLC層論理チャネルを使用することによって前記サービス中の遅延非依存デー
タサービスタイプのサービスを前記第1の瞬間の前に前記主基地局により前記副基地局へ
送り、或いは、前記第1の瞬間に前記副基地局により送られるxを前記主基地局により受け
るステップであって、xが前記第2の瞬間に前記副基地局により前記UEへ送られる前記第1
のデータブロックの量である、ステップ及び、前記第2の瞬間の前に、前記サービス中の
遅延非依存データサービスタイプの1つのサービスからx個の前記第1のデータブロックを
前記主基地局により取得して、前記第2のRLC層論理チャネルを使用することによりx個の
前記第1のデータブロックを前記副基地局へ送るステップと、
　を更に備える請求項11に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ゲートウェイにより送られるサービスを前記主基地局により受けるステップと、
　第2のPUCCHコードチャネルリソースを前記主基地局により決定するステップであって、
第2のデータブロックに関するフィードバックを前記主基地局へ送るために前記第2のPUCC
Hコードチャネルリソースが前記UEによって使用される、ステップと、
　前記第1のRLC層論理チャネルを使用することによって前記第2のPUCCHコードチャネルリ
ソースの識別子と前記第2のデータブロックとを前記主基地局により前記UEへ送るステッ
プであって、前記第2のデータブロックが前記サービス中の遅延依存サービスタイプのサ
ービスに対応するデータブロックである、ステップと、
　を更に備える請求項11に記載の方法。
【請求項１４】
　前記副基地局と前記主基地局との間のワンタイム局間一方向伝送の前記遅延tは、以下
の式を満たし、
　t＝t1＊A＋B
　ここで、t1は、前記主基地局と前記副基地局との間の理論伝送遅延、Aはt1を調整する
ための定数、Bはt1のオフセット定数である、請求項10から13のいずれか一項に記載の方
法。
【請求項１５】
　前記主基地局により前記フィードバックを前記副基地局へ送るステップ後、前記方法は
、
　前記副基地局により送られる、再送が失敗であることを示す情報と再送データに対応す
るシーケンス番号とを、前記主基地局により受けるステップであって、前記フィードバッ
クがNACKを備えるとともに前記副基地局が前記UEへ前記再送データを再送しないことが決
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定された後、前記再送が失敗であることを示す前記情報が前記副基地局により前記主基地
局へ送られる、ステップと、
　前記再送データを前記主基地局により前記UEへ再送するステップであって、前記再送デ
ータが、前記NACKに対応する前記第1のデータブロックを成すデータブロックである、ス
テップと、
　を更に備える請求項10から14のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１６】
　送信ユニットと受信ユニットとを備える基地局であって、
　前記送信ユニットは、第1の物理アップリンク制御チャネルPUCCHコードチャネルリソー
スの識別子を第1の瞬間に第1の基地局へ送るように構成され、それにより、前記第1の基
地局は、前記第1のPUCCHコードチャネルリソースを使用することにより、第1のデータブ
ロックに関するフィードバックであってユーザ機器UEにより送られるフィードバックを受
けることを決定し、
　前記送信ユニットは、前記第1のPUCCHコードチャネルリソースの前記識別子及び前記第
1のデータブロックを第2の瞬間に前記UEへ送るように更に構成され、
　前記受信ユニットは、前記第1の基地局から前記フィードバックを受けるように構成さ
れ、前記フィードバックは、前記第1のPUCCHコードチャネルリソースを使用することによ
り前記UEから前記第1の基地局によって受けられ、
　前記第2の瞬間は前記第1の瞬間よりも遅く、前記第2の瞬間と前記第1の瞬間との間の間
隔Tは、前記基地局と前記第1の基地局との間のワンタイム局間一方向伝送の遅延tよりも
大きい或いは遅延tに等しく、前記基地局が前記UEの副成分搬送波を扱い、前記第1の基地
局が前記UEの主成分搬送波を扱う、
　基地局。
【請求項１７】
　前記基地局は、
　前記第1の瞬間の前にxを決定するように構成される決定ユニットであって、xが前記第1
のデータブロックの量であり、前記受信ユニットが、前記第1の瞬間の前に、前記第1の基
地局により送られるサービスを受けてバッファリングするように更に構成される、決定ユ
ニットと、
　前記第2の瞬間の前にバッファリングされた前記サービスからx個の前記第1のデータブ
ロックを取得するように構成される取得ユニットと、
　を更に備え、或いは
　前記基地局は、
　前記第1の瞬間の前にxを決定するように構成される前記決定ユニットであって、xが前
記第1のデータブロックの量であり、前記送信ユニットが前記第1の瞬間にxを前記第1の基
地局へ送るように更に構成され、前記受信ユニットが前記第2の瞬間の前に前記第1の基地
局により送られるx個の前記第1のデータブロックを受けるように更に構成される、決定ユ
ニットを更に備える、
　請求項16に記載の基地局。
【請求項１８】
　第1の条件が満たされると、前記取得ユニットは、バッファリングされた前記サービス
からx個の前記第1のデータブロックを取得するように構成され、或いは、前記送信ユニッ
トがxを前記第1の基地局へ送り、前記第1の条件は、前記UEの優先度が前記基地局にアク
セスする他のUEの優先度よりも高いことを含む、請求項17に記載の基地局。
【請求項１９】
　前記第1の条件は、前記サービスの優先度が前記基地局にアクセスする他のUEへ前記基
地局により送られるメッセージの優先度よりも高いことを更に含む、請求項18に記載の基
地局。
【請求項２０】
　前記基地局と前記第1の基地局との間のワンタイム局間一方向伝送の前記遅延tは、以下
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の式を満たし、
　t＝t1＊A＋B
　ここで、t1は、前記第1の基地局と前記基地局との間の理論伝送遅延、Aはt1を調整する
ための定数、Bはt1のオフセット定数である、請求項16から19のいずれか一項に記載の基
地局。
【請求項２１】
　前記基地局は、
　前記フィードバックが否定応答NACKを備えるときに再送データを前記UEへ再送するよう
に構成される第1の再送ユニットであって、前記再送データが前記NACKに対応するデータ
ブロックを前記第1のデータブロックの状態で備える、第1の再送ユニットと、
　前記再送が失敗であるかどうかを決定するように構成される判断ユニットと、
　前記再送が失敗であると前記判断ユニットが決定するときに前記再送が失敗であること
を示す情報と前記再送データに対応するシーケンス番号とを前記第1の基地局へ送るよう
に構成される表示ユニットであって、前記第1の基地局をトリガして前記再送データを前
記UEへ再送するために前記再送が失敗であることを示す前記情報が使用される、表示ユニ
ットと、
　更に備える請求項16から20のいずれか一項に記載の基地局。
【請求項２２】
　前記基地局は、
　事前設定期間内に前記受信ユニットが前記第1の基地局から前記フィードバックを受け
るとともに前記フィードバックがNACKを備えるときに、自動再送要求ARQ態様で前記再送
データを前記UEへ再送するように構成される第2の再送ユニットであって、前記再送デー
タが前記NACKに対応する前記第1のデータブロックを成すデータブロックを備える、第2の
再送ユニットを更に備える、請求項16から20のいずれか一項に記載の基地局。
【請求項２３】
　前記基地局は、第1のHARQバッファ、第2のHARQバッファ、及び、第3の再送ユニットを
更に備え、
　前記第3の再送ユニットは、前記フィードバックが否定応答NACKを備えるとともに前記
第1のHARQバッファ内の全てのHARQプロセスが占有状態にあるときに、前記第2のHARQバッ
ファ内のHARQプロセスを使用することにより前記再送データを前記UEへ再送するように構
成され、前記再送データが前記NACKに対応するデータブロックを前記第1のデータブロッ
クの状態で備える、請求項16から20のいずれか一項に記載の基地局。
【請求項２４】
　前記第1のHARQバッファ内の前記HARQプロセスのプロセスIDは、前記第2のHARQバッファ
内のHARQプロセスのプロセスIDと一対一対応にあり、
　前記第1のHARQバッファ内にあってそのプロセスIDがyであるHARQプロセスが前記第1の
データブロックを前記UEへ送るために使用される場合、前記第3の再送ユニットは、特に
、
　前記第2のHARQバッファ内にあってそのプロセスIDがyであるHARQプロセスが前記占有状
態にあれば、前記第2のHARQバッファ内の他のプロセスを使用することによって前記再送
データを前記UEへ再送するとともに、ダウンリンクスケジューリング許可メッセージを前
記UEへ送るように構成され、前記ダウンリンクスケジューリング許可メッセージはNDI値
を伝え、前記他のプロセスは、前記第2のHARQバッファ内にあってそのプロセスIDがyであ
るHARQプロセスとは異なるとともにアイドル状態であり、また、前記NDI値は、前記基地
局によって前記UEへ最後に送られたNDI値とは異なり、或いは、
　前記第2のHARQバッファ内にあってそのプロセスIDがyであるHARQプロセスがアイドル状
態にあれば、前記第2のHARQバッファ内にあってそのプロセスIDがyである前記HARQプロセ
スを使用することによって前記再送データを前記UEへ再送するとともに、ダウンリンクス
ケジューリング許可メッセージを前記UEへ送るように構成され、前記ダウンリンクスケジ
ューリング許可メッセージはNDI値を伝え、前記NDI値は、前記基地局によってUEへ最後に
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送られたNDI値と同じである、
　請求項23に記載の基地局。
【請求項２５】
　受信ユニットと送信ユニットとを備える基地局であって、
　前記受信ユニットは、第1の物理アップリンク制御チャネルPUCCHコードチャネルリソー
スの識別子であって第1の瞬間に第2の基地局により送られる識別子を受けるように構成さ
れ、
　前記受信ユニットは、前記第1のPUCCHコードチャネルリソースを使用することにより、
ユーザ機器UEにより送られるフィードバックを受けるように更に構成され、前記フィード
バックは、第2の瞬間に前記第2の基地局により送られる第1のデータブロックに関する前
記UEのフィードバックであり、
　前記送信ユニットは、前記フィードバックを前記第2の基地局へ送るように構成され、
　前記第2の瞬間は前記第1の瞬間よりも遅く、前記第2の瞬間と前記第1の瞬間との間の間
隔Tは、前記第2の基地局と前記基地局との間のワンタイム伝送を実行するための遅延tよ
りも大きい或いは遅延tに等しく、前記第2の基地局が前記UEの副成分搬送波を扱い、前記
基地局が前記UEの主成分搬送波を扱う、
　基地局。
【請求項２６】
　前記受信ユニットは、前記第1の瞬間の前に、前記UE又はゲートウェイにより送られる
サービスベアラ設定要求を受けるように更に構成され、前記サービスベアラ設定要求は、
前記UE、前記ゲートウェイ、及び、前記基地局の間のサービスベアラを設定することを要
求するために使用され、
　前記基地局は、
　第1の無線リンク制御RLC層論理チャネル及び第2のRLC層論理チャネルを設定するように
構成されるチャネル設定ユニットであって、前記第1のRLC層論理チャネルが前記基地局と
前記UEとの間の伝送のために使用され、前記第2のRLC層論理チャネルが前記基地局と前記
第2の基地局との間の伝送のために使用される、チャネル設定ユニットを更に備える、
　請求項25に記載の基地局。
【請求項２７】
　前記受信ユニットは、前記ゲートウェイにより送られるサービスを受けるように更に構
成され、前記送信ユニットは、前記第2のRLC層論理チャネルを使用することにより前記第
1の瞬間の前に前記サービス中の遅延非依存データサービスタイプのサービスを前記第2の
基地局へ送るように更に構成され、或いは、
　前記受信ユニットは、前記第1の瞬間に前記第2の基地局により送られるxを受けるよう
に更に構成され、xは、前記第2の瞬間に前記第2の基地局により前記UEへ送られる前記第1
のデータブロックの量であり、前記基地局は、前記第2の瞬間の前に前記サービス中の遅
延非依存データサービスタイプのサービスからx個の前記第1のデータブロックを取得する
ように構成される取得ユニットを更に備え、前記送信ユニットは、前記第2のRLC層論理チ
ャネルを使用することによりx個の前記第1のデータブロックを前記第2の基地局へ送る、
　請求項26に記載の基地局。
【請求項２８】
　前記受信ユニットは、前記ゲートウェイによリ送られるサービスを受けるように更に構
成され、
　前記基地局は、前記第2のPUCCHコードチャネルリソースを決定するように構成される決
定ユニットを更に備え、前記第2のPUCCHコードチャネルリソースは、第2のデータブロッ
クに関するフィードバックを前記基地局へ送るために前記UEにより使用され、
　前記送信ユニットは、前記第1のRLC層論理チャネルを使用することにより前記第2のPUC
CHコードチャネルリソースの識別子と前記第2のデータブロックとを前記UEへ送るように
更に構成され、前記第2のデータブロックは、前記サービス中の遅延依存サービスタイプ
のサービスに対応するデータブロックである、
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　請求項26に記載の基地局。
【請求項２９】
　前記第2の基地局と前記基地局との間のワンタイム局間一方向伝送の遅延tは、以下の式
を満たし、
　t＝t1＊A＋B
　ここで、t1は、前記基地局と前記第2の基地局との間の理論伝送遅延、Aはt1を調整する
ための定数、Bはt1のオフセット定数である、
　請求項26から28のいずれか一項に記載の基地局。
【請求項３０】
　前記受信ユニットは、前記基地局が前記フィードバックを前記第2の基地局へ送った後
、前記第2の基地局により送られる、前記再送が失敗であることを示す情報と前記再送デ
ータに対応するシーケンス番号とを受けるように更に構成され、再送が失敗であることを
示す前記情報は、前記フィードバックがNACKを備えるとともに前記第2の基地局が前記再
送データを前記UEへ再送しないと決定された後に前記第2の基地局により前記基地局へ送
られ、
　前記基地局は、
　前記再送データを前記UEへ再送するように構成される再送ユニットを更に備え、前記再
送データは、前記NACKに対応する前記第1のデータブロックを成すデータブロックである
、
　請求項26から29のいずれか一項に記載の基地局。
【請求項３１】
　バスと、前記バスに接続されるメモリ及びプロセッサとを備える基地局であって、前記
メモリがコンピュータ命令を記憶するように構成され、前記プロセッサは、前記コンピュ
ータ命令を実行することにより、
　第1の物理アップリンク制御チャネルPUCCHコードチャネルリソースの識別子を第1の瞬
間に第1の基地局へ送り、それにより、前記第1の基地局は、前記第1のPUCCHコードチャネ
ルリソースを使用することにより、第1のデータブロックに関するフィードバックであっ
てユーザ機器UEにより送られるフィードバックを受けることを決定し、
　前記第1のPUCCHコードチャネルリソースの前記識別子及び前記第1のデータブロックを
第2の瞬間に前記UEへ送り、
　前記第1の基地局から前記フィードバックを受け、前記フィードバックは、前記第1のPU
CCHコードチャネルリソースを使用することにより前記第1の基地局によって前記UEから受
けられ、
　前記第2の瞬間は前記第1の瞬間よりも遅く、前記第2の瞬間と前記第1の瞬間との間の間
隔Tは、前記基地局と前記第1の基地局との間のワンタイム局間一方向伝送の遅延tよりも
大きい或いは遅延tに等しく、前記基地局が前記UEの副成分搬送波を扱い、前記第1の基地
局が前記UEの主成分搬送波を扱う、
　基地局。
【請求項３２】
　前記プロセッサは、前記コンピュータ命令を実行することにより、更に、
　前記第1の瞬間の前にxを決定し、xは前記第1のデータブロックの量であり、また、前記
第1の瞬間の前に、前記第1の基地局により送られるサービスを受けてバッファリングする
とともに、前記第2の瞬間の前にバッファリングされた前記サービスからx個の前記第1の
データブロックを取得し、或いは、
　前記第1の瞬間の前にxを決定し、xは前記第1のデータブロックの量であり、また、前記
第1の瞬間にxを前記第1の基地局へ送るとともに、前記第2の瞬間の前に前記第1の基地局
により送られるx個の前記第1のデータブロックを受ける、
　請求項31に記載の基地局。
【請求項３３】
　前記プロセッサは、前記コンピュータ命令を実行することにより、
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　第1の条件が満たされると、バッファリングされた前記サービスからx個の前記第1のデ
ータブロックを取得し、或いは、xを前記第1の基地局へ送り、
　前記第1の条件は、前記UEの優先度が前記基地局にアクセスする他のUEの優先度よりも
高いことを含む、
　請求項32に記載の基地局。
【請求項３４】
　前記第1の条件は、前記サービスの優先度が前記基地局にアクセスする他のUEへ前記基
地局により送られるメッセージの優先度よりも高いことを更に含む、請求項33に記載の基
地局。
【請求項３５】
　前記基地局と前記第1の基地局との間のワンタイム局間一方向伝送の前記遅延tは、以下
の式を満たし、
　t＝t1＊A＋B
　ここで、t1は、前記第1の基地局と前記基地局との間の理論伝送遅延、Aはt1を調整する
ための定数、Bはt1のオフセット定数である、請求項31から34のいずれか一項に記載の基
地局。
【請求項３６】
　前記プロセッサは、前記コンピュータ命令を実行することにより、更に、
　前記フィードバックが否定応答NACKを備える場合に再送データを前記UEへ再送し、前記
再送データは、前記NACKに対応するデータブロックを前記第1のデータブロックの状態で
備え、
　前記再送が失敗であるかどうかを決定し、
　前記再送が失敗であることが決定すれば、前記再送が失敗であることを示す情報と前記
再送データに対応するシーケンス番号とを前記第1の基地局へ送り、前記第1の基地局をト
リガして前記再送データを前記UEへ再送するために前記再送が失敗であることを示す前記
情報が使用される、
　請求項31から35のいずれか一項に記載の基地局。
【請求項３７】
　前記プロセッサは、前記コンピュータ命令を実行することにより、
　事前設定期間内に前記基地局が前記第1の基地局から前記フィードバックを受けるとと
もに前記フィードバックがNACKを備える場合、自動再送要求ARQ態様で再送データを前記U
Eへ再送し、前記再送データはNACKに対応するデータブロックを前記第1のデータブロック
の状態で備える、
　請求項31から35のいずれか一項に記載の基地局。
【請求項３８】
　前記基地局は、第1のHARQバッファ及び第2のHARQバッファを更に備え、前記プロセッサ
は、前記コンピュータ命令を実行することにより、
　前記フィードバックが否定応答NACKを備えるとともに前記第1のHARQバッファ内の全て
のHARQプロセスが占有状態にあれば、前記第2のHARQバッファ内のHARQプロセスを使用す
ることにより再送データを前記UEへ再送し、前記再送データは、NACKに対応するデータブ
ロックを前記第1のデータブロックの状態で備える、
　請求項31から35のいずれか一項に記載の基地局。
【請求項３９】
　前記第1のHARQバッファ内の前記HARQプロセスのプロセスIDは、前記第2のHARQバッファ
内のHARQプロセスのプロセスIDと一対一対応にあり、
　前記第1のHARQバッファ内にあってそのプロセスIDがyであるHARQプロセスが前記第1の
データブロックを前記UEへ送るために使用される場合、前記プロセッサは、前記コンピュ
ータ命令を実行することにより、
　前記第2のHARQバッファ内にあってそのプロセスIDがyであるHARQプロセスが前記占有状
態にある場合、前記第2のHARQバッファ内の他のプロセスを使用することによって前記再
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送データを前記UEへ再送するとともに、ダウンリンクスケジューリング許可メッセージを
前記UEへ送り、前記ダウンリンクスケジューリング許可メッセージはNDI値を伝え、前記
他のプロセスは、前記第2のHARQバッファ内にあってそのプロセスIDがyである前記HARQプ
ロセスとは異なるとともにアイドル状態であり、前記NDI値は、前記基地局によって前記U
Eへ最後に送られたNDI値とは異なり、或いは、
　前記第2のHARQバッファ内にあってそのプロセスIDがyであるHARQプロセスがアイドル状
態にある場合、前記第2のHARQバッファ内にあってそのプロセスIDがyである前記HARQプロ
セスを使用することによって前記再送データを前記UEへ再送するとともに、ダウンリンク
スケジューリング許可メッセージを前記UEへ送り、前記ダウンリンクスケジューリング許
可メッセージはNDI値を伝え、前記NDI値は、前記基地局によって前記UEへ最後に送られた
NDI値と同じである、
　請求項38に記載の基地局。
【請求項４０】
　バスと、前記バスに接続されるメモリ及びプロセッサとを備える基地局であって、前記
メモリがコンピュータ命令を記憶するように構成され、前記プロセッサは、前記コンピュ
ータ命令を実行することにより、
　第1の物理アップリンク制御チャネルPUCCHコードチャネルリソースの識別子であって第
1の瞬間に第2の基地局により送られる識別子を受け、
　前記第1のPUCCHコードチャネルリソースを使用することにより、ユーザ機器UEにより送
られるフィードバックを受け、前記フィードバックは、第2の瞬間に前記第2の基地局によ
り送られる第1のデータブロックに関する前記UEのフィードバックであり、
　前記フィードバックを前記第2の基地局へ送り、
　前記第2の瞬間は前記第1の瞬間よりも遅く、前記第2の瞬間と前記第1の瞬間との間の間
隔Tは、前記第2の基地局と前記基地局との間のワンタイム伝送を実行するための遅延tよ
りも大きい或いは遅延tに等しく、前記第2の基地局が前記UEの副成分搬送波を扱い、また
、前記基地局が前記UEの主成分搬送波を扱う、
　基地局。
【請求項４１】
　前記プロセッサは、前記コンピュータ命令を実行することにより、更に、
　前記第1の瞬間の前に、前記UE又はゲートウェイにより送られるサービスベアラ設定要
求を受け、前記サービスベアラ設定要求は、前記UE、前記ゲートウェイ、及び、前記基地
局の間のサービスベアラを設定することを要求するために使用され、
　第1の無線リンク制御RLC層論理チャネルと第2のRLC層論理チャネルとを設定し、前記第
1のRLC層論理チャネルが前記基地局と前記UEとの間の伝送のために使用され、前記第2のR
LC層論理チャネルが前記基地局と前記第2の基地局との間の伝送のために使用される、
　請求項40に記載の基地局。
【請求項４２】
　前記プロセッサは、前記コンピュータ命令を実行することにより、更に、
　前記ゲートウェイにより送られるサービスを受け、
　前記第2のRLC層論理チャネルを使用することによって前記サービス中の遅延非依存デー
タサービスタイプのサービスを前記第1の瞬間の前に前記第2の基地局へ送り、或いは、前
記第1の瞬間に前記第2の基地局により送られるxを受け、xが第2の瞬間に第2の基地局によ
り前記UEへ送られる前記第1のデータブロックの量であり、また、第2の瞬間の前に、前記
サービス中の遅延非依存データサービスタイプの1つのサービスからx個の前記第1のデー
タブロックを取得して、前記第2のRLC層論理チャネルを使用することによりx個の前記第1
のデータブロックを前記第2の基地局へ送る、
　請求項41に記載の基地局。
【請求項４３】
　前記プロセッサは、前記コンピュータ命令を実行することにより、更に、
　前記ゲートウェイにより送られるサービスを受け、
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　前記第2のPUCCHコードチャネルリソースを決定し、第2のデータブロックに関するフィ
ードバックを前記基地局へ送るために前記第2のPUCCHコードチャネルリソースが前記UEに
よって使用され、
　前記第1のRLC層論理チャネルを使用することによって前記第2のPUCCHコードチャネルリ
ソースの識別子と前記第2のデータブロックとを前記UEへ送り、前記第2のデータブロック
が前記サービス中の遅延依存サービスタイプのサービスに対応するデータブロックである
、
　請求項41に記載の基地局。
【請求項４４】
　前記第2の基地局と前記基地局との間のワンタイム局間一方向伝送の前記遅延tは、以下
の式を満たし、
　t＝t1＊A＋B
　ここで、t1は、前記基地局と前記第2の基地局との間の理論伝送遅延、Aはt1を調整する
ための定数、Bはt1のオフセット定数である、
　請求項40から43のいずれか一項に記載の基地局。
【請求項４５】
　前記プロセッサは、前記コンピュータ命令を実行することにより、更に、
　前記基地局が前記フィードバックを前記第2の基地局へ送った後、前記第2の基地局によ
り送られる、再送が失敗であることを示す情報と前記再送データに対応するシーケンス番
号とを受け、前記フィードバックがNACKを含むとともに前記第2の基地局が前記UEへ前記
再送データを再送しないことが決定された後、前記再送が失敗であることを示す前記情報
が前記第2の基地局により前記基地局へ送られ、
　前記再送データを前記UEへ再送し、前記再送データは、前記NACKに対応する前記第1の
データブロックを成すデータブロックである、
　請求項40から44のいずれか一項に記載の基地局。
【請求項４６】
　請求項16から24のいずれか一項に記載の基地局と、
　請求項25から30のいずれか一項に記載の基地局と、
　を備えるデータ伝送システム。
【請求項４７】
　請求項31から39のいずれか一項に記載の基地局と、
　請求項40から45のいずれか一項に記載の基地局と、
　を備えるデータ伝送システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信分野に関し、特に、キャリアアグリゲーションを成すデータ伝送方法及
びデータ伝送システム並びにデータ伝送装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　CA（Carrier Aggregation、キャリアアグリゲーション）技術では、より大きな帯域幅
（最大で100MHz）を形成して、より高い伝送率の要件を満たすとともに、離散スペクトル
の利用を向上させるために、複数の連続的な或いは非連続的な搬送波が集約される。
【０００３】
　HetNet（Heterogeneous Network、異機種ネットワーク）が重要なエボリューションソ
リューションとして使用され、また、このソリューションは、モバイル通信ネットワーク
の正確なカバレッジを実現し、ネットワーク性能をかなり向上させるとともに、音声及び
モバイルデータサービスのより良い体験をユーザにもたらす。HetNetのネットワーク側と
しては、コアネットワーク、転送ネットワーク、及び、基地局を挙げることができる。ネ
ットワークと通信するユーザ機器としては、CA能力を有するUE（User Equipment、ユーザ
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機器）、及び、CA能力を有さないUEが挙げられる。
【０００４】
　CA能力を有するUEが一例として使用される。HetNetがCA態様でデータ伝送を行うときに
は、EPC（Evolved Packet Core、発展型パケットコア）ネットワークが主基地局及び副基
地局の両方を使用することによりデータ情報をUEへ配信し、また、UEがフィードバックを
主基地局へ送る必要があり、この場合、フィードバックは、主基地局及び／又は副基地局
によって配信されるデータ情報の受信状態を示すために使用される。従来技術において、
副基地局は、PDSCH（Physical Downlink Shared Channel、物理ダウンリンク共有チャネ
ル）リソース及びPDCCH（Packet Data Control Channel、パケットデータ制御チャネル）
リソースをUEに対して割り当てるとともに、UEへ送られるべきデータブロックを主基地局
に要求する。主基地局により配信されるデータブロックを受けた後、副基地局は、PUCCH
（Physical Uplink Control CHannel、物理アップリンク制御チャネル）コードチャネル
リソースの識別子を決定する。副基地局は、PUCCHコードチャネルリソースの識別子を主
基地局へ送るとともに、データブロック及びPUCCHコードチャネルリソースの識別子をUE
へ送る。UEは、PUCCHコードチャネルリソースの識別子に係るデータブロックに関するフ
ィードバックを対応するPUCCHコードチャネルリソースで送る。主基地局は、PUCCHコード
チャネルリソースの識別子に係るフィードバックを対応するPUCCHコードチャネルで受け
た後、フィードバックを復調してもよい。復調によって得られるフィードバックは、2つ
のタイプ、すなわち、NACK（Negative Acknowledgement、否定応答）及びACK（Acknowled
gement、肯定応答）を含む場合がある。副基地局は、NACKに対応するデータに関してHARQ
（Hybrid Automatic Repeat Request、ハイブリッド自動再送要求）再送を行う必要があ
る。前述のデータ伝送プロセスは比較的低い伝送効率を有する。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の実施形態は、データ伝送効率を向上させることができる、データ伝送方法及び
データ伝送システム並びにデータ伝送装置を提供する。
【０００６】
　前述の目的を達成するために、本発明の実施形態においては以下の技術的解決策が使用
される。
【０００７】
　第1の態様によれば、データ伝送方法が提供され、該方法は、第1の物理アップリンク制
御チャネルPUCCHコードチャネルリソースの識別子を第1の瞬間に副基地局によって主基地
局へ送り、それにより、主基地局が、第1のPUCCHコードチャネルリソースを使用すること
により、第1のデータブロックに関するフィードバックであってユーザ機器UEにより送ら
れるフィードバックを受けることを決定する、ステップと、第1のPUCCHコードチャネルリ
ソースの識別子と第1のデータブロックとを第2の瞬間に副基地局によってUEへ送るステッ
プと、主基地局からフィードバックを副基地局により受けるステップであって、第1のPUC
CHコードチャネルリソースを使用することによりフィードバックがUEから主基地局により
受けられる、ステップとを含み、
　この場合、第2の瞬間は第1の瞬間よりも遅く、第2の瞬間と第1の瞬間との間の間隔Tは
、副基地局と主基地局との間のワンタイム局間一方向伝送の遅延tよりも大きい或いは遅
延tに等しく、副基地局がUEの副成分搬送波を扱い、また、主基地局がUEの主成分搬送波
を扱う。
【０００８】
　第2の態様によれば、データ伝送方法が提供され、該方法は、第1の物理アップリンク制
御チャネルPUCCHコードチャネルリソースの識別子であって第1の瞬間に副基地局により送
られる識別子を主基地局により受けるステップと、第1のPUCCHコードチャネルリソースを
使用することによりユーザ機器UEにより送られるフィードバックを主基地局により受ける
ステップであって、フィードバックが、第2の瞬間に副基地局により送られる第1のデータ
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ブロックに関するUEのフィードバックである、ステップと、主基地局によってフィードバ
ックを副基地局へ送るステップとを含み、
　この場合、第2の瞬間は第1の瞬間よりも遅く、第2の瞬間と第1の瞬間との間の間隔Tは
、副基地局と主基地局との間のワンタイム局間一方向伝送の遅延tよりも大きい或いは遅
延tに等しく、副基地局がUEの副成分搬送波を扱い、また、主基地局がUEの主成分搬送波
を扱う。
【０００９】
　第3の態様によれば、送信ユニットと受信ユニットとを含む基地局が提供され、送信ユ
ニットは、第1の物理アップリンク制御チャネルPUCCHコードチャネルリソースの識別子を
第1の瞬間に第1の基地局へ送るように構成され、それにより、第1の基地局は、第1のPUCC
Hコードチャネルリソースを使用することにより、第1のデータブロックに関するフィード
バックであってユーザ機器UEにより送られるフィードバックを受けることを決定し、送信
ユニットは、第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子及び第1のデータブロックを第2
の瞬間にUEへ送るように更に構成され、受信ユニットは、第1の基地局からフィードバッ
クを受けるように構成され、フィードバックは、第1のPUCCHコードチャネルリソースを使
用することによりUEから第1の基地局によって受けられ、
　この場合、第2の瞬間は第1の瞬間よりも遅く、第2の瞬間と第1の瞬間との間の間隔Tは
、基地局と第1の基地局との間のワンタイム局間一方向伝送の遅延tよりも大きい或いは遅
延tに等しく、基地局がUEの副成分搬送波を扱い、第1の基地局がUEの主成分搬送波を扱う
。
【００１０】
　第4の態様によれば、受信ユニットと送信ユニットとを含む基地局が提供され、受信ユ
ニットは、第1の物理アップリンク制御チャネルPUCCHコードチャネルリソースの識別子で
あって第1の瞬間に第2の基地局により送られる識別子を受けるように構成され、受信ユニ
ットは、第1のPUCCHコードチャネルリソースを使用することにより、ユーザ機器UEにより
送られるフィードバックを受けるように更に構成され、フィードバックは、第2の瞬間に
第2の基地局により送られる第1のデータブロックに関するUEのフィードバックであり、送
信ユニットは、フィードバックを第2の基地局へ送るように構成され、
　この場合、第2の瞬間は第1の瞬間よりも遅く、第2の瞬間と第1の瞬間との間の間隔Tは
、第2の基地局と主基地局との間のワンタイム伝送を実行するための遅延tよりも大きい或
いは遅延tに等しく、第2の基地局がUEの副成分搬送波を扱い、主基地局がUEの主成分搬送
波を扱う。
【００１１】
　第5の態様によれば、バスと、バスに接続されるメモリ及びプロセッサとを含む基地局
が提供され、メモリがコンピュータ命令を記憶するように構成され、プロセッサは、コン
ピュータ命令を実行することにより、第1の物理アップリンク制御チャネルPUCCHコードチ
ャネルリソースの識別子を第1の瞬間に第1の基地局へ送り、それにより、第1の基地局は
、第1のPUCCHコードチャネルリソースを使用することにより、第1のデータブロックに関
するフィードバックであってユーザ機器UEにより送られるフィードバックを受けることを
決定し、プロセッサは、第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子及び第1のデータブ
ロックを第2の瞬間にUEへ送り、また、プロセッサは、第1の基地局からフィードバックを
受け、フィードバックは、第1のPUCCHコードチャネルリソースを使用することにより第1
の基地局によってUEから受けられ、
　この場合、第2の瞬間は第1の瞬間よりも遅く、第2の瞬間と第1の瞬間との間の間隔Tは
、基地局と第1の基地局との間のワンタイム局間一方向伝送の遅延tよりも大きい或いは遅
延tに等しく、基地局がUEの副成分搬送波を扱い、第1の基地局がUEの主成分搬送波を扱う
。
【００１２】
　第6の態様によれば、バスと、バスに接続されるメモリ及びプロセッサとを備える基地
局が提供され、メモリがコンピュータ命令を記憶するように構成され、プロセッサは、コ
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ンピュータ命令を実行することにより、第1の物理アップリンク制御チャネルPUCCHコード
チャネルリソースの識別子であって第1の瞬間に第2の基地局により送られる識別子を受け
、第1のPUCCHコードチャネルリソースを使用することにより、ユーザ機器UEにより送られ
るフィードバックを受け、フィードバックは、第2の瞬間に第2の基地局により送られる第
1のデータブロックに関するUEのフィードバックであり、また、プロセッサは、フィード
バックを第2の基地局へ送り、
　この場合、第2の瞬間は第1の瞬間よりも遅く、第2の瞬間と第1の瞬間との間の間隔Tは
、第2の基地局と基地局との間のワンタイム伝送を実行するための遅延tよりも大きい或い
は遅延tに等しく、第2の基地局がUEの副成分搬送波を扱い、また、基地局がUEの主成分搬
送波を扱う。
【００１３】
　第7の態様によれば、第3の態様で提供される基地局と第4の態様で提供される基地局と
を含むデータ伝送システムが提供される。
【００１４】
　第8の態様によれば、第5の態様で提供される基地局と第6の態様で提供される基地局と
を含むデータ伝送システムが提供される。
【００１５】
　本発明は、データ送信方法及びデータ伝送システム並びにデータ伝送装置を提供する。
副基地局が第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子を第1の瞬間に主基地局へ送るた
め、主基地局は、第1の瞬間と第2の瞬間との間の瞬間に第1のPUCCHコードチャネルリソー
スの識別子を受け、その結果、第2の瞬間に、すなわち、副基地局が第1のPUCCHコードチ
ャネルリソースの識別子及び第1のデータブロックをUEへ送るときに、第1のデータブロッ
クに関するフィードバックを復調するための基準を主基地局が既に取得してしまっている
ようにされ、そのため、主基地局は、フィードバックを適時の態様で復調して転送するこ
とができ、これにより、データ伝送効率が向上される。
【００１６】
　本発明の実施形態又は従来技術における技術的解決策をより明確に説明するために、以
下は、実施形態又は従来技術を説明するために必要とされる添付図面について簡単に記述
する。明らかに、以下の記述における添付図面は、本発明の幾つかの実施形態を単に示す
にすぎず、また、当業者は、創作的努力を伴うことなくこれら添付図面から他の図面を更
に導くことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の実施形態1に係るデータ伝送方法の概略図である。
【図２】本発明の実施形態2に係るデータ伝送方法の概略図である。
【図３】本発明の実施形態3に係るデータ伝送方法の概略図である。
【図４】本発明の実施形態3に係る他のデータ伝送方法の概略図である。
【図５】本発明の実施形態4に係るデータ伝送方法の概略図である。
【図６】本発明の実施形態5に係るデータ伝送方法の概略図である。
【図７】本発明の実施形態6に係るデータ伝送方法の概略図である。
【図８】本発明の実施形態6にしたがって副基地局により第3のPUCCHコードチャネルリソ
ースの識別子を主基地局に要求するための方法の概略図である。
【図９】本発明の実施形態6にしたがって第3のPUCCHコードチャネルリソースの識別子を
主基地局により副基地局に能動的に割り当てるための方法の概略図である。
【図１０】本発明の実施形態7に係るデータ伝送方法の概略図である。
【図１１】本発明の実施形態8に係るデータ伝送方法の概略図である。
【図１２】本発明の実施形態9に係る基地局の概略的構造図である。
【図１３】本発明の実施形態9に係る他の基地局の概略的構造図である。
【図１４】本発明の実施形態9に係る更に他の基地局の概略的構造図である。
【図１５】本発明の実施形態9に係る更なる他の基地局の概略的構造図である。
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【図１６】本発明の実施形態9に係る更にもう一つの他の基地局の概略的構造図である。
【図１７】本発明の実施形態9に係る更なる基地局の概略的構造図である。
【図１８】本発明の実施形態10に係る基地局の概略的構造図である。
【図１９】本発明の実施形態10に係る他の基地局の概略的構造図である。
【図２０】本発明の実施形態10に係る更に他の基地局の概略的構造図である。
【図２１】本発明の実施形態10に係る更なる他の基地局の概略的構造図である。
【図２２】本発明の実施形態10に係る更にもう一つの他の基地局の概略的構造図である。
【図２３】本発明の実施形態11に係る基地局の概略的構造図である。
【図２４】本発明の実施形態12に係る基地局の概略的構造図である。
【図２５】本発明の実施形態14に係る基地局の概略的構造図である。
【図２６】本発明の実施形態14に係る他の基地局の概略的構造図である。
【図２７】本発明の実施形態14に係る更に他の基地局の概略的構造図である。
【図２８】本発明の実施形態14に係る更なる他の基地局の概略的構造図である。
【図２９】本発明の実施形態15に係る基地局の概略的構造図である。
【図３０】本発明の実施形態15に係る他の基地局の概略的構造図である。
【図３１】本発明の実施形態15に係る更に他の基地局の概略的構造図である。
【図３２】本発明の実施形態15に係る更なる他の基地局の概略的構造図である。
【図３３】本発明の実施形態15に係る更にもう一つの他の基地局の概略的構造図である。
【図３４】本発明の実施形態16に係る基地局の概略的構造図である。
【図３５】本発明の実施形態16に係る他の基地局の概略的構造図である。
【図３６】本発明の実施形態17に係る基地局の概略的構造図である。
【図３７】本発明の実施形態19に係る基地局の概略的構造図である。
【図３８】本発明の実施形態19に係る他の基地局の概略的構造図である。
【図３９】本発明の実施形態19に係る更に他の基地局の概略的構造図である。
【図４０】本発明の実施形態20に係る基地局の概略的構造図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下は、本発明の実施形態における添付図面に関連して、本発明の実施形態における技
術的解決策を明確且つ完全に説明する。明らかに、説明される実施形態は、本発明の実施
形態の一部にすぎず全てではない。本発明の実施形態に基づいて当業者により創作的努力
を伴うことなく得られる他の全ての実施形態は、本発明の保護範囲内に含まれるものとす
る。
【００１９】
　CAは、より大きな伝送帯域幅をサポートするために2つ以上の搬送波単位が一緒に集約
される技術である。本発明の実施形態において、主基地局及び副基地局は、相対的概念で
あり、特定のUEのために区別される。主基地局は、主成分搬送波を担う基地局であり、す
なわち、主基地局は、UEの主成分搬送波を扱う。UEは、初期接続設定プロセスを行う或い
は基地局で接続再設定プロセスを開始する。副基地局は、副成分搬送波を担う基地局であ
り、すなわち、副基地局は、UEの副成分搬送波を扱う。RRC（Radio Resource Control、
無線リソース制御）接続が設定された時点で、副基地局は、余分の無線リソースを与える
ように構成されてもよい。本発明の実施形態は、多重通信システム及び多重通信シナリオ
に適用できる。例えば、主基地局がマクロ基地局であってもよく、また、副基地局がマイ
クロ基地局であってもよい。他の例において、通信システムは、3GPP R10（3rd Generati
on Partnership Project Release10、第三世代パートナーシップ・プロジェクト・リリー
ス10）に対応するシステムであってもよい。
【００２０】
　実施形態1
　本発明のこの実施形態はデータ伝送方法を提供し、また、方法は、第1の基地局、第2の
基地局、及び、UEを含む通信システムに適用できる。第1の基地局及び第2の基地局はいず
れもサービスをUEに与えることができる。以下は、第1の基地局がUEの主基地局であると
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ともに第2の基地局がUEの副基地局である例を使用することによって説明される。図1に示
されるように、方法は以下のステップを含んでもよい。
【００２１】
　ステップ101：副基地局は、第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子を第1の瞬間に
主基地局へ送り、それにより、主基地局は、第1のPUCCHコードチャネルリソースを使用す
ることによって、第1のデータブロックに関するものであってユーザ機器UEにより送られ
るフィードバックを受けることを決定する。
【００２２】
　ステップ102：副基地局は、第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子及び第1のデー
タブロックを第2の瞬間にUEへ送る。
【００２３】
　ステップ103：副基地局は主基地局からフィードバックを受け、この場合、フィードバ
ックは、第1のPUCCHコードチャネルリソースを使用することによりUEから主基地局によっ
て受けられる。
【００２４】
　第2の瞬間は第1の瞬間よりも遅く、第2の瞬間と第1の瞬間との間の間隔Tは、副基地局
と主基地局との間のワンタイム局間一方向伝送の遅延tよりも大きい或いは遅延tに等しく
、副基地局がUEの副成分搬送波を扱い、また、主基地局がUEの主成分搬送波を扱う。
【００２５】
　随意的に、副基地局と主基地局との間のワンタイム局間一方向伝送の遅延tは、以下の
式を満たす。
　t＝t1＊A＋B
　ここで、t1は、主基地局と副基地局との間の理論伝送遅延、Aはt1を調整するための定
数、Bはt1のオフセット定数である。
【００２６】
　このようにすると、副基地局が第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子を第1の瞬
間に主基地局へ送るため、主基地局は、第1の瞬間と第2の瞬間との間の瞬間に第1のPUCCH
コードチャネルリソースの識別子を受け、その結果、第2の瞬間に、すなわち、副基地局
が第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子及び第1のデータブロックをUEへ送るとき
に、第1のデータブロックに関するフィードバックを復調するための基準を主基地局が既
に取得してしまっているようにされ、そのため、主基地局は、フィードバックを適時の態
様で復調して転送することができ、これにより、データ伝送効率が向上される。
【００２７】
　随意的に、この実施形態では、副基地局が第1の瞬間の前にxを決定し、ここで、xは第1
のデータブロックの量であり、また、副基地局は、第1の瞬間の前に、主基地局により送
られるサービスを受けてバッファリングし、また、副基地局は、第2の瞬間の前に、バッ
ファリングされたサービスからx個の第1のデータブロックを取得する。例えば、第1の条
件が満たされると、副基地局がバッファリングされたサービスからx個の第1のデータブロ
ックを取得し、或いは、副基地局がxを主基地局へ送る。第1の条件は、UEの優先度が副基
地局にアクセスする他のUEの優先度よりも高いことを含んでもよい。また、第1の条件は
、サービスの優先度が副基地局にアクセスする他のUEへ副基地局により送られるメッセー
ジの優先度よりも高いことを更に含んでもよい。
【００２８】
　随意的に、この実施形態において、方法は、第1の瞬間の前に副基地局によりxを決定す
るステップであって、xが第1のデータブロックの量である、ステップと、第1の瞬間に副
基地局によりxを主基地局へ送るステップと、第2の瞬間の前に主基地局により送られるx
個の第1のデータブロックを副基地局によって受けるステップとを更に含む。
【００２９】
　この実施形態では、ステップ103で受けられるフィードバックにしたがって副基地局が
異なるその後の処理を行ってもよいことが理解され得る。以下は、一例と共に説明される
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。
【００３０】
　例えば、方法は、フィードバックが否定応答NACKを含む場合に、副基地局により再送デ
ータをUEへ再送するステップであって、再送データがNACKに対応するデータブロックを第
1のデータブロックの状態で含む、ステップと、再送が失敗であるかどうかを副基地局に
より決定するステップと、再送が失敗であると副基地局が決定すれば、再送が失敗である
ことを示す情報と再送データに対応するシーケンス番号とを副基地局により主基地局へ送
るステップであって、主基地局をトリガして再送データをUEへ再送するために再送が失敗
であることを示す情報が使用される、ステップとを更に含む。
【００３１】
　他の例において、事前設定期間内に副基地局が主基地局からフィードバックを受けると
ともにフィードバックがNACKを含む場合、方法は、自動再送要求ARQ態様で再送データを
副基地局によりUEへ再送するステップであって、再送データがNACKに対応するデータブロ
ックを第1のデータブロックの状態で含む、ステップを更に含む。
【００３２】
　他の例において、第1のHARQバッファ及び第2のHARQバッファが副基地局に配置される場
合、方法は、フィードバックが否定応答NACKを含むとともに第1のHARQバッファ内の全て
のHARQプロセスが占有状態にある場合に、第2のHARQバッファ内のHARQプロセスを使用す
ることにより再送データを副基地局によりUEへ再送するステップであって、再送データが
NACKに対応するデータブロックを第1のデータブロックの状態で含む、ステップを更に含
む。随意的に、第1のHARQバッファ内のHARQプロセスのプロセスIDは、第2のHARQバッファ
内のHARQプロセスのプロセスIDと一対一対応にあってもよい。したがって、第1のデータ
ブロックをUEへ送るために第1のHARQバッファ内にあってそのプロセスIDがyであるHARQプ
ロセスが使用されることが想定され、また、このとき、第2のHARQバッファ内のHARQプロ
セスを使用することにより副基地局により再送データをUEへ再送することは、以下の2つ
の想定し得る実施態様を含む。
【００３３】
　第1の態様では、第2のHARQバッファ内にあってそのプロセスIDがyであるHARQプロセス
が占有状態にある場合、副基地局は、第2のHARQバッファ内の他のプロセスを使用するこ
とによって再送データをUEへ再送するとともに、ダウンリンクスケジューリング許可メッ
セージをUEへ送り、この場合、ダウンリンクスケジューリング許可メッセージはNDI値を
伝え、他のプロセスは、第2のHARQバッファ内にあってそのプロセスIDがyであるHARQプロ
セスとは異なるとともにアイドル状態であり、また、NDI値は、副基地局によってUEへ最
後に送られたNDI値とは異なる。
【００３４】
　第2の態様では、第2のHARQバッファ内にあってそのプロセスIDがyであるHARQプロセス
がアイドル状態にある場合、副基地局は、第2のHARQバッファ内にあってそのプロセスID
がyであるHARQプロセスを使用することによって再送データをUEへ再送するとともに、ダ
ウンリンクスケジューリング許可メッセージをUEへ送り、この場合、ダウンリンクスケジ
ューリング許可メッセージはNDI値を伝え、また、NDI値は、副基地局によってUEへ最後に
送られたNDI値と同じである。
【００３５】
　実施形態2
　本発明のこの実施形態はデータ伝送方法を提供し、また、方法は、第1の基地局、第2の
基地局、及び、UEを含む通信システムに適用できる。第1の基地局及び第2の基地局はいず
れもサービスをUEに与えることができる。以下は、第1の基地局がUEの主基地局であると
ともに第2の基地局がUEの副基地局である例を使用することによって説明される。図2に示
されるように、方法は以下のステップを含んでもよい。
【００３６】
　ステップ201：主基地局は、PUCCHコードチャネルリソースの識別子であって第1の瞬間
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に副基地局により送られる識別子を受ける。
【００３７】
　ステップ202：主基地局は、第1のPUCCHコードチャネルリソースを使用することにより
、ユーザ機器UEにより送られるフィードバックを受け、この場合、フィードバックは、第
2の瞬間に副基地局により送られる第1のデータブロックに関するUEのフィードバックであ
る。
【００３８】
　ステップ203：主基地局はフィードバックを副基地局へ送る。
【００３９】
　第2の瞬間は第1の瞬間よりも遅く、第2の瞬間と第1の瞬間との間の間隔Tは、副基地局
と主基地局との間のワンタイム局間一方向伝送の遅延tよりも大きい或いは遅延tに等しく
、副基地局がUEの副成分搬送波を扱い、また、主基地局がUEの主成分搬送波を扱う。
【００４０】
　随意的に、副基地局と主基地局との間のワンタイム局間一方向伝送の遅延tは、以下の
式を満たす。
　t＝t1＊A＋B
　ここで、t1は、主基地局と副基地局との間の理論伝送遅延、Aはt1を調整するための定
数、Bはt1のオフセット定数である。
【００４１】
　このようにすると、主基地局が第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子を第2の瞬
間の前に受けるため、第2の瞬間に、すなわち、副基地局が第1のPUCCHコードチャネルリ
ソースの識別子及び第1のデータブロックをUEへ送るときに、第1のデータブロックに関す
るフィードバックを復調するための基準を主基地局が既に取得してしまっているようにさ
れ、そのため、主基地局は、フィードバックを適時の態様で復調して転送することができ
、これにより、データ伝送効率が向上される。
【００４２】
　随意的には、第1の瞬間の前に、方法は、第1の物理アップリンク制御チャネルPUCCHコ
ードチャネルリソースの識別子であって第1の瞬間に副基地局により送られる識別子を主
基地局により受けるステップと、第1のPUCCHコードチャネルリソースを使用することによ
りユーザ機器UEにより送られるフィードバックを主基地局により受けるステップであって
、フィードバックが、第2の瞬間に副基地局により送られる第1のデータブロックに関する
UEのフィードバックである、ステップと、主基地局によってフィードバックを副基地局へ
送るステップとを更に含み、第2の瞬間が第1の瞬間よりも遅く、第2の瞬間と第1の瞬間と
の間の間隔Tが、副基地局と主基地局との間のワンタイム局間一方向伝送の遅延tよりも大
きく或いは遅延tに等しく、副基地局がUEの副成分搬送波を扱い、また、主基地局がUEの
主成分搬送波を扱う。
【００４３】
　また、第1の瞬間の前に、方法は、UE又はゲートウェイにより送られるサービスベアラ
設定要求を主基地局により受けるステップであって、サービスベアラ設定要求が、UE、ゲ
ートウェイ、及び、主基地局の間のサービスベアラを設定することを要求するために使用
される、ステップと、第1の無線リンク制御RLC層論理チャネルと第2のRLC層論理チャネル
とを主基地局により設定するステップであって、第1のRLC層論理チャネルが主基地局とUE
との間の伝送のために使用され、第2のRLC層論理チャネルが主基地局と副基地局との間の
伝送のために使用される、ステップとを更に含む。
【００４４】
　更にまた、方法は、ゲートウェイにより送られるサービスを主基地局により受けるステ
ップと、第2のRLC層論理チャネルを使用することによってサービス中の遅延非依存データ
サービスタイプのサービスを第1の瞬間の前に主基地局により副基地局へ送り、或いは、
第1の瞬間に副基地局により送られるxを主基地局により受けるステップであって、xが第2
の瞬間に副基地局によりUEへ送られる第1のデータブロックの量である、ステップ及び、
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第2の瞬間の前に、サービス中の遅延非依存データサービスタイプの1つのサービスからx
個の第1のデータブロックを主基地局により取得して、第2のRLC層論理チャネルを使用す
ることによりx個の第1のデータブロックを副基地局へ送るステップとを含む。
【００４５】
　或いは、更にまた、方法は、ゲートウェイにより送られるサービスを主基地局により受
けるステップと、第2のPUCCHコードチャネルリソースを主基地局により決定するステップ
であって、第2のデータブロックに関するフィードバックを主基地局へ送るために第2のPU
CCHコードチャネルリソースがUEによって使用される、ステップと、第1のRLC層論理チャ
ネルを使用することによって第2のPUCCHコードチャネルリソースの識別子と第2のデータ
ブロックとを主基地局によりUEへ送るステップであって、第2のデータブロックがサービ
ス中の遅延依存サービスタイプのサービスに対応するデータブロックである、ステップと
を更に含む。
【００４６】
　随意的に、この実施形態では、主基地局がフィードバックを副基地局へ送った後、方法
は、副基地局により送られる、再送が失敗であることを示す情報と再送データに対応する
シーケンス番号とを、主基地局により受けるステップであって、フィードバックがNACKを
含むとともに副基地局がUEへ再送データを再送しないことが決定された後、再送が失敗で
あることを示す情報が副基地局により主基地局へ送られる、ステップと、再送データを主
基地局によりUEへ再送するステップであって、再送データが、NACKに対応する第1のデー
タブロックを成すデータブロックである、ステップとを更に含む。
【００４７】
　実施形態3
　以下は、実施形態3を一例として使用することにより、実施形態1で与えられた方法及び
実施形態2で与えられた方法を更に説明する。本発明のこの実施形態では、CAをサポート
するデータ伝送システムがデータ伝送を行う必要があるとき、EPCネットワークのUE又は
ゲートウェイは、サービスベアラの設定をトリガしてもよく、この場合、サービスベアラ
は、UE、ゲートウェイ、及び、主基地局の間のサービスベアラであり、また、その後、UE
又はゲートウェイは、対応するサービスベアラでサービス伝送を行ってもよい。例えば、
音声サービスが継続しており且つUEが被発呼側であるとき、ゲートウェイがサービスベア
ラの設定をトリガする。他の例では、UEがデータをダウンロードする必要があるときに、
UEがサービスベアラの設定をトリガする。
【００４８】
　本発明のこの実施形態では、UEがサービスベアラの設定をトリガする例が説明のために
使用される。また、この実施形態では、第2の瞬間が第1の瞬間よりも遅く、第2の瞬間と
第1の瞬間との間の間隔Tが、副基地局と主基地局との間のワンタイム局間一方向伝送の遅
延tよりも大きい或いは遅延tに等しく、副基地局がUEの副成分搬送波を扱い、また、主基
地局がUEの主成分搬送波を扱うことが想定される。随意的には、tが以下の式を満たす。
　t＝t1＊A＋B
　ここで、t1は、主基地局と副基地局との間の理論伝送遅延、Aはt1を調整するための定
数、Bはt1のオフセット定数である。tの単位がmsであってもよい。
【００４９】
　本発明のこの実施形態はデータ伝送方法を提供する。図3に示されるように、この方法
は以下を含む。
【００５０】
　ステップ301：UEは、サービスベアラ設定要求を主基地局へ送る。
【００５１】
　サービスベアラ設定要求は、UE、ゲートウェイ、及び、主基地局の間のサービスベアラ
を設定することを要求するために使用される。サービスベアラを設定するプロセスは、従
来技術におけるそれと同じであり、本発明では詳細が記載されない。
【００５２】
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　ステップ302：主基地局は、第1の無線リンク制御RLC（Radio Link Control、無線リン
ク制御）層論理チャネルと第2のRLC層論理チャネルとを設定する。
【００５３】
　第1のRLC層論理チャネルは、主基地局とUEとの間の伝送のために使用され、また、第2
のRLC層論理チャネルは、主基地局と副基地局との間の伝送のために使用される。GPRS（G
eneral Packet Radio Service、汎用パケット無線システム）、WCDMA(登録商標)（Wideba
nd Code Division Multiple Access、広帯域符号分割多元接続）、TD－SCDMA（Time Divi
sion－Synchronous Code Division Multiple Access、時分割－同期符号分割多元接続）
、又は、LTE（Long Term Evolution、ロング・ターム・エボリューション）などの無線通
信システムは全てRLC層を含む。例えば、WCDMA(登録商標)システムにおいて、RLC層は、M
AC（Medium／Media Access Control、媒体アクセス制御）層よりも上側に位置されるとと
もに、サービスデータが順々に出されるようにするために使用される。本発明のこの実施
形態において、RLC層論理チャネル（略してRLC論理チャネルと称されてもよい）は、RLC
層に位置されるとともに、サービス伝送、接続制御、トラフィック制御等のために使用さ
れる。RLC層の機能は、基地局に配備されるRLCエンティティによって実施される。
【００５４】
　ステップ303：主基地局は、ゲートウェイにより送られるサービスを受ける。
【００５５】
　主基地局により受けられるサービスは、EPCネットワークのゲートウェイによって送ら
れ、また、サービスのサービスタイプは、遅延非依存データサービス及び遅延依存データ
サービスのうちの少なくとも一方を含んでもよい。遅延非依存データサービスとは、遅延
のための低い要件を有するデータサービス、例えばデータダウンロードサービスのことで
ある。遅延依存データサービスとは、遅延のための相対的に高い要件を有するサービス、
例えば、シグナリングサービス及び音声サービスなどのリアルタイムスモールパケットサ
ービスのことである。主基地局は、QCI（QoS Class Identifier、QoSクラス識別子）タイ
プ、サービス特徴、遅延パラメータ等のうちの少なくとも1つにしたがってサービスのサ
ービスタイプを決定してもよい。特定の方法に関しては、従来技術が参照されてもよい。
QCIは、標準的なプロトコルにおけるサービスタイプ差別化方法である。QoS（Quality of
 Service、サービスの質）は、ネットワークセキュリティ機構であり、ネットワーク遅延
及び混雑状態などの問題を解決するために使用される技術である。サービス特徴は、デー
タ量のサイズ、データコーティング特徴等を含む。遅延パラメータはPDB（Packet Delay 
Budget、パケット遅延割当量）であってもよい。
【００５６】
　ステップ304：主基地局は、第2のRLC層論理チャネルを使用することによってサービス
中の遅延非依存データサービスタイプのサービスを副基地局へ送る。
【００５７】
　ステップ305：副基地局がサービスをバッファリングする。
【００５８】
　主基地局により送られるサービスを受けた後、副基地局は、サービスを局所的にバッフ
ァリングしてもよい。この実施形態では、主基地局により送られるサービスが遅延非依存
データサービスである。
【００５９】
　従来技術では、データサービスのRLCエンティティ（entity）が主基地局に配備される
。UEがスケジューリングされると、副基地局は、UEへ送られる必要があるデータブロック
を主基地局に要求する。主基地局により送られるデータブロックを受けた後、副基地局は
、データブロックをUEへ送る。したがって、UEは、データブロックを受けるために副基地
局と主基地局との間のワンタイム局間一方向伝送の遅延（一方の基地局が他方の基地局へ
情報を送る瞬間と他方の基地局が情報を受ける瞬間との間の持続時間とも称される）を少
なくとも待つ必要がある。
【００６０】
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　また、本発明のこの実施形態では、RLCエージェント（RLC Agent）モジュールが副基地
局に配置されてもよい。RLCエージェントモジュールは、RLC層論理チャネルを使用するこ
とによって主基地局により送られるサービスをバッファリングするように構成され、それ
により、UEがスケジューリングされると、副基地局は、データブロックをUEへ送るために
RLCエージェントモジュールにバッファリングされるサービスからデータブロックを取得
する。このようにすると、UEがスケジューリングされるときに、副基地局は、データブロ
ックを主基地局に一時的に要求する必要がなく、また、UEへ送られる必要があるデータブ
ロックをバッファから取得した後にデータブロックを送ることができ、それにより、UEの
待ち時間が減少するとともに、データ伝送効率が向上する。
【００６１】
　ステップ306：副基地局は、第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子を第1の瞬間に
主基地局へ送る。
【００６２】
　第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子を受けると、主基地局は、第1のデータブ
ロックに関するものであってUEにより送られるフィードバックを第1のPUCCHコードチャネ
ルリソースを使用することにより受けることを決定してもよい。
【００６３】
　本発明のこの実施形態において、第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子は、第1
の瞬間の前に副基地局によって決定される。例えば、副基地局は第1の瞬間の前にxを決定
し、ここで、xは第1のデータブロックの量であり、また、その後、副基地局は、xにした
がって対応する第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子を決定する。典型的には、x
が1又は2である。副基地局によってxを決定するための方法において、副基地局は、UEの
伝送モード設定、RANK（ランク表示）値、サービスの伝送されるべきデータの量、及び、
副基地局の平均スループットレートにしたがって、UEが第2の瞬間に副基地局によりスケ
ジューリングされるべきかどうか、及び、UEが副基地局によりスケジューリングされるべ
き場合には副基地局がどのくらいのデータブロックをUEへ送らなければならないのかを予
測してもよい。また、データブロックは、TB（Transmission block、伝送ブロック）と称
されてもよい。RANK値は、PDSCHの有効データ層の量を示すために使用される。本発明の
この実施形態では、UEが第2の瞬間にスケジューリングされるべきであることを副基地局
が予測によって学習し、また、このとき、データブロックの量であって予測により得られ
る量が第1のデータブロックの量xである、ことが想定される。
【００６４】
　UEが副基地局にアクセスするときに副基地局がUEのためのPUCCHコードチャネルリソー
スのプリセット量を設定することに留意すべきである。PUCCHコードチャネルリソースの
プリセット量は、主基地局がUEのためのPUCCHコードチャネルリソースを設定する際に用
いる標準規格と同じであるプリセット標準規格にしたがって設定される。例えば、プリセ
ット量は4である。随意的に、第1のPUCCHコードチャネルリソースに含まれるPUCCHコード
チャネルリソースの量（略してコードチャネルの量と称されてもよい）は、第1のデータ
ブロックの量に等しく、このとき、この実施形態では、第1のPUCCHコードチャネルリソー
スの決定される量がxであってもよい。例えば、副基地局は、プリセット量のPUCCHコード
チャネルリソースからx個のPUCCHコードチャネルリソースを選択して、x個のPUCCHコード
チャネルリソースの識別子を第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子として取得する
。
【００６５】
　ステップ307：副基地局は、第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子及び第1のデー
タブロックを第2の瞬間にUEへ送る。
【００６６】
　副基地局が第2の瞬間の前にバッファリングされたサービスからx個の第1のデータブロ
ックを取得してもよいことに留意すべきである。例えば、第1の条件が満たされると、副
基地局がバッファリングされたサービスからx個の第1のデータブロックを取得し、或いは
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、副基地局がxを主基地局へ送り、この場合、第1の条件は、UEの優先度が副基地局にアク
セスする他のUEの優先度よりも高いことを含む。随意的に、第1の条件は、サービスの優
先度が副基地局にアクセスする他のUEへ副基地局により送られるメッセージの優先度より
も高いことを更に含む。
【００６７】
　典型的には、UEの優先度が副基地局にアクセスする他のUEの優先度よりも高いが、サー
ビスの優先度が副基地局にアクセスする他のUEへ副基地局により送られるメッセージの優
先度よりも低いときには、副基地局がx個の第1のデータブロックを取得しない。UEの優先
度が副基地局にアクセスする他のUEの優先度よりも高いとともに、サービスの優先度も副
基地局にアクセスする他のUEへ副基地局により送られるメッセージの優先度よりも高いと
きには、副基地局がバッファリングされたサービスからx個の第1のデータブロックを取得
する。
【００６８】
　このようにすると、副基地局がUEをスケジューリングするプロセスにおいて、システム
メッセージ及びページングメッセージなどの相対的に高い優先度を有するメッセージであ
って副基地局にアクセスする他のUEのメッセージが優先的に送られるようにすることがで
き、それにより、UEによるチャネルリソースの占有によって引き起こされる相対的に高い
優先度のメッセージの伝送混雑状態が避けられる。
【００６９】
　副基地局がPDCCHリソース及びPDSCHリソースをスケジューリングすることによって第1
のPUCCHコードチャネルリソース及びx個の第1のデータブロックを送ってもよいことに留
意すべきである。例えば、PDCCHリソースは、リソース割り当て及び1つ以上のユーザ機器
に関する他の制御情報を含むDCI（Downlink Control Information、ダウンリンク制御情
報）を運ぶ。この実施形態において、PDCCHリソースは、第1のPUCCHコードチャネルリソ
ースを伝えてもよい。他の例において、PDSCHリソースは、伝送チャネルDSCH（Downlink 
Shared Channel、ダウンリンク共有チャネル）からデータを運ぶために使用され、また、
PDSCHリソースはx個の第1のデータブロックを伝えてもよい。副基地局は、エアーインタ
フェースを使用することにより第1のPUCCHコードチャネルリソース及びx個の第1のデータ
ブロックをUEへ伝送してもよい。
【００７０】
　ステップ308：主基地局は、第1のPUCCHコードチャネルリソースを使用することにより
、UEにより送られるフィードバックを受ける。
【００７１】
　第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子及び第1のデータブロックを副基地局から
受けた後にUEが第1のPUCCHコードチャネルリソースを使用することによって第1のデータ
ブロックに関するフィードバックを主基地局へ送ってもよいことが理解され得る。したが
って、主基地局は、第1のPUCCHコードチャネルリソースを使用することにより、UEにより
送られるフィードバックを受ける。
【００７２】
　UEがフィードバックを送る規則は、主基地局が情報構文解析を行う規則に対応しており
、これにより、送信側及び受信側が情報の同じ理解を有することが確保される。第1のPUC
CHコードチャネルリソースの識別子は複数のPUCCHコードチャネルリソースの識別子を含
んでもよいため、UEは、異なる識別子により示されるPUCCHコードチャネルリソースで異
なる信号を送って、異なるフィードバックを表わし、すなわち、各フィードバックは、信
号が存在するPUCCHチャネルリソースの識別子と信号のタイプとにしたがって決定される
。本発明のこの実施形態では、UEがフィードバックを送る複数の規則、及び、主基地局が
情報構文解析を行う複数の規則が存在してもよい。例えば、UEは、2つのデータブロック
を受け、すなわち、x＝2である。したがって、第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別
子は、2つのPUCCHコードチャネルリソースの識別子を含む。表1を参照すると、表1は、2
つのPUCCHコードチャネルリソースがあるときに存在する伝送状況を示し、この場合、（P
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UCCH，0）は第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子を表わし、（PUCCH，1）は第2の
PUCCHコードチャネルリソースの識別子を表わし、HARQ－ACK（0）は第1のデータブロック
を表わし、及び、HARQ－ACK（1）は第2のデータブロックを表わす。表1に示されるように
、第2のPUCCHコードチャネルリソースで、すなわち、（PUCCH，1）でUEが信号"1，1"を送
ると、それは、第1のデータブロックがACK応答に対応するとともに、第2のデータブロッ
クがACK応答に対応することを表わし、第1のPUCCHコードチャネルリソースで、すなわち
、（PUCCH，0）でUEが信号"1，1"を送ると、それは、第1のデータブロックがACK応答に対
応するとともに、第2のデータブロックがNACK応答に対応することを表わし、第2のPUCCH
コードチャネルリソースで、すなわち、（PUCCH，1）でUEが信号"0，0"を送ると、それは
、第1のデータブロックがNACK応答に対応するとともに、第2のデータブロックがACK応答
に対応することを表わし、第1のPUCCHコードチャネルリソース（PUCCH，0）でUEが信号"0
，0"を送ると、それは、第1のデータブロックがNACK応答に対応するとともに、第2のデー
タブロックがNACK応答に対応することを表わす。なお、表1中のDTX（Discontinuous Tran
smission、不連続伝送）は、副基地局がPDCCHリソースのみをUEへ送りPDSCHリソースを送
らず、その結果、対応するPUCCHコードチャネルリソースでのデータ伝送が存在しないこ
とを表わす。
　本発明のこの実施形態では、副基地局がPDCCHリソース及びPDSCHリソースの両方をUEへ
送ることが想定されるため、DTX応答はこの実施形態に関与しない。
【００７３】
【表１】

【００７４】
　随意的に、主基地局は、全てのPUCCHコードチャネルリソースを走査し、第1のPUCCHコ
ードチャネルリソースに信号があることが走査によって得られれば、第1のコードチャネ
ルリソース上の信号を構文分析して、第1のデータブロックに関するフィードバックを得
る。主基地局が情報構文解析を行う規則は、UEがフィードバックを送る規則に対応してお
り、そのため、詳細に関しては、前述の実施例を参照してもよい。フィードバックを表わ
すための前述の方法は、概略的にのみ説明され、また、実際の用途では特定の状況にした
がって事前に設定されてもよい。
【００７５】
　ステップ309：主基地局は、第1のデータブロックに関するフィードバックを副基地局へ
送る。
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【００７６】
　随意的に、主基地局はUEの複数のフィードバックを受けてもよく、これらのフィードバ
ックは、主基地局によってUEへ送られるデータブロックに関するUEのフィードバックを含
むとともに、第1のデータブロックに関するフィードバックも含む。主基地局は、受けら
れたフィードバックから、主基地局によってUEへ送られたデータブロックに関するフィー
ドバックを排除するとともに、残りのフィードバックを第1のデータブロックに関するフ
ィードバックとして使用して、第1のデータブロックに関するフィードバックを副基地局
へ送ってもよい。
【００７７】
　ステップ310：副基地局は、第1のデータブロックに関するフィードバックに基づいてデ
ータ処理を行う。
【００７８】
　随意的に、第1のデータブロックに関するフィードバックであって主基地局により送ら
れるフィードバックを受けた後、副基地局は、フィードバックがNACKを含むかどうかを決
定し、また、副基地局は、フィードバックがNACKを含む場合に第1の再送データをUEへ再
送してもよい。典型的には、副基地局は、第1の再送データをHARQ態様でUEへ再送しても
よく、この場合、第1の再送データは、NACKに対応するデータブロックを第1のデータブロ
ックの状態で含む。ここで、第1の再送データは、NACKに対応する第1のデータブロックを
成すデータブロックであってもよい。また、副基地局は、再送が失敗であるかどうかを決
定してもよい。再送が失敗であることを副基地局が決定すれば、副基地局は、再送が失敗
であることを示す情報と第1の再送データに対応するSN（Sequence Number、シーケンス番
号）とを主基地局へ送り、それにより、主基地局が第1の再送データをUEへ再送し、この
場合、再送が失敗であることを示す情報は、第1の再送データをUEへ再送するべく主基地
局をトリガするために使用される。主基地局は、対応する第1の再送データを取得するた
めに前述のSNにしたがって主基地局に対する問い合わせを実行して、第1の再送データをA
RQ再送態様でUEへ再送してもよい。このようにすると、副基地局が第1の再送で失敗した
後、主基地局が第1の再送データを再び再送し、それにより、第1の再送データがUEへ効果
的に送られるようにすることができるとともに、データ送信の失敗率を減らすことができ
る。
【００７９】
　随意的に、副基地局は、主基地局により送られるフィードバックが受けられるかどうか
を周期的に検出してもよい。1周期の長さが事前設定期間である例が使用される。事前設
定期間内に副基地局が主基地局からフィードバックを受けるとともにフィードバックがNA
CKを含む場合、副基地局は、第2の再送データをARQ（Automatic Repeat－reQuest、自動
再送要求）態様でUEへ更に再送してもよく、この場合、第2の再送データは、NACKに対応
するデータブロックを第1のデータブロック状態で含み、また、事前設定期間内のUEの他
のフィードバックに、NACKに対応するデータブロックを更に含んでもよい。ARQが周期的
な再送態様であるため、副基地局がARQ態様を使用すると、停止量及び待ち量を減らすこ
とができるとともに、データ伝送効率を向上させることができる。典型的には、事前設定
期間が4HARQ RTT（Round－Trip Time、往復遅延時間）期間であれば、1 HARQ RTT期間が8
msの場合、事前設定期間は32msである。副基地局は、フィードバック情報が32ms内に受け
られるかどうかを検出してもよく、また、フィードバック情報が事前設定期間内に受けら
れれば、フィードバック情報にNACKが存在するかどうかを検出してもよい。本発明では、
4つのNACKが存在することが想定され、このとき、副基地局は、4つのNACKに対応するデー
タをARQ態様でUEへ再送する。
【００８０】
　随意的に、第1のHARQバッファ及び第2のHARQバッファが副基地局に配置されてもよい。
フィードバックが否定応答NACKを含むとともに第1のHARQバッファ内の全てのHARQプロセ
スが占有状態にあれば、副基地局は、第2のHARQバッファ内のHARQプロセスを使用するこ
とにより第3の再送データをUEへ再送し、この場合、第3の再送データは、NACKに対応する
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データブロックを第1のデータブロックの状態で含む。
【００８１】
　この実施形態において、第1のHARQバッファ内のHARQプロセスのプロセスIDは、第2のHA
RQバッファ内のHARQプロセスのプロセスIDと一対一対応にある。第1のHARQバッファ内に
あってそのプロセスIDがyであるHARQプロセスが第1のデータブロックをUEへ送るために使
用されることが想定され、このとき、この実施形態は、以下の2つの想定し得る実施解決
策を含む。
【００８２】
　第1の解決策では、第2のHARQバッファ内にあってそのプロセスIDがyであるHARQプロセ
スが占有状態にある場合、副基地局は、第2のHARQバッファ内の他のプロセスを使用する
ことによって第3の再送データをUEへ再送するとともに、ダウンリンクスケジューリング
許可メッセージをUEへ送り、この場合、ダウンリンクスケジューリング許可メッセージは
NDI値を伝え、他のプロセスは、第2のHARQバッファ内にあってそのプロセスIDがyであるH
ARQプロセスとは異なるとともにアイドル状態であり、また、NDI値は、副基地局によって
UEへ最後に送られたNDI値とは異なる。
　第2の解決策では、第2のHARQバッファ内にあってそのプロセスIDがyであるHARQプロセ
スがアイドル状態にある場合、副基地局は、第2のHARQバッファ内にあってそのプロセスI
DがyであるHARQプロセスを使用することによって第3の再送データをUEへ再送するととも
に、ダウンリンクスケジューリング許可メッセージをUEへ送り、この場合、ダウンリンク
スケジューリング許可メッセージはNDI値を伝え、また、NDI値は、副基地局によってUEへ
最後に送られたNDI値と同じである。
【００８３】
　このように、副基地局内のHARQバッファの量を増大させることにより、第1のHARQバッ
ファ内の全てのHARQプロセスがフィードバック情報を待つ状態にあるときに、第2のHARQ
バッファが伝送されるべきデータを再送するために使用され、それにより、データ伝送プ
ロセスにおける停止及び待ちの現象が減少されるとともに、停止及び待ちによって引き起
こされる遅延が回避され、その結果、データ伝送の遅延全体が減少されて、データ伝送効
率が向上する
【００８４】
　ステップ304－ステップ305から、副基地局がUEをスケジューリングするときに第1のデ
ータブロックが副基地局によりバッファから取得されることに留意すべきである。ステッ
プ306において、副基地局は、第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子を第1の瞬間に
主基地局へ送り、また、ワンタイム局間一方向伝送の遅延tが存在し、その後、ステップ3
07において、副基地局は、第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子と第1のデータブ
ロックとを第2の瞬間にUEへ送る。したがって、第1の瞬間と第2の瞬間との間の最小間隔
は、副基地局と主基地局との間のワンタイム局間一方向伝送の遅延tであり、また、副基
地局がUEをスケジューリングするときに第1のデータブロックが副基地局によってバッフ
ァから取得される場合には、第1の瞬間と第2の瞬間との間の間隔Tがtであることが分かる
。
【００８５】
　本発明のこの実施形態は、副基地局がUEをスケジューリングするときに副基地局によっ
て第1のデータブロックを主基地局に要求するための方法を更に提供する。具体的には、
図4に示されるように、この方法は以下を含む。
【００８６】
　ステップ401：副基地局がxを決定する。
　xは第1のデータブロックの量である。
【００８７】
　ステップ402：副基地局はxを第1の瞬間に主基地局へ送る。
【００８８】
　第1の条件が満たされると、副基地局がxを主基地局へ送る。
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【００８９】
　第1の条件は、UEの優先度が副基地局にアクセスする他のUEの優先度よりも高いことを
含む。随意的に、第1の条件は、サービスの優先度が副基地局にアクセスする他のUEへ副
基地局により送られるメッセージの優先度よりも高いことを更に含む。
【００９０】
　ステップ403：主基地局は、第2のRLC層論理チャネルを使用することによってサービス
中の遅延非依存データサービスタイプのサービスを副基地局へ送る。
【００９１】
　副基地局により第1の瞬間に送られるxを受けた後、主基地局は、サービス中にあってそ
のサービスタイプが遅延非依存データであるサービスからx個の第1のデータブロックを取
得するとともに、第2のRLC層論理チャネルを使用することによりx個の第1のデータブロッ
クを副基地局へ送ってもよい。
【００９２】
　随意的に、前述のステップ402及びステップ306が同時に実行され、また、ステップ403
がステップ306の後に実行される。例えば、ステップ402におけるx及びステップ306におけ
る第1のPUCCHコードチャネルリソースは、同じメッセージで伝えられるとともに、副基地
局によって主基地局へ送られる。第1の瞬間に、副基地局は、ステップ306において第1のP
UCCHコードチャネルリソースの識別子を主基地局へ送り、また、副基地局は、ステップ40
2においてxを主基地局へ送り、この場合、ワンタイム局間一方向伝送の遅延が存在し、そ
の後、ステップ403において、主基地局は、サービス中にあってそのサービスタイプが遅
延非依存データであるサービスを第2のRLC層論理チャネルを使用することにより副基地局
へ送り、この場合、ワンタイム局間一方向伝送の他の遅延が存在し、また、ステップ307
において、副基地局は、第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子と第1のデータブロ
ックとを第2の瞬間にUEへ送る。したがって、第1の瞬間と第2の瞬間との間の最小間隔は
、副基地局と主基地局との間のツータイム局間伝送の遅延2tであり、また、副基地局がUE
をスケジューリングするときに主基地局に要求することにより第1のデータブロックが副
基地局によって得られる場合には、第1の瞬間と第2の瞬間との間の間隔Tが前述のステッ
プを使用することによって2tであり、すなわち、副基地局がデータブロックを主基地局に
要求する瞬間と副基地局がデータブロックをUEへ送る瞬間との間の間隔が2tであることが
分かる。従来技術において、副基地局は、UEへ送られるべきデータブロックを主基地局に
要求し、また、主基地局は、データブロックを副基地局へ送る。その後、副基地局は、PU
CCHコードチャネルリソースの識別子を主基地局へ送り、その後、主基地局がPUCCHコード
チャネルリソースの識別子を受けた後、PUCCHコードチャネルリソースの識別子とデータ
ブロックとをUEへ送り、それにより、UEがPUCCHコードチャネルリソースの識別子を取得
する前に副基地局がPUCCHコードチャネルリソースの識別子を取得するようにする。前述
の既存のプロセスでは、副基地局がデータブロックを主基地局に要求する瞬間と副基地局
がデータブロックをUEへ送る瞬間との間の間隔が3tであることが分かる。したがって、本
発明のデータ伝送方法を使用することにより、前述の遅延を効果的に減らすことができる
とともに、データ伝送効率を効果的に向上させることができる。
【００９３】
　本発明のこの実施形態では、前述のステップを含むプロセスに加えて、主基地局は、前
述のプロセスと並行して他のプロセスを更に実行してもよい。例えば、主基地局は、ゲー
トウェイにより送られるサービスを受けて、第2のPUCCHコードチャネルリソースを決定し
てもよく、この場合、第2のデータブロックに関するフィードバックを主基地局へ送るた
めに第2のPUCCHコードチャネルリソースがUEによって使用され、また、主基地局は、第1
のRLC層論理チャネルを使用することによって第2のPUCCHコードチャネルリソースの識別
子と第2のデータブロックとをUEへ送り、この場合、第2のデータブロックがサービス中の
遅延依存サービスタイプのサービスに対応するデータブロックである。
【００９４】
　従来技術では、ゲートウェイによって送られるサービスを受けた後、主基地局は、同じ



(27) JP 2017-509231 A 2017.3.30

10

20

30

40

50

サービスタイプのサービスデータ中の異なるデータブロックを副基地局及びUEへ別々に送
ってもよく、また、その後、副基地局へ送られるデータブロックが副基地局によってUEへ
送られる。データブロックのシーケンス番号は、主基地局と副基地局との間の局間伝送の
遅延に起因して乱される場合がある。本発明のこの実施形態では、2つのRLC層論理チャネ
ルを設定するとともに対応するサービスタイプ差別化を実行することにより、異なるサー
ビスタイプのサービスが効果的にアンロードされ、また、同じサービスタイプのデータブ
ロックが同じRLC層論理チャネルのみを使用することにより送られ、それにより、データ
ブロックのシーケンス番号乱れが回避されて、サービスの適時性が向上される。
【００９５】
　また、主基地局は、第1のRLC層論理チャネルを使用することにより、ステップ307が実
行されると同時に第2のPUCCHコードチャネルリソースの識別子と第2のデータブロックと
をUEへ送ってもよく、すなわち、これらはいずれも第2の瞬間に実行される。このように
すると、第2の瞬間に、主基地局及び副基地局がデータブロックを同時にUEへ送り、それ
により、主基地局と副基地局との間でキャリアアグリゲーションを実施でき、データ伝送
システムのピークスループットレートが向上する。
【００９６】
　本発明のこの実施形態で提供されるデータ伝送方法によれば、副基地局が第1のPUCCHコ
ードチャネルリソースの識別子を第1の瞬間に主基地局へ送るため、主基地局は、第1の瞬
間と第2の瞬間との間の瞬間に第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子を受け、その
結果、第2の瞬間に、すなわち、副基地局が第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子
及び第1のデータブロックをUEへ送るときに、第1のデータブロックに関するフィードバッ
クを復調するための基準を主基地局が既に取得してしまっているようにされ、そのため、
主基地局は、フィードバックを適時の態様で復調して転送することができ、これにより、
データ伝送効率が向上される。
【００９７】
　実施形態4
　本発明のこの実施形態はデータ伝送方法を提供し、また、方法は、第1の基地局、第2の
基地局、及び、UEを含む通信システムに適用できる。第1の基地局及び第2の基地局はいず
れもサービスをUEに与えることができる。以下は、第1の基地局がUEの主基地局であると
ともに第2の基地局がUEの副基地局である例を使用することによって説明される。図5に示
されるように、方法は以下のステップを含んでもよい。
【００９８】
　ステップ501：副基地局が第1の情報を主基地局へ送り、それにより、主基地局は、x個
の第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子とx個の第1のデータブロックとを決定する
。
【００９９】
　第1の情報は、第1の物理アップリンク制御チャネルPUCCHコードチャネルリソースの量x
、副基地局によりユーザ機器UEへ送られる第1のデータブロックの量x、及び、第1のチャ
ネルコードワード（コードワード）のうちの1つを含み、この場合、第1のPUCCHコードチ
ャネルリソースは、第1のデータブロックに関するフィードバックを主基地局へ送るため
にUEにより使用され、また、第1のチャネルコードワードは、x個の第1のデータブロック
に対応するチャネルコードワードである。
【０１００】
　随意的に、副基地局が第1の情報を主基地局へ送ることは、UEの優先度が副基地局にア
クセスする他のUEの優先度よりも高いと副基地局が決定するときに副基地局が第1の情報
を主基地局へ送ることを含む。
【０１０１】
　ステップ502：副基地局は、主基地局により送られるx個の第1のPUCCHコードチャネルリ
ソースの識別子とx個の第1のデータブロックとを受ける。
【０１０２】
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　ステップ503：副基地局は、x個の第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子とx個の
第1のデータブロックとをUEへ送る。
【０１０３】
　ステップ504：副基地局は主基地局からフィードバックを受け、この場合、フィードバ
ックは、第1のPUCCHコードチャネルリソースを使用することによりUEから主基地局によっ
て受けられる。
【０１０４】
　本発明のこの実施形態では、副基地局がUEの副成分搬送波を扱い、また、主基地局がUE
の主成分搬送波を扱う。
【０１０５】
　このようにすると、主基地局がx個の第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子を決
定するとともに、副基地局がx個の第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子とx個の第
1のデータブロックとをUEへ送るため、主基地局が第1のPUCCHコードチャネルリソースの
識別子と第1のデータブロックとを受けるときに、第1のデータブロックに関するフィード
バックを復調するための基準を主基地局が既に取得してしまっており、そのため、主基地
局は、フィードバックを適時の態様で復調して転送することができ、これにより、データ
伝送効率が向上される。
【０１０６】
　また、方法は、フィードバックが否定応答NACKを含む場合に、副基地局により再送デー
タをUEへ再送するステップであって、再送データがNACKに対応するデータブロックをx個
のデータブロックの状態で含む、ステップと、再送が失敗であるかどうかを副基地局によ
り決定するステップと、再送が失敗であると副基地局が決定すれば、再送が失敗であるこ
とを示す情報と再送データに対応するシーケンス番号とを副基地局により主基地局へ送る
ステップであって、主基地局をトリガして再送データをUEへ再送するために再送が失敗で
あることを示す情報が使用される、ステップとを更に含んでもよい。
【０１０７】
　或いは、更に、事前設定期間内に副基地局が主基地局からフィードバックを受けるとと
もにフィードバックがNACKを含む場合、方法は、自動再送要求ARQ態様で再送データを副
基地局によりUEへ再送するステップであって、再送データがNACKに対応するデータブロッ
クをx個のデータブロックの状態で含む、ステップを更に含んでもよい。
【０１０８】
　或いは、更に、第1のハイブリッド自動再送要求HARQバッファ及び第2のHARQバッファが
副基地局に配置される場合、方法は、フィードバックが否定応答NACKを含むとともに第1
のHARQバッファ内の全てのHARQプロセスが占有状態にある場合に、第2のHARQバッファ内
のHARQプロセスを使用することにより再送データを副基地局によりUEへ再送するステップ
であって、再送データがNACKに対応するデータブロックをx個のデータブロックの状態で
含む、ステップを更に含んでもよい。
【０１０９】
　更にまた、第1のHARQバッファ内のHARQプロセスのプロセスIDは、第2のHARQバッファ内
のHARQプロセスのプロセスIDと一対一対応にある。第1のデータブロックをUEへ送るため
に第1のHARQバッファ内にあってそのプロセスIDがyであるHARQプロセスが使用されること
が想定され、また、このとき、第2のHARQバッファ内のHARQプロセスを使用することによ
り副基地局により再送データをUEへ再送することは、以下の2つの想定し得る実施態様を
含む。
【０１１０】
　第1の態様では、第2のHARQバッファ内にあってそのプロセスIDがyであるHARQプロセス
が占有状態にある場合、副基地局は、第2のHARQバッファ内の他のプロセスを使用するこ
とによって再送データをUEへ再送するとともに、ダウンリンクスケジューリング許可メッ
セージをUEへ送り、この場合、ダウンリンクスケジューリング許可メッセージはNDI値を
伝え、他のプロセスは、第2のHARQバッファ内にあってそのプロセスIDがyであるHARQプロ
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セスとは異なるとともにアイドル状態であり、また、NDI値は、副基地局によってUEへ最
後に送られたNDI値とは異なる。
【０１１１】
　第2の態様では、第2のHARQバッファ内にあってそのプロセスIDがyであるHARQプロセス
がアイドル状態にある場合、副基地局は、第2のHARQバッファ内にあってそのプロセスID
がyであるHARQプロセスを使用することによって再送データをUEへ再送するとともに、ダ
ウンリンクスケジューリング許可メッセージをUEへ送り、この場合、ダウンリンクスケジ
ューリング許可メッセージはNDI値を伝え、また、NDI値は、副基地局によってUEへ最後に
送られたNDI値と同じである。
【０１１２】
　随意的に、本発明のこの実施形態において、方法は、副基地局によって第2の情報を主
基地局へ送るステップであって、第2の情報が、第3のPUCCHコードチャネルリソースの量m
、副基地局によりUEへ送られる再送データ中のデータブロックの量m、及び、第2のチャネ
ルコードワードのうちの1つを含み、それにより、主基地局が第2のPUCCHコードチャネル
リソースの識別子を副基地局に割り当て、再送データに関するフィードバックを主基地局
へ送るために第2のPUCCHコードチャネルリソースがUEによって使用され、第2のチャネル
コードワードが再送データ中のデータブロックに対応するチャネルコードワードである、
ステップと、m個の第3のPUCCHコードチャネルリソース識別子であって主基地局により送
られる識別子を副基地局によって受けるステップと、m個の第3のPUCCHコードチャネルリ
ソースの識別子を副基地局によってUEへ送るステップと、再送データに関するフィードバ
ックを主基地局から副基地局により受けるステップであって、再送データに関するフィー
ドバックが第3のPUCCHコードチャネルリソースを使用することによりUEから主基地局によ
って受けられる、ステップとを更に含む。
【０１１３】
　或いは、本発明のこの実施形態では、フィードバックがNACKを含み、また、副基地局が
主基地局からフィードバックを受けることは、副基地局がフィードバックと第3のPUCCHコ
ードチャネルリソースの識別子とを主基地局から受けることを含み、第3のPUCCHコードチ
ャネルリソースは、再送データに関するフィードバックを主基地局へ送るためにUEによっ
て使用され、また、方法は、第3のPUCCHコードチャネルリソースの識別子を副基地局によ
ってUEへ送るステップと、再送データに関するフィードバックを副基地局により主基地局
から受けるステップであって、第3のPUCCHコードチャネルリソースを使用することにより
再送データに関するフィードバックがUEから主基地局によって受けられる、ステップとを
更に含む。
【０１１４】
　実施形態5
　本発明のこの実施形態はデータ伝送方法を提供し、また、方法は、第1の基地局、第2の
基地局、及び、UEを含む通信システムに適用できる。第1の基地局及び第2の基地局はいず
れもサービスをUEに与えることができる。以下は、第1の基地局がUEの主基地局であると
ともに第2の基地局がUEの副基地局である例を使用することによって説明される。図6に示
されるように、方法は以下のステップを含んでもよい。
【０１１５】
　ステップ601：主基地局は、副基地局により送られる第1の情報を受ける。
【０１１６】
　第1の情報は、第1の物理アップリンク制御チャネルPUCCHコードチャネルリソースの量x
、副基地局によりユーザ機器UEへ送られる第1のデータブロックの量x、及び、第1のチャ
ネルコードワードのうちの1つを含み、この場合、第1のPUCCHコードチャネルリソースは
、第1のデータブロックに関するフィードバックを主基地局へ送るためにUEにより使用さ
れ、また、第1のチャネルコードワードは、x個の第1のデータブロックに対応するチャネ
ルコードワードである。
【０１１７】
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　ステップ602：主基地局は、x個の第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子とx個の
第1のデータブロックとを副基地局へ送り、それにより、副基地局は、x個の第1のPUCCHコ
ードチャネルリソースの識別子とx個の第1のデータブロックとをUEへ送る。
【０１１８】
　ステップ603：主基地局は、第1のPUCCHコードチャネルリソースを使用することにより
、UEにより送られるフィードバックを受ける。
【０１１９】
　ステップ604：主基地局はフィードバックを副基地局へ送る。
【０１２０】
　本発明のこの実施形態では、副基地局がUEの副成分搬送波を扱い、また、主基地局がUE
の主成分搬送波を扱う。
【０１２１】
　このようにすると、主基地局がx個の第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子を決
定するとともに、副基地局がx個の第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子とx個の第
1のデータブロックとをUEへ送るため、主基地局が第1のPUCCHコードチャネルリソースの
識別子と第1のデータブロックとを受けるときに、第1のデータブロックに関するフィード
バックを復調するための基準を主基地局が既に取得してしまっており、そのため、主基地
局は、フィードバックを適時の態様で復調して転送することができ、これにより、データ
伝送効率が向上される。
【０１２２】
　随意的に、主基地局が副基地局により送られる第1の情報を受けるステップ601の前に、
方法は、UE又はゲートウェイにより送られるサービスベアラ設定要求を主基地局により受
けるステップであって、サービスベアラ設定要求が、UE、ゲートウェイ、及び、主基地局
の間のサービスベアラを設定することを要求するために使用される、ステップと、第1の
無線リンク制御RLC層論理チャネルと第2のRLC層論理チャネルとを主基地局により設定す
るステップであって、第1のRLC層論理チャネルが主基地局とUEとの間の伝送のために使用
され、第2のRLC層論理チャネルが主基地局と副基地局との間の伝送のために使用される、
ステップとを更に含む。
【０１２３】
　また、方法は、ゲートウェイにより送られるサービスを主基地局によって受けるステッ
プと、サービス中の遅延非依存データサービスタイプのサービスからx個の第1のデータブ
ロックを主基地局により取得するステップと、x個の第1のPUCCHコードチャネルリソース
の識別子を決定するステップとを更に含んでもよい。主基地局がx個の第1のPUCCHコード
チャネルリソースの識別子とx個の第1のデータブロックとを副基地局へ送ることは、主基
地局が第2のRLC層論理チャネルを使用することによりx個の第1のPUCCHコードチャネルリ
ソースの識別子とx個の第1のデータブロックとを副基地局へ送ることを含む。
【０１２４】
　随意的に、方法は、ゲートウェイにより送られるサービスを主基地局により受けるステ
ップと、第2のPUCCHコードチャネルリソースの識別子を主基地局により決定するステップ
であって、第2のデータブロックに関するフィードバックを主基地局へ送るために第2のPU
CCHコードチャネルリソースがUEによって使用される、ステップと、第1のRLC層論理チャ
ネルを使用することによって第2のPUCCHコードチャネルリソースの識別子と第2のデータ
ブロックとを主基地局によりUEへ送るステップであって、第2のデータブロックがサービ
ス中の遅延依存サービスタイプのサービスに対応するデータブロックである、ステップと
を更に含む。
【０１２５】
　随意的に、本発明のこの実施形態では、フィードバックが否定応答NACKを含めば、主基
地局がフィードバックを副基地局へ送った後、方法は、副基地局により送られる、再送が
失敗であることを示す情報と再送データに対応するシーケンス番号とを、主基地局により
受けるステップであって、フィードバックがNACKを含むとともに副基地局がUEへ再送デー
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タを再送しないことが決定された後、再送が失敗であることを示す情報が副基地局により
主基地局へ送られる、ステップと、再送データを主基地局によりUEへ再送するステップで
あって、再送データが、NACKに対応するデータブロックをx個の第1のデータブロックの状
態で含む、ステップとを更に含む。
【０１２６】
　或いは、本発明のこの実施形態では、フィードバックがNACKを含めば、主基地局がフィ
ードバックを副基地局へ送った後、方法は、副基地局によって送られる第2の情報を主基
地局により受けるステップであって、第2の情報が、第3のPUCCHコードチャネルリソース
の量m、副基地局によりUEへ送られる再送データ中のデータブロックの量m、及び、第2の
チャネルコードワードのうちの1つを含み、再送データに関するフィードバックを主基地
局へ送るために第3のPUCCHコードチャネルリソースがUEによって使用され、第2のチャネ
ルコードワードが再送データ中のデータブロックに対応するチャネルコードワードであり
、再送データがNACKに対応するデータブロックをx個の第1のデータブロックの状態で含む
、ステップと、m個の第3のPUCCHコードチャネルリソース識別子を主基地局によって副基
地局へ送り、それにより、副基地局がm個の第3のPUCCHコードチャネルリソースの識別子
をUEへ送るステップと、第3のPUCCHコードチャネルリソースを使用することにより再送デ
ータに関するフィードバックを主基地局によりUEから受けるステップと、再送データに関
するフィードバックを主基地局により副基地局へ送るステップとを更に含む。
【０１２７】
　或いは、本発明のこの実施形態では、フィードバックがNACKを含めば、主基地局が副基
地局へフィードバックを送ることは、主基地局がフィードバックと第3のPUCCHコードチャ
ネルリソースの識別子とを副基地局へ送ることを含み、それにより、副基地局は、第3のP
UCCHコードチャネルリソースの識別子をUEへ送り、この場合、第3のPUCCHコードチャネル
リソースは、再送データに関するフィードバックを主基地局へ送るためにUEによって使用
され、また、再送データは、NACKに対応するデータブロックをx個の第1のデータブロック
の状態で含むとともに、副基地局によってUEへ送られる。
　方法は、第3のPUCCHコードチャネルリソースを使用することにより再送データに関する
フィードバックを主基地局によってUEから受けるステップと、再送データに関するフィー
ドバックを主基地局により副基地局へ送るステップとを更に含む。
　実施形態6
【０１２８】
　以下は、実施形態6を一例として使用することにより、実施形態4で与えられた方法及び
実施形態5で与えられた方法を更に説明する。本発明のこの実施形態では、CAをサポート
するデータ伝送システムがデータ伝送を行う必要があるとき、EPCネットワークのUE又は
ゲートウェイは、サービスベアラの設定をトリガしてもよく、この場合、サービスベアラ
は、UE、ゲートウェイ、及び、主基地局の間のサービスベアラであり、また、その後、UE
又はゲートウェイは、対応するサービスベアラでサービス伝送を行ってもよい。例えば、
音声サービスが継続しており且つUEが被発呼側であるとき、ゲートウェイがサービスベア
ラの設定をトリガする。他の例では、UEがデータをダウンロードする必要があるときに、
UEがサービスベアラの設定をトリガする。
【０１２９】
　本発明のこの実施形態では、UEがサービスベアラの設定をトリガする例が説明のために
使用される。また、この実施形態では、図7に示されるように、副基地局がUEの副成分搬
送波を扱い、また、主基地局がUEの主成分搬送波を扱うことが想定される。
【０１３０】
　ステップ701：UEは、サービスベアラ設定要求を主基地局へ送る。
【０１３１】
　サービスベアラ設定要求は、UE、ゲートウェイ、及び、主基地局の間のサービスベアラ
を設定することを要求するために使用される。サービスベアラを設定するプロセスは、従
来技術におけるそれと同じであり、本発明では詳細が記載されない。
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【０１３２】
　ステップ702：主基地局は、サービスベアラ設定要求にしたがって第1のRLC層論理チャ
ネルと第2のRLC層論理チャネルとを設定する。
【０１３３】
　第1のRLC層論理チャネルは、主基地局とUEとの間の伝送のために使用され、また、第2
のRLC層論理チャネルは、主基地局と副基地局との間の伝送のために使用される。GPRS、W
CDMA(登録商標)、TD－SCDMA、又は、LTEなどの無線通信システムは全てRLC層を含む。例
えば、WCDMA(登録商標)システムにおいて、RLC層は、MAC層よりも上側に位置されるとと
もに、サービスデータが順々に出されるようにするために使用される。本発明のこの実施
形態において、RLC層論理チャネルは、RLC層に位置されるとともに、サービス伝送、接続
制御、トラフィック制御等のために使用される。RLC層の機能は、基地局に配備されるRLC
エンティティによって実施される。
【０１３４】
　ステップ703：主基地局は、ゲートウェイにより送られるサービスを受ける。
【０１３５】
　主基地局により受けられるサービスは、EPCネットワークのゲートウェイによって送ら
れ、また、サービスのサービスタイプは、遅延非依存データサービス及び遅延依存データ
サービスのうちの少なくとも一方を含んでもよい。遅延非依存データサービスとは、遅延
のための低い要件を有するデータサービス、例えばデータダウンロードサービスのことで
ある。遅延依存データサービスとは、遅延のための相対的に高い要件を有するサービス、
例えば、シグナリングサービス及び音声サービスなどのリアルタイムスモールパケットサ
ービスのことである。主基地局は、QCI（QoS Class Identifier、QoSクラス識別子）タイ
プ、サービス特徴、遅延パラメータ等のうちの少なくとも1つにしたがってサービスのサ
ービスタイプを決定してもよい。特定の方法に関しては、従来技術が参照されてもよい。
QCIは、標準的なプロトコルにおけるサービスタイプ差別化方法である。QoS（Quality of
 Service、サービスの質）は、ネットワークセキュリティ機構であり、ネットワーク遅延
及び混雑状態などの問題を解決するために使用される技術である。サービス特徴は、デー
タ量のサイズ、データコーティング特徴等を含む。遅延パラメータがPDBであってもよい
。
【０１３６】
　ステップ704：副基地局が第1の情報を主基地局へ送り、この場合、第1の情報は、第1の
PUCCHコードチャネルリソースの量x、副基地局によりユーザ機器UEへ送られる第1のデー
タブロックの量x、及び、第1のチャネルコードワードのうちの1つを含む。
【０１３７】
　例えば、第1のPUCCHコードチャネルリソースは、第1のデータブロックに関するフィー
ドバックを主基地局へ送るためにUEにより使用され、また、第1のチャネルコードワード
は、x個の第1のデータブロックに対応するチャネルコードワードである。第1の情報は、
副基地局により主基地局へ独立して送られてもよく、或いは、副基地局により送られるリ
ソース要求を成して主基地局へ伝えられてもよい。
【０１３８】
　典型的には、副基地局がxを決定してもよく、例えばxが1又は2である。副基地局によっ
てxを決定するための方法において、副基地局は、UEの伝送モード設定、RANK（ランク表
示）値、サービスの伝送されるべきデータの量、及び、副基地局の平均スループットレー
トにしたがって、UEが第2の瞬間に副基地局によりスケジューリングされるべきかどうか
、及び、UEが副基地局によりスケジューリングされるべき場合には副基地局がどのくらい
のデータブロックをUEへ送らなければならないのかを予測してもよい。データブロックは
TBとも称される。RANK値は、PDSCHの有効データ層の量を示すために使用される。本発明
のこの実施形態では、データブロックの量であって副基地局により予測される量が第1の
データブロックの量xであることが想定される。
【０１３９】
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　随意的に、第1のPUCCHコードチャネルリソースに含まれるPUCCHコードチャネルリソー
スの量（略してコードチャネルの量と称されてもよい）は、第1のデータブロックの量に
等しい。したがって、副基地局は第1のデータブロックの量xを既に決定してしまっている
ため、それに応じて、第1のPUCCHコードチャネルリソースの量がxであることが決定され
得る。特に、データブロックの量xもコードワードと一対一対応にある。典型的には、デ
ータブロックの量が1であるときには、データブロックの量が単一コードワードに対応し
、データブロックの量が2であるときには、データブロックの量が二重コードワードに対
応する。したがって、このステップにおいて、副基地局により主基地局へ送られる第1の
情報は、第1のPUCCHコードチャネルリソースの量x、副基地局によりユーザ機器UEへ送ら
れる第1のデータブロックの量x、及び、第1のチャネルコードワードのうちのいずれか1つ
であり、これらのうちのいずれか1つは、副基地局により必要とされる第1のPUCCHコード
チャネルリソースの量と副基地局により必要とされる第1のデータブロックの量とを主基
地局が決定できるようにし、それにより、主基地局は、第1のPUCCHコードチャネルリソー
ス及び第1のデータブロックを副基地局に対して割り当てる（以下のステップ705参照）。
【０１４０】
　随意的に、本発明のこの実施形態において、第1の条件が満たされると、副基地局が第1
の情報を主基地局へ送り、この場合、第1の条件は、UEの優先度が副基地局にアクセスす
る他のUEの優先度よりも高いことを含む。また、第1の条件は、サービスの優先度が副基
地局にアクセスする他のUEへ副基地局により送られるメッセージの優先度よりも高いこと
を更に含んでもよい。
【０１４１】
　典型的には、UEの優先度が副基地局にアクセスする他のUEの優先度よりも高いが、サー
ビスの優先度が副基地局にアクセスする他のUEへ副基地局により送られるメッセージの優
先度よりも低いときには、副基地局が第1の情報を主基地局へ送らない。UEの優先度が副
基地局にアクセスする他のUEの優先度よりも高いとともに、サービスの優先度も副基地局
にアクセスする他のUEへ副基地局により送られるメッセージの優先度よりも高いときには
、副基地局が第1の情報を主基地局へ送り、それにより、主基地局は、第1の情報にしたが
ってx個の第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子とx個の第1のデータブロックとを
副基地局に対して割り当てる。
【０１４２】
　このようにすると、副基地局がUEをスケジューリングするプロセスにおいて、システム
メッセージ及びページングメッセージなどの相対的に高い優先度を有するメッセージであ
って副基地局にアクセスする他のUEのメッセージが優先的に送られるようにすることがで
き、それにより、UEによるチャネルリソースの占有によって引き起こされる相対的に高い
優先度のメッセージの伝送混雑状態が避けられる。
【０１４３】
　ステップ705：主基地局は、副基地局のためのx個の第1のPUCCHコードチャネルリソース
の識別子とx個の第1のデータブロックとを決定する。
【０１４４】
　第1の情報は、第1のPUCCHコードチャネルリソースの量x、副基地局によりユーザ機器UE
へ送られる第1のデータブロックの量x、及び、第1のチャネルコードワードのうちの1つを
含むため、第1の情報が第1のPUCCHコードチャネルリソースの量xを含むときには、それに
応じて、主基地局は、第1のデータブロックの量がxであると決定してもよく、第1の情報
が第1のデータブロックの量xを含むときには、それに応じて、主基地局は、第1のPUCCHコ
ードチャネルリソースの量がxであると決定してもよく、第1の情報が第1のチャネルコー
ドワードを含むときには、主基地局は、第1のチャネルコードワードにしたがって第1のデ
ータブロックの量を決定し、その後、第1のデータブロックの量にしたがって第1のPUCCH
コードチャネルリソースの量を決定する。例えば、第1の情報に含まれる第1のチャネルコ
ードワードが単一コードワードであれば、主基地局は、第1のデータブロックの量が1であ
るとともに、第1のPUCCHコードチャネルリソースの量も1であると決定する。
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【０１４５】
　主基地局は、サービス中の遅延非依存データサービスタイプの1つのサービスからx個の
第1のデータブロックを取得して、x個の第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子を決
定してもよく、この場合、x個の第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子を決定する
ことは、第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子を割り当てる作業であってもよい。
【０１４６】
　UEが主基地局にアクセスするときに主基地局がUEのためのPUCCHコードチャネルリソー
スのプリセット量を設定することに留意すべきである。PUCCHコードチャネルリソースの
プリセット量は、副基地局がUEのためのPUCCHコードチャネルリソースを設定する際に用
いる標準規格と同じであるプリセット標準規格にしたがって設定される。例えば、プリセ
ット量は4である。随意的に、第1のPUCCHコードチャネルリソースに含まれるPUCCHコード
チャネルリソースの量（略してコードチャネルの量と称されてもよい）は、第1のデータ
ブロックの量に等しく、このとき、この実施形態では、第1のPUCCHコードチャネルリソー
スの決定される量がxであってもよい。例えば、主基地局は、プリセット量のPUCCHコード
チャネルリソースからx個のPUCCHコードチャネルリソースを選択して、x個のPUCCHコード
チャネルリソースの識別子を第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子として取得する
。
【０１４７】
　ステップ706：主基地局は、x個の第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子とx個の
第1のデータブロックとを副基地局へ送る。
【０１４８】
　随意的に、主基地局は、第2のRLC層論理チャネルを使用することによりx個の第1のPUCC
Hコードチャネルリソースの識別子とx個の第1のデータブロックとを副基地局へ送る。
【０１４９】
　ステップ707：副基地局は、x個の第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子とx個の
第1のデータブロックとをUEへ送る。
【０１５０】
　随意的に、副基地局がPDCCHリソース及びPDSCHリソースをスケジューリングすることに
よって第1のPUCCHコードチャネルリソース及びx個の第1のデータブロックを送ってもよい
。例えば、PDCCHリソースは、リソース割り当て及び1つ以上のユーザ機器に関する他の制
御情報を含むDCIを運ぶ。この実施形態において、PDCCHリソースは、第1のPUCCHコードチ
ャネルリソースを伝えてもよい。他の例において、PDSCHリソースは、伝送チャネルDSCH
からデータを運ぶために使用され、また、PDSCHリソースはx個の第1のデータブロックを
伝えてもよい。副基地局は、エアーインタフェースを使用することにより第1のPUCCHコー
ドチャネルリソース及びx個の第1のデータブロックをUEへ伝送してもよい。
【０１５１】
　ステップ708：主基地局は、第1のPUCCHコードチャネルリソースを使用することにより
、UEにより送られるフィードバックを受ける。
【０１５２】
　第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子及び第1のデータブロックを副基地局から
受けた後にUEが第1のPUCCHコードチャネルリソースを使用することによって第1のデータ
ブロックに関するフィードバックを主基地局へ送ってもよいことが理解され得る。したが
って、主基地局は、第1のPUCCHコードチャネルリソースを使用することにより、UEにより
送られるフィードバックを受ける。
【０１５３】
　UEがフィードバックを送る規則は、主基地局が情報構文解析を行う規則に対応しており
、これにより、送信側及び受信側が情報の同じ理解を有することが確保される。第1のPUC
CHコードチャネルリソースの識別子は複数のPUCCHコードチャネルリソースの識別子を含
んでもよいため、UEは、異なる識別子により示されるPUCCHコードチャネルリソースで異
なる信号を送って、異なるフィードバックを表わし、すなわち、各フィードバックは、信
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号が存在するPUCCHチャネルリソースの識別子と信号のタイプとにしたがって決定される
。本発明のこの実施形態では、UEがフィードバックを送る複数の規則、及び、主基地局が
情報構文解析を行う複数の規則が存在してもよい。例えば、UEは、2つのデータブロック
を受け、すなわち、x＝2である。したがって、第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別
子は、2つのPUCCHコードチャネルリソースの識別子を含む。実施形態3で示される表1を参
照すると、表1は、2つのPUCCHコードチャネルリソースがあるときに存在する伝送状況を
示し、この場合、（PUCCH，0）は第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子を表わし、
（PUCCH，1）は第2のPUCCHコードチャネルリソースの識別子を表わし、HARQ－ACK（0）は
第1のデータブロックを表わし、及び、HARQ－ACK（1）は第2のデータブロックを表わす。
表1に示されるように、第2のPUCCHコードチャネルリソースで、すなわち、（PUCCH，1）
でUEが信号"1，1"を送ると、それは、第1のデータブロックがACK応答に対応するとともに
、第2のデータブロックがACK応答に対応することを表わし、第1のPUCCHコードチャネルリ
ソースで、すなわち、（PUCCH，0）でUEが信号"1，1"を送ると、それは、第1のデータブ
ロックがACK応答に対応するとともに、第2のデータブロックがNACK応答に対応することを
表わし、第2のPUCCHコードチャネルリソースで、すなわち、（PUCCH，1）でUEが信号"0，
0"を送ると、それは、第1のデータブロックがNACK応答に対応するとともに、第2のデータ
ブロックがACK応答に対応することを表わし、第1のPUCCHコードチャネルリソース（PUCCH
，0）でUEが信号"0，0"を送ると、それは、第1のデータブロックがNACK応答に対応すると
ともに、第2のデータブロックがNACK応答に対応することを表わす。なお、表1中のDTX（D
iscontinuous Transmission、不連続伝送）は、副基地局がPDCCHリソースのみをUEへ送り
PDSCHリソースを送らず、その結果、対応するPUCCHコードチャネルリソースでのデータ伝
送が存在しないことを表わす。
　本発明のこの実施形態では、副基地局がPDCCHリソース及びPDSCHリソースの両方をUEへ
送ることが想定されるため、DTX応答はこの実施形態に関与しない。
【０１５４】
　随意的に、主基地局は、全てのPUCCHコードチャネルリソースを走査し、第1のPUCCHコ
ードチャネルリソースに信号があることが走査によって得られれば、第1のコードチャネ
ルリソース上の信号を構文分析して、第1のデータブロックに関するフィードバックを得
る。主基地局が情報構文解析を行う規則は、UEがフィードバックを送る規則に対応してお
り、そのため、詳細に関しては、前述の実施例を参照してもよい。フィードバックを表わ
すための前述の方法は、概略的にのみ説明され、また、実際の用途では特定の状況にした
がって事前に設定されてもよい。
【０１５５】
　ステップ709：主基地局は、第1のデータブロックに関するフィードバックを副基地局へ
送る。
【０１５６】
　随意的に、主基地局はUEの複数のフィードバックを受けてもよく、これらのフィードバ
ックは、主基地局によってUEへ直接に送られる（すなわち、送信プロセスは、他の装置に
よって転送することを含まない）データブロックに関するUEのフィードバックを含むとと
もに、第1のデータブロックに関するフィードバックも含む。主基地局は、受けられたフ
ィードバックから、主基地局によってUEへ直接に送られたデータブロックに関するフィー
ドバックを排除するとともに、残りのフィードバックを第1のデータブロックに関するフ
ィードバックとして使用して、第1のデータブロックに関するフィードバックを副基地局
へ送ってもよい。
【０１５７】
　ステップ710：副基地局は、第1のデータブロックに関するフィードバックにしたがって
データ処理を行う。
【０１５８】
　例えば、第1のデータブロックに関するフィードバックであって主基地局により送られ
るフィードバックを受けた後、副基地局は、フィードバックがNACKを含むかどうかを決定
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し、また、副基地局は、フィードバックがNACKを含む場合に第1の再送データをUEへ再送
してもよい。典型的には、副基地局は、第1の再送データをHARQ態様でUEへ再送してもよ
く、この場合、第1の再送データは、NACKに対応するデータブロックを第1のデータブロッ
クの状態で含む。ここで、第1の再送データは、NACKに対応する第1のデータブロックを成
すデータブロックであってもよい。
【０１５９】
　また、副基地局は、再送が失敗であるかどうかを更に決定してもよい。再送が失敗であ
ると副基地局が決定すれば、副基地局は、再送が失敗であることを示す情報と第1の再送
データに対応するシーケンス番号（SN）とを主基地局へ送り、それにより、主基地局が第
1の再送データをUEへ再送し、この場合、再送が失敗であることを示す情報は、第1の再送
データをUEへ再送するべく主基地局をトリガするために使用される。このようにすると、
副基地局が第1の再送で失敗した後、主基地局が第1の再送データを再び再送し、それによ
り、第1の再送データがUEへ効果的に送られるようにすることができるとともに、データ
送信の失敗率を減らすことができる。
【０１６０】
　他の例において、副基地局は、主基地局により送られるフィードバックが受けられるか
どうかを周期的に検出してもよい。1周期の長さが事前設定期間である例が使用される。
事前設定期間内に副基地局が主基地局からフィードバックを受けるとともにフィードバッ
クがNACKを含む場合、副基地局は、第2の再送データをARQ（Automatic Repeat－reQuest
、自動再送要求）態様でUEへ更に再送してもよく、この場合、第2の再送データは、NACK
に対応するデータブロックを第1のデータブロック状態で含み、また、事前設定期間内のU
Eの他のフィードバックに、NACKに対応するデータブロックを更に含んでもよい。ARQが周
期的な再送態様であるため、副基地局がARQ態様を使用すると、停止量及び待ち量を減ら
すことができるとともに、データ伝送効率を向上させることができる。典型的には、事前
設定期間が4HARQ RTT期間であれば、1 HARQ RTT期間が8msの場合、事前設定期間は32msで
ある。副基地局は、フィードバック情報が32ms内に受けられるかどうかを検出してもよく
、また、フィードバック情報が事前設定期間内に受けられれば、フィードバック情報にNA
CKが存在するかどうかを検出してもよい。本発明では、4つのNACKが存在することが想定
され、また、このとき、副基地局は、4つのNACKに対応するデータをARQ態様でUEへ再送す
る。
【０１６１】
　他の例においては、第1のHARQバッファ及び第2のHARQバッファが副基地局に配置されて
もよい。フィードバックが否定応答NACKを含むとともに第1のHARQバッファ内の全てのHAR
Qプロセスが占有状態にあれば、副基地局は、第2のHARQバッファ内のHARQプロセスを使用
することにより第3の再送データをUEへ再送し、この場合、第3の再送データは、NACKに対
応するデータブロックを第1のデータブロックの状態で含む。
【０１６２】
　この実施形態において、第1のHARQバッファ内のHARQプロセスのプロセスIDは、第2のHA
RQバッファ内のHARQプロセスのプロセスIDと一対一対応にある。第1のHARQバッファ内に
あってそのプロセスIDがyであるHARQプロセスが第1のデータブロックをUEへ送るために使
用されることが想定され、このとき、この実施形態は、以下の2つの想定し得る実施解決
策を含む。
【０１６３】
　第1の解決策では、第2のHARQバッファ内にあってそのプロセスIDがyであるHARQプロセ
スが占有状態にある場合、副基地局は、第2のHARQバッファ内の他のプロセスを使用する
ことによって第3の再送データをUEへ再送するとともに、ダウンリンクスケジューリング
許可メッセージをUEへ送り、この場合、ダウンリンクスケジューリング許可メッセージは
NDI値を伝え、他のプロセスは、第2のHARQバッファ内にあってそのプロセスIDがyであるH
ARQプロセスとは異なるとともにアイドル状態であり、また、NDI値は、副基地局によって
UEへ最後に送られたNDI値とは異なる。
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【０１６４】
　第2の解決策では、第2のHARQバッファ内にあってそのプロセスIDがyであるHARQプロセ
スがアイドル状態にある場合、副基地局は、第2のHARQバッファ内にあってそのプロセスI
DがyであるHARQプロセスを使用することによって第3の再送データをUEへ再送するととも
に、ダウンリンクスケジューリング許可メッセージをUEへ送り、この場合、ダウンリンク
スケジューリング許可メッセージはNDI値を伝え、また、NDI値は、副基地局によってUEへ
最後に送られたNDI値と同じである。
【０１６５】
　このように、副基地局内のHARQバッファの量を増大させることにより、第1のHARQバッ
ファ内の全てのHARQプロセスがフィードバック情報を待つ状態にあるときに、第2のHARQ
バッファが伝送されるべきデータを再送するために使用され、それにより、データ伝送プ
ロセスにおける停止及び待ちの現象が減少されるとともに、停止及び待ちによって引き起
こされる遅延が回避され、その結果、データ伝送の遅延全体が減少されて、データ伝送効
率が向上する。
【０１６６】
　随意的に、再送データを再送するプロセスにおいて、副基地局は、第3のPUCCHコードチ
ャネルリソースの識別子を異なる態様で所得し、この場合、第3のPUCCHコードチャネルリ
ソースは、再送データに関するフィードバックを主基地局へ送るためにUEにより使用され
る。例えば、副基地局は、第3のPUCCHコードチャネルリソースの識別子を主基地局に要求
する。他の例において、主基地局は、第3のPUCCHコードチャネルリソースの識別子を副基
地局に能動的に割り当てる。以下、詳しく説明する。
【０１６７】
　図8に示されるように、第3のPUCCHコードチャネルリソースの識別子を副基地局によっ
て主基地局に要求するための方法は、以下を含む。
【０１６８】
　7111．副基地局は、第2の情報を主基地局へ送る。
【０１６９】
　第2の情報は、副基地局がフィードバックを受けた後に生成され、第2の情報は、第3のP
UCCHコードチャネルリソースの量m、副基地局によりUEへ送られる再送データ中のデータ
ブロックの量m、及び、第2のチャネルコードワードのうちの1つを含み、この場合、第3の
PUCCHコードチャネルリソースは、再送データに関するフィードバックを主基地局へ送る
ためにUEにより使用され、また、第2のチャネルコードワードは、再送データ中のデータ
ブロックに対応するチャネルコードワードである。
【０１７０】
　随意的に、第3のPUCCHコードチャネルリソースに含まれるPUCCHコードチャネルリソー
スの量は、再送データ中のデータブロックの量に等しい。したがって、副基地局は再送デ
ータ中のデータブロックの量mを既に決定してしまっているため、それに応じて、第3のPU
CCHコードチャネルリソースの量がmであることが決定され得る。特に、データブロックの
量mもコードワードと一対一対応にある。典型的には、データブロックの量が1であるとき
には、データブロックの量が単一コードワードに対応し、データブロックの量が2である
ときには、データブロックの量が二重コードワードに対応する。
【０１７１】
　第3のPUCCHコードチャネルリソースを副基地局に対して割り当てるために第2の情報が
主基地局をトリガしてもよく（ステップ7112と同様）、したがって、第2の情報がPUCCHコ
ードチャネルリソースを要求するために使用されていると見なされてもよいことが理解さ
れ得る。
【０１７２】
　7112．主基地局は、m個の第3のPUCCHコードチャネルリソースの識別子を副基地局へ送
る。
【０１７３】
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　このステップでは、第2の情報にしたがって主基地局が副基地局に割り当てられるm個の
第3のPUCCHコードチャネルリソースを決定した後にm個の第3のPUCCHコードチャネルリソ
ースの識別子を副基地局へ送ることが理解され得る。
【０１７４】
　例えば、第2の情報が第3のPUCCHコードチャネルリソースの量mを含む場合、主基地局は
、第3のPUCCHコードチャネルリソースの量がmであると直接に決定してもよい。他の例に
おいて、第1の情報が再送データ中のデータブロックの量mを含む場合、主基地局は、それ
に応じて、第1のPUCCHコードチャネルリソースの量が再送データ中のデータブロックの量
と同じ、すなわち、mであると決定してもよい。他の例において、第1の情報が第2のチャ
ネルコードワードを含むときに、第2のチャネルコードワードが二重コードワードであれ
ば、主基地局は、再送データ中のデータブロックの量が2であると決定し、第2のチャネル
コードワードが単一コードワードであれば、主基地局は、再送データ中のデータブロック
の量が1であると決定し、また、その後、主基地局は、第3のPUCCHコードチャネルリソー
スの量が再送データ中のデータブロックの量と同じであると決定する。
【０１７５】
　UEが主基地局にアクセスすると、主基地局は、UEのためのPUCCHコードチャネルリソー
スのプリセット量を設定する。PUCCHコードチャネルリソースのプリセット量は、副基地
局がUEのためのPUCCHコードチャネルリソースを設定する際に用いる標準規格と同じであ
るプリセット標準規格にしたがって設定される。主基地局は、副基地局のためのm個の第3
のPUCCHコードチャネルリソースを設定してもよく、すなわち、PUCCHコードチャネルリソ
ースのプリセット量からm個のPUCCHコードチャネルリソースを選択して、m個のPUCCHコー
ドチャネルリソースの識別子を第3のPUCCHコードチャネルリソースの識別子として取得し
た後、m個の第3のPUCCHコードチャネルリソースの識別子を副基地局へ送ってもよい。
【０１７６】
　7113．副基地局は、m個の第3のPUCCHコードチャネルリソースの識別子をUEへ送る。
【０１７７】
　7114．主基地局は、第3のPUCCHコードチャネルリソースを使用することによって再送デ
ータに関するフィードバックをUEから受ける。
【０１７８】
　フィードバックプロセスに関しては、前述のステップ708を参照してもよい。
【０１７９】
　7115．主基地局は、再送データに関するフィードバックを副基地局へ送る。
【０１８０】
　図9に示されるように、第3のPUCCHコードチャネルリソースの識別子を主基地局によっ
て副基地局に対して能動的に割り当てるための方法は、以下を含む。
【０１８１】
　801．主基地局は、m個の第3のPUCCHコードチャネルリソースの識別子を副基地局へ送る
。
【０１８２】
　第3のPUCCHコードチャネルリソースは、再送データに関するフィードバックを主基地局
へ送るためにUEにより使用される。
【０１８３】
　なお、主基地局は、受けられたフィードバックから、主基地局によりUEへ送られるデー
タブロックに関するフィードバックを排除して、残りのフィードバックを第1のデータブ
ロックに関するフィードバックとして使用した後、第1のデータブロックに関するフィー
ドバックにNACKが存在するかどうかを決定し、NACKが存在する場合には、第3のPUCCHコー
ドチャネルリソースを、NACKに対応する第1のデータブロックを成すデータブロックに対
して、すなわち、再送データに対して割り当ててもよい。ステップ801及びステップ708は
同時に実行され、すなわち、主基地局は、第3のPUCCHコードチャネルリソースの識別子を
第1のデータブロックに関するフィードバックの送信と同時に送り、他のトリガが生じた
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後にステップ801を実行する必要がない。このようにすると、局間伝送の時間量及び遅延
を効果的に減らすことができる。
【０１８４】
　802．副基地局は、第3のPUCCHコードチャネルリソースの識別子をUEへ送る。
【０１８５】
　803．主基地局は、第3のPUCCHコードチャネルリソースを使用することによって再送デ
ータに関するフィードバックをUEから受ける。
【０１８６】
　フィードバックプロセスに関しては、前述のステップ708を参照してもよい。
【０１８７】
　804．主基地局は、再送データに関するフィードバックを副基地局へ送る。
【０１８８】
　なお、前述のステップを実行するプロセスにおいて、主基地局は、ゲートウェイにより
送られるサービスを受けて、第2のPUCCHコードチャネルリソースを決定してもよく、この
場合、第2のデータブロックに関するフィードバックを主基地局へ送るために第2のPUCCH
コードチャネルリソースがUEによって使用され、また、主基地局は、第1のRLC層論理チャ
ネルを使用することによって第2のPUCCHコードチャネルリソースの識別子と第2のデータ
ブロックとをUEへ送り、この場合、第2のデータブロックがサービス中の遅延依存サービ
スタイプのサービスに対応するデータブロックである。
【０１８９】
　従来技術では、ゲートウェイによって送られるサービスを受けた後、主基地局は、同じ
サービスタイプのサービスデータ中の異なるデータブロックを副基地局及びUEへ別々に送
ってもよく、また、その後、副基地局へ送られるデータブロックが副基地局によってUEへ
送られる。データブロックのシーケンス番号は、主基地局と副基地局との間の局間伝送の
遅延に起因して乱される場合がある。本発明のこの実施形態では、2つのRLC層論理チャネ
ルを設定するとともに対応するサービスタイプ差別化を実行することにより、異なるサー
ビスタイプのサービスが効果的にアンロードされ、また、同じサービスタイプのデータブ
ロックが同じRLC層論理チャネルのみを使用することにより送られ、それにより、データ
ブロックのシーケンス番号乱れが回避されて、サービスの適時性が向上される。
【０１９０】
　また、主基地局は、第1のRLC層論理チャネルを使用することにより、ステップ707が実
行されると同時に第2のPUCCHコードチャネルリソースの識別子と第2のデータブロックと
をUEへ送ってもよい。このようにすると、主基地局及び副基地局がデータブロックを同時
にUEへ送り、それにより、主基地局と副基地局との間でキャリアアグリゲーションを実施
でき、データ伝送システムのピークスループットレートが向上する。
【０１９１】
　本発明の好ましい実施形態で提供されるデータ伝送方法によれば、主基地局がx個の第1
のPUCCHコードチャネルリソースの識別子を決定するとともに、副基地局がx個の第1のPUC
CHコードチャネルリソースの識別子とx個の第1のデータブロックとをUEへ送るため、主基
地局が第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子と第1のデータブロックとを受けると
きに、第1のデータブロックに関するフィードバックを復調するための基準を主基地局が
既に取得してしまっており、そのため、主基地局は、フィードバックを適時の態様で復調
して転送することができ、これにより、データ伝送効率が向上される。
【０１９２】
　実施形態7
　本発明のこの実施形態はデータ伝送方法を提供し、また、方法は、第1の基地局とUEと
を含む通信システムに適用できる。第1の基地局はサービスをUEに与える。また、方法は
、第1の基地局及び第2の基地局の両方がサービスをUEに与えるシナリオにも適用できる。
例えば、前述の実施形態1～実施形態6では、方法がCAシナリオに適用される例が与えられ
る。第1の基地局がUEの主基地局であるとともに、第2の基地局がUEの副基地局である。
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【０１９３】
　この実施形態では、図10に示すように、方法が以下のステップを含む。
【０１９４】
　ステップ901：第2の基地局は、第1のHARQバッファ内の全てのHARQプロセスが占有状態
にあると決定する。
【０１９５】
　ステップ902：第2の基地局は、第2のHARQバッファ内にあってアイドル状態にあるHARQ
プロセスを使用することによって第2のデータブロックをユーザ機器UEへ送る。
【０１９６】
　第1のHARQバッファ及び第2のHARQバッファは、第2の基地局に配置される異なるHARQバ
ッファである。各HARQバッファにはプリセット量のHARQプロセスが与えられ、また、HARQ
バッファ内のHARQプロセスの量は、TTI（Transmission Time Interval、伝送時間間隔）
の量に等しい。
【０１９７】
　このように、第1のHARQバッファ及び第2のHARQバッファを第2の基地局に配置すること
により、HARQバッファの量が増大される。第1のHARQバッファ内の全てのHARQプロセスが
占有状態にあると、第2のHARQバッファ内にあってアイドル状態にあるHARQプロセスを使
用することにより第2のデータブロックが送られ、それにより、データ伝送プロセスにお
ける停止及び待ちの現象が減って、停止及び待ちによって引き起こされる遅延が回避され
、その結果、データ伝送効率が向上される。
【０１９８】
　随意的に、第1のHARQバッファ内のHARQプロセスのプロセスIDは、第2のHARQバッファ内
のHARQプロセスのプロセスIDと一対一対応にある。
【０１９９】
　また、第1のHARQバッファ内の全てのHARQプロセスが占有状態にあると第2の基地局が決
定する前に、方法は、第1のHARQバッファ内にあってそのプロセスIDがyであるHARQプロセ
スを使用することによって第1のデータブロックを第2の基地局によりUEへ送るステップを
更に含む。
【０２００】
　したがって、第2のHARQバッファ内にあってアイドル状態にあるHARQプロセスを使用す
ることによって第2の基地局が第2のデータブロックをUEへ送る前に、方法は、第1のデー
タブロックに関するUEのフィードバックを第2の基地局により受けるステップを更に含む
。フィードバックが否定応答NACKを含む場合、第2のデータブロックは、NACKに対応する
第1のデータブロックを成すデータブロックであり、或いは、フィードバックが肯定応答A
CKを含む場合、第2のデータブロックは、第1のデータブロックとは異なるデータブロック
である。
【０２０１】
　更にまた、フィードバックがNACKを含むとともに、第2のHARQバッファ内にあってその
プロセスIDがyであるHARQプロセスがアイドル状態にある場合、第2のHARQバッファ内にあ
ってアイドル状態にあるHARQプロセスを使用することにより第2の基地局が第2のデータブ
ロックをUEへ送ることは、第2のHARQバッファ内にあってそのプロセスIDがyであるHARQプ
ロセスを使用することによって第2の基地局が第2のデータブロックをUEへ送るとともにダ
ウンリンクスケジューリング許可メッセージをUEへ送ることを含み、この場合、ダウンリ
ンクスケジューリング許可メッセージはNDI値を伝え、また、NDI値は、第2の基地局によ
ってUEへ最後に送られたNDI値と同じである。
【０２０２】
　随意的に、フィードバックがNACKを含む場合には、第2のHARQバッファ内にあってアイ
ドル状態にあるHARQプロセスを使用することによって第2の基地局が第2のデータブロック
をUEへ送った後、方法は、第2のHARQバッファ内にあってアイドル状態にあるHARQプロセ
スを使用することによって第2のデータブロックが送られないと第2の基地局により決定す



(41) JP 2017-509231 A 2017.3.30

10

20

30

40

50

るステップと、失敗を示す情報と第2のデータブロックに対応するシーケンス番号とを第2
の基地局により第1の基地局へ送るステップであって、第2のデータブロックをUEへ再送す
るべく第1の基地局をトリガするために失敗を示す情報が使用される、ステップとを更に
含む。第2の基地局がUEの副成分搬送波を扱い、また、第1の基地局がUEの主成分搬送波を
扱う。
【０２０３】
　随意的に、この実施形態において、第1のデータブロックに関するUEのフィードバック
を第2の基地局により受けることは、第1の基地局からのフィードバックを第2の基地局に
より受けることを含み、この場合、フィードバックは、第1の物理アップリンク制御チャ
ネルPUCCHコードチャネルリソースを使用することによってUEにより第1の基地局へ送られ
、また、第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子は、第2の基地局によって決定され
るとともに、第2の基地局により第1の基地局及びUEへ送られ、或いは、第1のPUCCHコード
チャネルリソースの識別子は、第2の基地局がPUCCHコードチャネルリソースを割り当てる
ように第1の基地局に要求した後、第1の基地局から第2の基地局によって受けられる。
【０２０４】
　実施形態8
　以下は、実施形態8を一例として使用することにより、実施形態7で与えられた方法を更
に説明する。この実施形態及び前述の実施形態1～実施形態6は、相互参照されて互いに補
完されてもよい。この実施形態がCAシナリオに適用できる場合には、第2の基地局がUEの
副成分搬送波を扱かってもよく、また、第1の基地局がUEの主成分搬送波を扱ってもよい
ことが理解され得る。
【０２０５】
　本発明のこの実施形態はデータ伝送方法を提供する。図11に示すように、この方法は以
下のステップを含む。
【０２０６】
　ステップ1001：第2の基地局は、第1のHARQバッファ内にあってそのプロセスIDがyであ
るHARQプロセスを使用することによって第1のデータブロックをUEへ送る。
【０２０７】
　ステップ1002：第2の基地局は、第1のデータブロックに関するUEのフィードバックを受
ける。
【０２０８】
　随意的に、第2の基地局は第1の基地局からフィードバックを受け、この場合、フィード
バックは、第1のPUCCHコードチャネルリソースを使用することによりUEによって第1の基
地局に受けられる。第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子は、第2の基地局によっ
て決定されるとともに、第2の基地局によって第1の基地局及びUEへ送られ、或いは、第1
のPUCCHコードチャネルリソースの識別子は、第2の基地局がPUCCHコードチャネルリソー
スを割り当てるように第1の基地局に要求した後、第1の基地局から第2の基地局によって
受けられる。特定のプロセスに関しては、実施形態3及び実施形態7における説明が参照さ
れてもよく、また、この実施形態では詳しく説明しない。
【０２０９】
　ステップ1003：第2の基地局が第2のデータブロックを決定する。
【０２１０】
　第2のデータブロックは、新データ及び再送データである2つのタイプに分類されてもよ
く、この場合、新データは、UEへ最初に伝送されるべきデータであり、また、再送データ
は、2度目に或いは2度目以上UEへ伝送されるべきデータである。
【０２１１】
　随意的に、フィードバックがNACKを含むとともに第2のデータブロックがこのケースで
はNACKに対応する第1のデータブロックを成すデータブロックである場合には、第2のデー
タブロックが再送データである。或いは、フィードバックが肯定応答ACKを含むとともに
第2のデータブロックがこのケースでは第1のデータブロックとは異なるデータブロックで
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ある場合には、第2のデータブロックが新データである。
【０２１２】
　随意的に、本発明のこの実施形態において、UEへ伝送される必要があるデータは、第1
の基地局のRLC層又は第2の基地局のRLC層にバッファリングされてもよい。UEの優先度が
第2の基地局にアクセスする他のUEの優先度よりも高いと、第2の基地局は、第2の基地局
のRLC層に局所的にバッファリングされるサービス又は第1の基地局のRLC層にバッファリ
ングされるサービスから第2のデータを取得し、また、このとき、第2のデータは新データ
である。データが最初にUEへ伝送された後、データは、第1の基地局のMAC層又は第2の基
地局のMAC層にバッファリングされる。第2の基地局は、第1の基地局によって送られるフ
ィードバックを受け、また、フィードバックがNACKを含む場合には、NACKに対応するデー
タが再送データとしてMAC層で取得される。したがって、第2の基地局により取得される第
2のデータがRLC層からのものであれば、データが新データであり、第2の基地局により取
得される第2のデータがMAC層からのものであれば、データが再送データである。
【０２１３】
　ステップ1004：第2の基地局は、第1のHARQバッファ内の全てのHARQプロセスが占有状態
にあると決定する。
【０２１４】
　本発明のこの実施形態では、HARQバッファ内のHARQプロセスの状態が一般に2つのタイ
プに分類され、すなわち、一方のタイプはアイドル状態であり、つまり、HARQプロセスが
データによって占有されず、また、他方のタイプは占有状態であり、つまり、HARQバッフ
ァがHARQプロセスを使用することによりデータ伝送を行い、この場合、HARQプロセスは、
データによって占有されるとともに、対応するフィードバック情報を待つ。一般に、各HA
RQプロセスは2つのデータブロックを伝送できる。
【０２１５】
　ステップ1005：第2の基地局は、第2のHARQバッファ内にあってアイドル状態にあるHARQ
プロセスを使用することによって第2のデータブロックをユーザ機器UEへ送る。
【０２１６】
　第1のHARQバッファ及び第2のHARQバッファは、第2の基地局に配置される異なるHARQバ
ッファである。随意的に、第1のHARQバッファ内のHARQプロセスのプロセスIDは、第2のHA
RQバッファ内のHARQプロセスのプロセスIDと一対一対応にある。
【０２１７】
　随意的に、フィードバックがNACKを含むとともに、第2のHARQバッファ内にあってその
プロセスIDがyであるHARQプロセスがアイドル状態にある場合、第2の基地局は、第2のHAR
Qバッファ内にあってそのプロセスIDがyであるHARQプロセスを使用することによって第2
のデータブロックをUEへ送るとともに、ダウンリンクスケジューリング許可メッセージを
UEへ送り、この場合、ダウンリンクスケジューリング許可メッセージはNDI値を伝え、ま
た、NDI値は、第2の基地局によってUEへ最後に送られたNDI（New Data Index、新データ
インデックス）値と同じである。
【０２１８】
　随意的に、フィードバックがNACKを含むとともに、第2のHARQバッファ内にあってその
プロセスIDがyであるHARQプロセスが占有状態にある場合、第2の基地局は、第2のHARQバ
ッファ内の他のプロセスを使用することによって再送データをUEへ再送するとともに、ダ
ウンリンクスケジューリング許可メッセージをUEへ送り、この場合、ダウンリンクスケジ
ューリング許可メッセージはNDI値を伝え、他のプロセスのプロセスIDはyではなく、他の
プロセスはアイドル状態にあり、また、NDI値は、第2の基地局によってUEへ最後に送られ
たNDI値とは異なる。
【０２１９】
　伝送されたデータが新データであるかどうかを示すためにNDI値が使用されることに留
意すべきである。NDI値が第2の基地局によりUEへ最後に送られたNDI値と同じである場合
、それは、現在伝送されるデータが再送データであることを示し、NDI値が第2の基地局に
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よりUEへ最後に送られたNDI値とは異なる場合、それは、現在伝送されるデータが新デー
タであることを示す。UEは、受けられるNDI値にしたがって、対応する第2のデータブロッ
クが新データであるかどうかを決定する。特に、フィードバックがNACKを含むとともに、
第2のHARQバッファ内にあってそのプロセスIDがyであるHARQプロセスが占有状態にある場
合には、第2のHARQバッファ内の他のプロセスを使用することにより第2の基地局が再送デ
ータをUEへ再送するため、第2のデータブロックの再送が実際に第2の基地局側で実行され
るが、すなわち、第2のデータブロックが再送データであると第2の基地局が決定できるが
、第2の基地局は、新たなNDI値をダウンリンクスケジューリング許可メッセージに加え、
また、NDI値を受けた後、UEは、第2のデータブロックが新データであると決定して、新デ
ータを処理する態様で第2のデータブロックを処理する。本発明では、詳細が再び説明さ
れない。
【０２２０】
　一般に、伝送されたデータが新データであるかどうかを確認するために0及び1が使用さ
れる。典型的には、現在受けられるNDI値が0であり、第2の基地局によりUEへ最後に送ら
れたNDI値が0である場合、UEは、現在受けられるデータが再送データであると見なし、第
2の基地局によりUEへ最後に送られたNDI値が1である場合、UEは、現在受けられるデータ
が新データであると見なす。
【０２２１】
　ステップ1006：第2の基地局は、第2のHARQバッファ内にあってアイドル状態にあるHARQ
プロセスを使用することによって第2のデータブロックが送信されないと決定する。
【０２２２】
　ステップ1007：第2の基地局は、失敗を示す情報と第2のデータブロックに対応するSNと
を第1の基地局へ送り、この場合、失敗を示す情報は、第2のデータブロックをUEへ再送す
るべく第1の基地局をトリガするために使用される。
【０２２３】
　ステップ1008：第1の基地局は、第2のデータブロックをUEへ再送する。
【０２２４】
　第1の基地局は、対応する第1の再送データを取得するために第2のデータブロックに対
応するシーケンス番号（SN）にしたがって第1の基地局に対する問い合わせを実行して、
第1の再送データをARQ再送態様でUEへ再送してもよい。このようにすると、第2の基地局
が第1の再送で失敗した後、第1の基地局が第1の再送データを再び再送し、それにより、
第1の再送データがUEへ効果的に送られるようにすることができるとともに、データ送信
の失敗率を減らすことができる。
【０２２５】
　特に、第1のHARQバッファ及び第2のHARQバッファとは異なるHARQバッファが第2の基地
局に更に配置されて予備HARQバッファとして使用されてもよい。第1のHARQバッファ及び
第2のHARQバッファにおける全てのHARQプロセスが占有状態にあると、第2のデータブロッ
クは、予備HARQバッファ内にあってアイドル状態にあるHARQプロセスを使用することによ
りUEへ送られる。
【０２２６】
　この実施形態で提供されるデータ伝送方法における一連のステップが適切に調整されて
もよく、それに応じてステップが条件にしたがって加えられ或いは除去されてもよく、ま
た、前述の実施形態及び実施形態7におけるステップに関連して特定のステップが調整さ
れてもよいことに留意すべきである。本発明で開示される技術範囲内で当業者によって容
易に考え出され方法のいかなる変形も、本発明の保護範囲内に含まれるものとし、したが
って、詳細が再び説明されない。
【０２２７】
　本発明のこの実施形態で提供されるデータ伝送方法によれば、第1のHARQバッファ及び
第2のHARQバッファを第2の基地局に配置することにより、HARQバッファの量が増大される
。第1のHARQバッファ内の全てのHARQプロセスが占有状態にあると、第2のHARQバッファ内
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にあってアイドル状態にあるHARQプロセスを使用することにより第2のデータブロックが
送られ、それにより、データ伝送プロセスにおける停止及び待ちの現象が減って、停止及
び待ちによって引き起こされる遅延が回避され、その結果、データ伝送効率が向上される
。
【０２２８】
　本発明は、以下で実施例を用いて説明される、前述の実施形態で提供されるデータ伝送
方法を実施するように構成され／使用される装置及びシステムを更に提供する。
【０２２９】
　実施形態9
　本発明のこの実施形態は基地局01を提供する。図12に示されるように、基地局01は、送
信ユニット011及び受信ユニット012を含む。
【０２３０】
　送信ユニット011は、第1の物理アップリンク制御チャネルPUCCHコードチャネルリソー
スの識別子を第1の瞬間に第1の基地局へ送るように構成され、それにより、第1の基地局
は、第1のPUCCHコードチャネルリソースを使用することにより、第1のデータブロックに
関するものであってユーザ機器UEにより送られるフィードバックを受けることを決定する
。
【０２３１】
　送信ユニット011は、第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子及び第1のデータブロ
ックを第2の瞬間にUEへ送るように更に構成される。
【０２３２】
　受信ユニット012は、第1の基地局からフィードバックを受けるように構成され、この場
合、フィードバックは、第1のPUCCHコードチャネルリソースを使用することによりUEから
第1の基地局によって受けられる。
【０２３３】
　第2の瞬間は第1の瞬間よりも遅く、第2の瞬間と第1の瞬間との間の間隔Tは、基地局01
と第1の基地局との間のワンタイム伝送を行うための遅延tよりも大きい或いは遅延tに等
しく、基地局01がUEの副成分搬送波を扱い、また、第1の基地局がUEの主成分搬送波を扱
う。
【０２３４】
　随意的に、図13に示されるように、基地局01は、
　第1の瞬間の前にxを決定するように構成される決定ユニット013であって、xが第1のデ
ータブロックの量であり、受信ユニット012が、第1の瞬間の前に、第1の基地局により送
られるサービスを受けてバッファリングするように更に構成される、決定ユニット013と
、
　第2の瞬間の前にバッファリングされたサービスからx個の第1のデータブロックを取得
するように構成される取得ユニット014と、
　を更に含んでもよい。
【０２３５】
　随意的に、図14に示されるように、基地局01は、
　第1の瞬間の前にxを決定するように構成される決定ユニット013を含んでもよく、xが第
1のデータブロックの量であり、送信ユニット011は、第1の瞬間にxを第1の基地局へ送る
ように更に構成され、また、受信ユニット012は、第2の瞬間の前に、第1の基地局により
送られるx個の第1のデータブロックを受けるように更に構成される。
【０２３６】
　随意的に、第1の条件が満たされると、取得ユニット014は、バッファリングされたサー
ビスからx個の第1のデータブロックを取得するように構成され、或いは、送信ユニット01
1がxを第1の基地局へ送り、この場合、第1の条件は、UEの優先度が基地局01にアクセスす
る他のUEの優先度よりも高いことを含む。随意的に、第1の条件は、サービスの優先度が
基地局01にアクセスする他のUEへ基地局01により送られるメッセージの優先度よりも高い
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ことを更に含んでもよい。
【０２３７】
　随意的に、基地局01と第1の基地局との間のワンタイム局間一方向伝送の遅延tは、以下
の式を満たす。
　t＝t1＊A＋B
　ここで、t1は、第1の基地局と基地局01との間の理論伝送遅延、Aはt1を調整するための
定数、Bはt1のオフセット定数である。
【０２３８】
　随意的に、図15に示されるように、基地局01は、
　フィードバックが否定応答NACKを含むときに再送データをUEへ再送するように構成され
る第1の再送ユニット015であって、再送データがNACKに対応するデータブロックを第1の
データブロックの状態で含む、第1の再送ユニット015と、
　再送が失敗であるかどうかを決定するように構成される判断ユニット016と、
　再送が失敗であると判断ユニット016が決定するときに再送が失敗であることを示す情
報と再送データに対応するシーケンス番号とを第1の基地局へ送るように構成される表示
ユニット017であって、第1の基地局をトリガして再送データをUEへ再送するために再送が
失敗であることを示す情報が使用される、表示ユニット017と、
　を更に含んでもよい。
【０２３９】
　随意的に、図16に示されるように、基地局01は、
　事前設定期間内に第1の基地局からフィードバックが受けられるとともにフィードバッ
クがNACKを含むときに自動再送要求ARQ態様で再送データをUEへ再送するように構成され
る第2の再送ユニット018であって、再送データがNACKに対応するデータブロックを第1の
データブロックの状態で含む、第2の再送ユニット018、
　を更に含んでもよい。
【０２４０】
　随意的に、図17に示されるように、基地局01は、第1のHARQバッファ0191、第2のHARQバ
ッファ0192、及び、第3の再送ユニット019を更に含む。
【０２４１】
　第3の再送ユニット019は、フィードバックが否定応答NACKを含むとともに第1のHARQバ
ッファ0191内の全てのHARQプロセスが占有状態にあるときに第2のHARQバッファ0192内のH
ARQプロセスを使用することにより再送データをUEへ再送するように構成され、この場合
、再送データは、NACKに対応するデータブロックを第1のデータブロックの状態で含む。
【０２４２】
　随意的に、第1のHARQバッファ0191内のHARQプロセスのプロセスIDは、第2のHARQバッフ
ァ0192内のHARQプロセスのプロセスIDと一対一対応にある。
【０２４３】
　第1のHARQバッファ0191内にあってそのプロセスIDがyであるHARQプロセスが第1のデー
タブロックをUEへ送るために使用される場合、第3の再送ユニット019は、特に、
　第2のHARQバッファ0192内にあってそのプロセスIDがyであるHARQプロセスが占有状態に
あれば、第2のHARQバッファ0192内の他のプロセスを使用することによって再送データをU
Eへ再送するとともに、ダウンリンクスケジューリング許可メッセージをUEへ送るように
構成され、この場合、ダウンリンクスケジューリング許可メッセージはNDI値を伝え、他
のプロセスは、第2のHARQバッファ内にあってそのプロセスIDがyであるHARQプロセスとは
異なるとともにアイドル状態であり、また、NDI値は、基地局によってUEへ最後に送られ
たNDI値とは異なり、或いは、
　第2のHARQバッファ0192内にあってそのプロセスIDがyであるHARQプロセスがアイドル状
態にあれば、第2のHARQバッファ0192内にあってそのプロセスIDがyであるHARQプロセスを
使用することによって再送データをUEへ再送するとともに、ダウンリンクスケジューリン
グ許可メッセージをUEへ送るように構成され、この場合、ダウンリンクスケジューリング
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許可メッセージはNDI値を伝え、また、NDI値は、基地局によってUEへ最後に送られたNDI
値と同じである。
【０２４４】
　このようにすると、送信ユニットが第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子を第1
の瞬間に第1の基地局へ送るため、第1の基地局は、第1の瞬間と第2の瞬間との間の瞬間に
第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子を受け、その結果、第2の瞬間に、すなわち
、基地局が第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子及び第1のデータブロックをUEへ
送るときに、第1のデータブロックに関するフィードバックを復調するための基準を第1の
基地局が既に取得してしまっているようにされ、そのため、第1の基地局は、フィードバ
ックを適時の態様で復調して転送することができ、これにより、データ伝送効率が向上さ
れる。
【０２４５】
　実施形態10
　本発明の一実施形態は基地局02を提供する。図18に示されるように、基地局02は、受信
ユニット022と送信ユニット021とを含む。
【０２４６】
　受信ユニット021は、第1の物理アップリンク制御チャネルPUCCHコードチャネルリソー
スの識別子であって第1の瞬間に第2の基地局により送られる識別子を受けるように構成さ
れる。
【０２４７】
　受信ユニット022は、第1のPUCCHコードチャネルリソースを使用することにより、ユー
ザ機器UEにより送られるフィードバックを受けるように更に構成され、この場合、フィー
ドバックは、第2の瞬間に第2の基地局により送られる第1のデータブロックに関するUEの
フィードバックである。
【０２４８】
　送信ユニット021は、フィードバックを第2の基地局へ送るように構成される。
【０２４９】
　第2の瞬間は第1の瞬間よりも遅く、第2の瞬間と第1の瞬間との間の間隔Tは、第2の基地
局と基地局02との間のワンタイム伝送を実行するための遅延tよりも大きい或いは遅延tに
等しく、第2の基地局がUEの副成分搬送波を扱い、また、基地局02がUEの主成分搬送波を
扱う。
【０２５０】
　随意的に、受信ユニット021は、第1の瞬間の前に、UE又はゲートウェイにより送られる
サービスベアラ設定要求を受けるように更に構成され、この場合、サービスベアラ設定要
求は、UE、ゲートウェイ、及び、基地局02の間のサービスベアラを設定することを要求す
るために使用される。
【０２５１】
　図19に示されるように、基地局02は、第1の無線リンク制御RLC層論理チャネル及び第2
のRLC層論理チャネルを設定するように構成されるチャネル設定ユニット023を更に含んで
もよく、この場合、第1のRLC層論理チャネルは、基地局とUEとの間の伝送のために使用さ
れ、また、第2のRLC層論理チャネルは、基地局と第2の基地局との間の伝送のために使用
される。
【０２５２】
　随意的に、この実施形態において、受信ユニット021は、ゲートウェイにより送られる
サービスを受けるように更に構成され、また、送信ユニット022は、第2のRLC層論理チャ
ネルを使用することにより第1の瞬間の前にサービス中の遅延非依存データサービスタイ
プのサービスを第2の基地局へ送るように更に構成される。或いは、この実施形態におい
て、受信ユニット021は、第1の瞬間に第2の基地局により送られるxを受けるように更に構
成され、この場合、xは、第2の瞬間に第2の基地局によりUEへ送られる第1のデータブロッ
クの量である。図20に示されるように、基地局02は、第2の瞬間の前にサービス中の遅延
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非依存データサービスタイプのサービスからx個の第1のデータブロックを取得するように
構成される取得ユニット024を更に含んでもよく、この場合、送信ユニット022は、第2のR
LC層論理チャネルを使用することによりx個の第1のデータブロックを第2の基地局へ送る
。
【０２５３】
　随意的に、この実施形態において、受信ユニット021は、ゲートウェイによリ送られる
サービスを受けるように更に構成される。図21に示されるように、基地局02は、第2のPUC
CHコードチャネルリソースを決定するように構成される決定ユニット025を更に含み、こ
の場合、第2のPUCCHコードチャネルリソースは、第2のデータブロックに関するフィード
バックを基地局02へ送るためにUEにより使用される。送信ユニット022は、第1のRLC層論
理チャネルを使用することにより第2のPUCCHコードチャネルリソースの識別子と第2のデ
ータブロックとをUEへ送るように更に構成され、この場合、第2のデータブロックは、サ
ービス中の遅延依存サービスタイプのサービスに対応するデータブロックである。
【０２５４】
　随意的に、第2の基地局と基地局との間のワンタイム局間一方向伝送の遅延tは、以下の
式を満たす。
　t＝t1＊A＋B
　ここで、t1は、基地局02と第2の基地局との間の理論伝送遅延、Aはt1を調整するための
定数、Bはt1のオフセット定数である。
【０２５５】
　随意的に、本発明のこの実施形態において、受信ユニット021は、基地局02がフィード
バックを第2の基地局へ送った後、第2の基地局により送られる、再送が失敗であることを
示す情報と再送データに対応するシーケンス番号とを受けるように更に構成され、この場
合、再送が失敗であることを示す情報は、フィードバックがNACKを含むとともに第2の基
地局が再送データをUEへ再送しないと決定された後に第2の基地局により基地局02へ送ら
れる。随意的には、図22に示されるように、基地局02は、再送データをUEへ再送するよう
に構成される再送ユニット026を更に含み、この場合、再送データは、NACKに対応する第1
のデータブロックを成すデータブロックである。
【０２５６】
　受信ユニットが第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子を第2の瞬間の前に受ける
ため、第2の瞬間に、すなわち、第2の基地局が第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別
子及び第1のデータブロックをUEへ送るときに、第1のデータブロックに関するフィードバ
ックを復調するための基準を基地局が既に取得してしまっているようにされ、そのため、
基地局は、フィードバックを適時の態様で復調して転送することができ、これにより、デ
ータ伝送効率が向上される。
【０２５７】
　実施形態11
　本発明のこの実施形態は他の基地局03を更に提供する。図23に示されるように、基地局
03は、バス031と、バス031に接続されるメモリ033及びプロセッサ034とを含む。随意的に
、基地局03は、バス031に接続されるとともに他のネットワーク要素と通信するように構
成される通信インタフェース032を更に含む。例えば、プロセッサ034は、通信インタフェ
ース032を使用することにより、送信、受信等を含む作業を実行する。
【０２５８】
　この実施形態において、メモリ033は、コンピュータ命令0331を記憶するように構成さ
れ、また、プロセッサ034は、コンピュータ命令0331を実行することにより、
　第1の物理アップリンク制御チャネルPUCCHコードチャネルリソースの識別子を第1の瞬
間に第1の基地局へ送り、それにより、第1の基地局は、第1のPUCCHコードチャネルリソー
スを使用することにより、第1のデータブロックに関するものであってユーザ機器UEによ
り送られるフィードバックを受けることを決定し、
　第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子及び第1のデータブロックを第2の瞬間にUE
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へ送り、
　第1の基地局からフィードバックを受け、この場合、フィードバックは、第1のPUCCHコ
ードチャネルリソースを使用することにより第1の基地局によってUEから受けられ、
　ここで、第2の瞬間は第1の瞬間よりも遅く、第2の瞬間と第1の瞬間との間の間隔Tは、
基地局03と第1の基地局との間のワンタイム伝送を実行するための遅延tよりも大きい或い
は遅延tに等しく、基地局03がUEの副成分搬送波を扱い、また、第1の基地局がUEの主成分
搬送波を扱う。
【０２５９】
　随意的に、プロセッサ034は、コンピュータ命令0331を実行することにより、更に、
　第1の瞬間の前にxを決定し、ここで、xは第1のデータブロックの量であり、また、第1
の瞬間の前に、第1の基地局により送られるサービスを受けてバッファリングするととも
に、第2の瞬間の前にバッファリングされたサービスからx個の第1のデータブロックを取
得し、或いは、
　第1の瞬間の前にxを決定し、ここで、xは第1のデータブロックの量であり、また、第1
の瞬間にxを第1の基地局へ送るとともに、第2の瞬間の前に第1の基地局により送られるx
個の第1のデータブロックを受ける。
【０２６０】
　随意的に、プロセッサ034は、コンピュータ命令0331を実行することにより、
　第1の条件が満たされると、バッファリングされたサービスからx個の第1のデータブロ
ックを取得し、或いは、xを第1の基地局へ送り、この場合、第1の条件は、UEの優先度が
基地局03にアクセスする他のUEの優先度よりも高いことを含む。随意的に、第1の条件は
、サービスの優先度が基地局03にアクセスする他のUEへ基地局03により送られるメッセー
ジの優先度よりも高いことを更に含む。
【０２６１】
　随意的に、基地局と第1の基地局との間のワンタイム局間一方向伝送の遅延tは、以下の
式を満たす。
　t＝t1＊A＋B
　ここで、t1は、第1の基地局と基地局03との間の理論伝送遅延、Aはt1を調整するための
定数、Bはt1のオフセット定数である。
【０２６２】
　随意的に、プロセッサ034は、コンピュータ命令0331を実行することにより、更に、
　フィードバックが否定応答NACKを含む場合に再送データをUEへ再送し、この場合、再送
データは、NACKに対応するデータブロックを第1のデータブロックの状態で含み、
　再送が失敗であるかどうかを決定し、
　再送が失敗であることが決定すれば、再送が失敗であることを示す情報と再送データに
対応するシーケンス番号とを第1の基地局へ送り、この場合、第1の基地局をトリガして再
送データをUEへ再送するために再送が失敗であることを示す情報が使用される。
【０２６３】
　随意的に、プロセッサ034は、コンピュータ命令0331を実行することにより、
　事前設定期間内に基地局03が第1の基地局からフィードバックを受けるとともにフィー
ドバックがNACKを含む場合、自動再送要求ARQ態様で再送データをUEへ再送し、この場合
、再送データはNACKに対応するデータブロックを第1のデータブロックの状態で含む。
【０２６４】
　随意的に、基地局03は、第1のHARQバッファ及び第2のHARQバッファを更に含む。例えば
、メモリが第1のHARQバッファ及び第2のHARQバッファを更に含む。したがって、プロセッ
サ034は、コンピュータ命令0331を実行することにより、
　フィードバックが否定応答NACKを含むとともに第1のHARQバッファ内の全てのHARQプロ
セスが占有状態にあれば、第2のHARQバッファ内のHARQプロセスを使用することにより再
送データをUEへ再送し、この場合、再送データは、NACKに対応するデータブロックを第1
のデータブロックの状態で含む。
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【０２６５】
　随意的に、第1のHARQバッファ内のHARQプロセスのプロセスIDは、第2のHARQバッファ内
のHARQプロセスのプロセスIDと一対一対応にある。
【０２６６】
　第1のHARQバッファ内にあってそのプロセスIDがyであるHARQプロセスが第1のデータブ
ロックをUEへ送るために使用される場合、プロセッサ034は、コンピュータ命令0331を実
行することにより、
　第2のHARQバッファ内にあってそのプロセスIDがyであるHARQプロセスが占有状態にある
場合、第2のHARQバッファ内の他のプロセスを使用することによって再送データをUEへ再
送するとともに、ダウンリンクスケジューリング許可メッセージをUEへ送り、この場合、
ダウンリンクスケジューリング許可メッセージはNDI値を伝え、他のプロセスは、第2のHA
RQバッファ内にあってそのプロセスIDがyであるHARQプロセスとは異なるとともにアイド
ル状態であり、また、NDI値は、基地局によってUEへ最後に送られたNDI値とは異なり、或
いは、
　第2のHARQバッファ内にあってそのプロセスIDがyであるHARQプロセスがアイドル状態に
ある場合、第2のHARQバッファ内にあってそのプロセスIDがyであるHARQプロセスを使用す
ることによって再送データをUEへ再送するとともに、ダウンリンクスケジューリング許可
メッセージをUEへ送り、この場合、ダウンリンクスケジューリング許可メッセージはNDI
値を伝え、また、NDI値は、基地局によってUEへ最後に送られたNDI値と同じである。
【０２６７】
　このようにすると、プロセッサが第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子を第1の
瞬間に第1の基地局へ送るため、第1の基地局は、第1の瞬間と第2の瞬間との間の瞬間に第
1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子を受け、その結果、第2の瞬間に、すなわち、
基地局が第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子及び第1のデータブロックをUEへ送
るときに、第1のデータブロックに関するフィードバックを復調するための基準を第1の基
地局が既に取得してしまっているようにされ、そのため、第1の基地局は、フィードバッ
クを適時の態様で復調して転送することができ、これにより、データ伝送効率が向上され
る。
【０２６８】
　実施形態12
　本発明のこの実施形態は基地局04を提供する。図24に示されるように、基地局04は、バ
ス041と、バス041に接続されるメモリ043及びプロセッサ044とを含む。随意的に、基地局
04は、バス041に接続されるとともに他のネットワーク要素と通信するように構成される
通信インタフェース042を更に含む。例えば、プロセッサ044は、通信インタフェース042
を使用することにより、送信、受信等を含む作業を実行する。
【０２６９】
　この実施形態において、メモリ043はコンピュータ命令0431を記憶するように構成され
、また、プロセッサ043は、コンピュータ命令0431を実行することにより、
　第1の物理アップリンク制御チャネルPUCCHコードチャネルリソースの識別子であって第
1の瞬間に第2の基地局により送られる識別子を受け、
　第1のPUCCHコードチャネルリソースを使用することにより、ユーザ機器UEにより送られ
るフィードバックを受け、この場合、フィードバックは、第2の瞬間に第2の基地局により
送られる第1のデータブロックに関するUEのフィードバックであり、
　フィードバックを第2の基地局へ送る。
【０２７０】
　第2の瞬間は第1の瞬間よりも遅く、第2の瞬間と第1の瞬間との間の間隔Tは、第2の基地
局と基地局04との間のワンタイム伝送を実行するための遅延tよりも大きい或いは遅延tに
等しく、第2の基地局がUEの副成分搬送波を扱い、また、基地局04がUEの主成分搬送波を
扱う。
【０２７１】



(50) JP 2017-509231 A 2017.3.30

10

20

30

40

50

　随意的に、プロセッサ04は、コンピュータ命令0431を実行することにより、更に、
　第1の瞬間の前に、UE又はゲートウェイにより送られるサービスベアラ設定要求を受け
、この場合、サービスベアラ設定要求は、UE、ゲートウェイ、及び、基地局04の間のサー
ビスベアラを設定することを要求するために使用され、
　第1の無線リンク制御RLC層論理チャネルと第2のRLC層論理チャネルとを設定し、この場
合、第1のRLC層論理チャネルが基地局04とUEとの間の伝送のために使用され、第2のRLC層
論理チャネルが基地局04と第2の基地局との間の伝送のために使用される。
【０２７２】
　随意的に、プロセッサ044は、コンピュータ命令0431を実行することにより、更に、ゲ
ートウェイにより送られるサービスを受けるとともに、第2のRLC層論理チャネルを使用す
ることによってサービス中の遅延非依存データサービスタイプのサービスを第1の瞬間の
前に第2の基地局へ送り、或いは、プロセッサ044は、第1の瞬間に第2の基地局により送ら
れるxを受け、ここで、xが第2の瞬間に第2の基地局によりUEへ送られる第1のデータブロ
ックの量であり、また、プロセッサ044は、第2の瞬間の前に、サービス中の遅延非依存デ
ータサービスタイプの1つのサービスからx個の第1のデータブロックを取得して、第2のRL
C層論理チャネルを使用することによりx個の第1のデータブロックを第2の基地局へ送る。
【０２７３】
　随意的に、プロセッサ04は、コンピュータ命令0431を実行することにより、更に、ゲー
トウェイにより送られるサービスを受けて、第2のPUCCHコードチャネルリソースを決定し
、この場合、第2のデータブロックに関するフィードバックを基地局04へ送るために第2の
PUCCHコードチャネルリソースがUEによって使用され、また、プロセッサ04は、第1のRLC
層論理チャネルを使用することによって第2のPUCCHコードチャネルリソースの識別子と第
2のデータブロックとをUEへ送り、この場合、第2のデータブロックがサービス中の遅延依
存サービスタイプのサービスに対応するデータブロックである。
【０２７４】
　随意的に、第2の基地局と基地局04との間のワンタイム局間一方向伝送の遅延tは、以下
の式を満たす。
　t＝t1＊A＋B
　ここで、t1は、基地局04と第2の基地局との間の理論伝送遅延、Aはt1を調整するための
定数、Bはt1のオフセット定数である。
【０２７５】
　随意的に、プロセッサ04は、コンピュータ命令0431を実行することにより、更に、
　基地局04がフィードバックを第2の基地局へ送った後、第2の基地局により送られる、再
送が失敗であることを示す情報と再送データに対応するシーケンス番号とを受け、この場
合、フィードバックがNACKを含むとともに第2の基地局がUEへ再送データを再送しないこ
とが決定された後、再送が失敗であることを示す情報が第2の基地局により基地局04へ送
られ、
　再送データをUEへ再送し、この場合、再送データは、NACKに対応する第1のデータブロ
ックを成すデータブロックである。
【０２７６】
　このようにすると、プロセッサが第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子を第2の
瞬間の前に受けるため、第2の瞬間に、すなわち、第2の基地局が第1のPUCCHコードチャネ
ルリソースの識別子及び第1のデータブロックをUEへ送るときに、第1のデータブロックに
関するフィードバックを復調するための基準を基地局が既に取得してしまっているように
され、そのため、基地局は、フィードバックを適時の態様で復調して転送することができ
、これにより、データ伝送効率が向上される。
【０２７７】
　実施形態13
　本発明のこの実施形態は、実施形態9に記載される基地局と実施形態10に記載される基
地局とを含むデータ伝送システムを提供する。
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【０２７８】
　本発明のこの実施形態は、実施形態11に記載される基地局と実施形態12に記載される基
地局とを含むデータ伝送システムを提供する。
【０２７９】
　実施形態14
　本発明のこの実施形態は基地局05を提供する。図25に示されるように、基地局05は、送
信ユニット051及び受信ユニット052を含む。
【０２８０】
　送信ユニット051は、第1の情報を第1の基地局へ送るように構成され、この場合、第1の
情報は、第1の物理アップリンク制御チャネルPUCCHコードチャネルリソースの量x、基地
局によりユーザ機器UEへ送られる第1のデータブロックの量x、及び、第1のチャネルコー
ドワードのうちの1つを含み、それにより、第1の基地局は、x個の第1のPUCCHコードチャ
ネルリソースの識別子とx個の第1のデータブロックとを決定し、この場合、第1のPUCCHコ
ードチャネルリソースは、第1のデータブロックに関するフィードバックを第1の基地局へ
送るためにUEにより使用され、また、第1のチャネルコードワードは、x個の第1のデータ
ブロックに対応するチャネルコードワードである。
【０２８１】
　受信ユニット052は、第1の基地局により送られるx個の第1のPUCCHコードチャネルリソ
ースの識別子とx個の第1のデータブロックとを受けるように構成される。
【０２８２】
　送信ユニット051は、x個の第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子及びx個の第1の
データブロックをUEへ送るように更に構成される。
【０２８３】
　受信ユニット052は、第1の基地局からフィードバックを受けるように更に構成され、こ
の場合、フィードバックは、第1のPUCCHコードチャネルリソースを使用することによりUE
から第1の基地局によって受けられる。
【０２８４】
　基地局05がUEの副成分搬送波を扱い、また、第1の基地局がUEの主成分搬送波を扱う。
【０２８５】
　随意的に、送信ユニット051は、具体的には、UEの優先度が基地局にアクセスする他のU
Eの優先度よりも高いと基地局が決定するときに第1の情報を第1の基地局へ送るように構
成される。
【０２８６】
　随意的には、図26に示されるように、基地局05は、
　フィードバックが否定応答NACKを含む場合に、再送データをUEへ再送するように構成さ
れる第1の再送ユニット053であって、再送データがNACKに対応するデータブロックをx個
のデータブロックの状態で含む、第1の再送ユニット053と、
　再送が失敗であるかどうかを決定するように構成される判断ユニット054と、
　再送が失敗であると決定される場合に、再送が失敗であることを示す情報と再送データ
に対応するシーケンス番号とを第1の基地局へ送るように構成される表示ユニット055であ
って、第1の基地局をトリガして再送データをUEへ再送するために再送が失敗であること
を示す情報が使用される、表示ユニット055と、
　を更に含む。
【０２８７】
　随意的には、図27に示されるように、基地局05は、
　事前設定期間内に基地局が第1の基地局からフィードバックを受けるとともにフィード
バックがNACKを含むときに自動再送要求ARQ態様で再送データをUEへ再送するように構成
される第2の再送ユニット056であって、再送データがNACKに対応するデータブロックをx
個のデータブロックの状態で含む、第2の再送ユニット056、
　を更に含む。
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【０２８８】
　随意的には、図28に示されるように、基地局05は、第1のハイブリッド自動再送要求HAR
Qバッファ057、第2のHARQバッファ058、及び、第3の再送ユニット059を更に含む。
【０２８９】
　第3の再送ユニット059は、フィードバックが否定応答NACKを含むとともに第1のHARQバ
ッファ057内の全てのHARQプロセスが占有状態にあるときに第2のHARQバッファ058内のHAR
Qプロセスを使用することにより再送データをUEへ再送するように構成され、この場合、
再送データは、NACKに対応するデータブロックをx個のデータブロックの状態で含む。
【０２９０】
　随意的に、第1のHARQバッファ057内のHARQプロセスのプロセスIDは、第2のHARQバッフ
ァ058内のHARQプロセスのプロセスIDと一対一対応にある。
【０２９１】
　第1のHARQバッファ057内にあってそのプロセスIDがyであるHARQプロセスが第1のデータ
ブロックをUEへ送るために使用されれば、第3の再送ユニット059は、具体的には、
　第2のHARQバッファ058内にあってそのプロセスIDがyであるHARQプロセスが占有状態に
ある場合、第2のHARQバッファ058内の他のプロセスを使用することによって再送データを
UEへ再送するとともに、ダウンリンクスケジューリング許可メッセージをUEへ送るように
構成され、この場合、ダウンリンクスケジューリング許可メッセージはNDI値を伝え、他
のプロセスは、第2のHARQバッファ058内にあってそのプロセスIDがyであるHARQプロセス
とは異なるとともにアイドル状態であり、また、NDI値は、基地局によってUEへ最後に送
られたNDI値とは異なり、或いは、
　第2のHARQバッファ058内にあってそのプロセスIDがyであるHARQプロセスがアイドル状
態にある場合、第2のHARQバッファ058内にあってそのプロセスIDがyであるHARQプロセス
を使用することによって再送データをUEへ再送するとともに、ダウンリンクスケジューリ
ング許可メッセージをUEへ送るように構成さあれ、この場合、ダウンリンクスケジューリ
ング許可メッセージはNDI値を伝え、また、NDI値は、基地局によってUEへ最後に送られた
NDI値と同じである。
【０２９２】
　随意的に、送信ユニット051は、第2の情報を第1の基地局へ送るように更に構成され、
この場合、第2の情報は、第3のPUCCHコードチャネルリソースの量m、基地局によりUEへ送
られる再送データ中のデータブロックの量m、及び、第2のチャネルコードワードのうちの
1つを含み、これにより、第1の基地局は、第3のPUCCHコードチャネルリソースの識別子を
決定し、この場合、第3のPUCCHコードチャネルリソースは、再送データに関するフィード
バックを第1の基地局へ送るためにUEにより使用され、また、第2のチャネルコードワード
は、再送データ中のデータブロックに対応するチャネルコードワードである。したがって
、受信ユニット052は、m個の第3のPUCCHコードチャネルリソースの識別子であって第1の
基地局により送られる識別子を受けるように更に構成され、送信ユニット051は、m個の第
3のPUCCHコードチャネルリソースの識別子をUEへ送るように更に構成され、また、受信ユ
ニット052は、再送データに関するフィードバックを第1の基地局から受けるように更に構
成され、この場合、再送データに関するフィードバックは、第3のPUCCHコードチャネルリ
ソースを使用することによりUEから第1の基地局によって受けられる。
【０２９３】
　随意的に、フィードバックはNACKを含み、また、受信ユニット052は、具体的には、フ
ィードバックと第3のPUCCHコードチャネルリソースの識別子とを第1の基地局から受ける
ように構成され、この場合、第3のPUCCHコードチャネルリソースは、再送データに関する
フィードバックを第1の基地局へ送るためにUEにより使用される。したがって、送信ユニ
ット051は、第3のPUCCHコードチャネルリソースの識別子をUEへ送るように更に構成され
、また、受信ユニット052は、再送データに関するフィードバックを第1の基地局から受け
るように更に構成され、この場合、再送データに関するフィードバックは、第3のPUCCHコ
ードチャネルリソースを使用することによりUEから第1の基地局によって受けられる。
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【０２９４】
　このようにすると、第1の基地局がx個の第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子を
決定するとともに、送信ユニットがx個の第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子とx
個の第1のデータブロックとをUEへ送るため、第1の基地局が第1のPUCCHコードチャネルリ
ソースの識別子と第1のデータブロックとを受けるときに、第1のデータブロックに関する
フィードバックを復調するための基準を第1の基地局が既に取得してしまっており、その
ため、第1の基地局は、フィードバックを適時の態様で復調して転送することができ、こ
れにより、データ伝送効率が向上される。
【０２９５】
　実施形態15
　本発明のこの実施形態は基地局06を提供する。図29に示されるように、基地局06は、受
信ユニット061と送信ユニット062とを含む。
【０２９６】
　受信ユニット061は、第2の基地局により送られる第1の情報を受けるように構成され、
この場合、第1の情報は、第1の物理アップリンク制御チャネルPUCCHコードチャネルリソ
ースの量x、第2の基地局によりユーザ機器UEへ送られる第1のデータブロックの量x、及び
、第1のチャネルコードワードのうちの1つを含み、この場合、第1のPUCCHコードチャネル
リソースは、第1のデータブロックに関するフィードバックを基地局へ送るためにUEによ
り使用され、また、第1のチャネルコードワードは、x個の第1のデータブロックに対応す
るチャネルコードワードである。
【０２９７】
　送信ユニット062は、x個の第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子とx個の第1のデ
ータブロックとを第2の基地局へ送るように構成され、それにより、第2の基地局は、x個
の第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子とx個の第1のデータブロックとをUEへ送る
。
【０２９８】
　受信ユニット061は、第1のPUCCHコードチャネルリソースを使用することにより、UEに
より送られるフィードバックを受けるように更に構成される。
【０２９９】
　送信ユニット062は、フィードバックを第2の基地局へ送るように更に構成される。
【０３００】
　第2の基地局がUEの副成分搬送波を扱い、また、基地局06がUEの主成分搬送波を扱う。
【０３０１】
　随意的に、受信ユニット061は、第2の基地局により送られる第1の情報を受ける前に、U
E又はゲートウェイにより送られるサービスベアラ設定要求を受けるように更に構成され
、この場合、サービスベアラ設定要求は、UE、ゲートウェイ、及び、基地局の間のサービ
スベアラを設定することを要求するために使用される。図30に示されるように、基地局06
は、第1の無線リンク制御RLC層論理チャネル及び第2のRLC層論理チャネルを設定するよう
に構成されるチャネル設定ユニット063を更に含み、この場合、第1のRLC層論理チャネル
は、基地局とUEとの間の伝送のために使用され、また、第2のRLC層論理チャネルは、基地
局と第2の基地局との間の伝送のために使用される。
【０３０２】
　随意的に、受信ユニット061は、ゲートウェイにより送られるサービスを受けるように
更に構成される。図31に示されるように、基地局06は、サービス中の遅延非依存データサ
ービスタイプのサービスからx個の第1のデータブロックを取得してx個の第1のPUCCHコー
ドチャネルリソースの識別子を決定するように構成される取得ユニット064を更に含む。
したがって、送信ユニット062がx個の第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子とx個
の第1のデータブロックとを第2の基地局へ送るように更に構成されることは、送信ユニッ
ト062が第2のRLC層論理チャネルを使用することによりx個の第1のPUCCHコードチャネルリ
ソースの識別子とx個の第1のデータブロックとを第2の基地局へ送るように更に構成され
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ることを含む。
【０３０３】
　随意的に、受信ユニット061は、ゲートウェイにより送られるサービスを受けるように
更に構成される。図32に示されるように、基地局06は、第2のPUCCHコードチャネルリソー
スの識別子を決定するように構成される決定ユニット065を更に含み、この場合、第2のPU
CCHコードチャネルリソースは、第2のデータブロックに関するフィードバックを基地局へ
送るためにUEにより使用される。したがって、送信ユニット062は、第1のRLC層論理チャ
ネルを使用することにより第2のPUCCHコードチャネルリソースの識別子と第2のデータブ
ロックとをUEへ送るように更に構成され、この場合、第2のデータブロックは、サービス
中の遅延依存サービスタイプのサービスに対応するデータブロックである。
【０３０４】
　随意的に、フィードバックが否定応答NACKを含み、フィードバックが第2の基地局へ送
られた後、受信ユニット061は、第2の基地局により送られる、再送が失敗であることを示
す情報と再送データに対応するシーケンス番号とを受けるように更に構成され、この場合
、フィードバックがNACKを含むとともに第2の基地局がUEへ再送データを再送しないこと
が決定された後、再送が失敗であることを示す情報が第2の基地局により基地局へ送られ
る。図33に示されるように、基地局06は、再送データをUEへ再送するように構成される再
送ユニット066を更に含み、この場合、再送データは、NACKに対応するデータブロックをx
個の第1のデータブロックの状態で含む。
【０３０５】
　随意的に、フィードバックがNACKを含み、また、フィードバックが第2の基地局へ送ら
れた後、受信ユニット061は、第2の基地局により送られる第2の情報を受けるように更に
構成され、この場合、第2の情報は、第3のPUCCHコードチャネルリソースの量m、第2の基
地局によりUEへ送られる再送データ中のデータブロックの量m、及び、第2のチャネルコー
ドワードのうちの1つを含み、この場合、第3のPUCCHコードチャネルリソースは、再送デ
ータに関するフィードバックを基地局へ送るためにUEにより使用され、第2のチャネルコ
ードワードは、再送データ中のデータブロックに対応するチャネルコードワードであり、
また、再送データは、NACKに対応するデータブロックをx個の第1のデータブロックの状態
で含む。したがって、送信ユニット062は、m個の第3のPUCCHコードチャネルリソースの識
別子を第2の基地局へ送るように更に構成され、それにより、第2の基地局は、m個の第3の
PUCCHコードチャネルリソースの識別子をUEへ送り、受信ユニット061は、第3のPUCCHコー
ドチャネルリソースを使用することにより再送データに関するフィードバックをUEから受
けるように更に構成され、また、送信ユニット062は、再送データに関するフィードバッ
クを第2の基地局へ送るように更に構成される。
【０３０６】
　随意的には、フィードバックがNACKを含み、また、送信ユニット062は、具体的には、
フィードバックと第3のPUCCHコードチャネルリソースの識別子とを第2の基地局へ送るよ
うに構成され、それにより、第2の基地局は、第3のPUCCHコードチャネルリソースの識別
子をUEへ送り、この場合、第3のPUCCHコードチャネルリソースは、再送データに関するフ
ィードバックを基地局へ送るためにUEによって使用され、また、再送データは、NACKに対
応するデータブロックをx個の第1のデータブロックの状態で含むとともに、第2の基地局
によってUEへ送られる。したがって、受信ユニット061は、第3のPUCCHコードチャネルリ
ソースを使用することにより再送データに関するフィードバックをUEから受けるように更
に構成され、また、送信ユニット062は、再送データに関するフィードバックを第2の基地
局へ送るように構成される。
【０３０７】
　このようにすると、基地局がx個の第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子を決定
するとともに、副基地局がx個の第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子とx個の第1
のデータブロックとをUEへ送るため、受信ユニットが第1のPUCCHコードチャネルリソース
の識別子と第1のデータブロックとを受けるときに、第1のデータブロックに関するフィー
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ドバックを復調するための基準を基地局が既に取得してしまっており、そのため、基地局
は、フィードバックを適時の態様で復調して転送することができ、これにより、データ伝
送効率が向上される。
【０３０８】
　実施形態16
　本発明のこの実施形態は基地局07を提供する。図34に示されるように、基地局07は、バ
ス071と、バス071に接続されるメモリ073及びプロセッサ074とを含む。随意的に、基地局
07は、バス071に接続されるとともに他のネットワーク要素と通信するように構成される
通信インタフェース072を更に含む。例えば、プロセッサ074は、通信インタフェース072
を使用することにより、送信、受信等を含む作業を実行する。
【０３０９】
　この実施形態では、メモリ073がコンピュータ命令0731を記憶するように構成され、ま
た、プロセッサ074は、コンピュータ命令0731を実行することにより、
　第1の情報を第1の基地局へ送り、この場合、第1の情報は、第1の物理アップリンク制御
チャネルPUCCHコードチャネルリソースの量x、基地局によりユーザ機器UEへ送られる第1
のデータブロックの量x、及び、第1のチャネルコードワードのうちの1つを含み、それに
より、第1の基地局は、x個の第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子とx個の第1のデ
ータブロックとを決定し、この場合、第1のPUCCHコードチャネルリソースは、第1のデー
タブロックに関するフィードバックを第1の基地局へ送るためにUEにより使用され、また
、第1のチャネルコードワードは、x個の第1のデータブロックに対応するチャネルコード
ワードであり、
　第1の基地局により送られる、x個の第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子とx個
の第1のデータブロックとを受け、
　x個の第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子とx個の第1のデータブロックとをUE
へ送り、及び、
　フィードバックを第1の基地局から受け、
　この場合、フィードバックは、第1のPUCCHコードチャネルリソースを使用することによ
りUEから第1の基地局によって受けられ、
　この場合、基地局07がUEの副成分搬送波を扱い、また、第1の基地局がUEの主成分搬送
波を扱う。
【０３１０】
　随意的に、プロセッサ074は、コンピュータ命令0731を実行することにより、更に、UE
の優先度が基地局07にアクセスする他のUEの優先度よりも高いことが決定されるときに、
第1の情報を第1の基地局へ送る。
【０３１１】
　随意的に、プロセッサ074は、コンピュータ命令0731を実行することにより、フィード
バックが否定応答NACKを含む場合に再送データをUEへ再送し、この場合、再送データがNA
CKに対応するデータブロックをx個のデータブロックの状態で含み、また、プロセッサ074
は、再送が失敗であるかどうかを決定するとともに、再送が失敗であると決定すれば、再
送が失敗であることを示す情報と再送データに対応するシーケンス番号とを第1の基地局
へ送り、この場合、第1の基地局をトリガして再送データをUEへ再送するために再送が失
敗であることを示す情報が使用される。
【０３１２】
　随意的に、プロセッサ074は、コンピュータ命令0731を実行することにより、事前設定
期間内にフィードバックが第1の基地局から受けられるとともにフィードバックがNACKを
含む場合、自動再送要求ARQ態様で再送データをUEへ再送し、この場合、再送データは、N
ACKに対応するデータブロックをx個のデータブロックの状態で含む。
【０３１３】
　或いは、図35に示されるように、基地局07は、第1のハイブリッド自動再送要求HARQバ
ッファ0732及び第2のHARQバッファ0733を例えばメモリ073内に更に含む。プロセッサ0731
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は、コンピュータ命令0731を実行することにより、フィードバックが否定応答NACKを含む
とともに第1のHARQバッファ0732内の全てのHARQプロセスが占有状態にあれば、第2のHARQ
バッファ0733内のHARQプロセスを使用することにより再送データをUEへ再送し、この場合
、再送データは、NACKに対応するデータブロックをx個のデータブロックの状態で含む。
【０３１４】
　随意的に、第1のHARQバッファ0732内のHARQプロセスのプロセスIDは、第2のHARQバッフ
ァ0733内のHARQプロセスのプロセスIDと一対一対応にある。第1のHARQバッファ0732内に
あってそのプロセスIDがyであるHARQプロセスが第1のデータブロックをUEへ送るために使
用される場合、プロセッサ074は、コンピュータ命令0731を実行することにより、
　第2のHARQバッファ0733内にあってそのプロセスIDがyであるHARQプロセスが占有状態に
ある場合、第2のHARQバッファ0733内の他のプロセスを使用することによって再送データ
をUEへ再送するとともに、ダウンリンクスケジューリング許可メッセージをUEへ送り、こ
の場合、ダウンリンクスケジューリング許可メッセージはNDI値を伝え、他のプロセスは
、第2のHARQバッファ0733内にあってそのプロセスIDがyであるHARQプロセスとは異なると
ともにアイドル状態であり、また、NDI値は、基地局によってUEへ最後に送られたNDI値と
は異なり、或いは、
　第2のHARQバッファ0733内にあってそのプロセスIDがyであるHARQプロセスがアイドル状
態にある場合、第2のHARQバッファ0733内にあってそのプロセスIDがyであるHARQプロセス
を使用することによって再送データをUEへ再送するとともに、ダウンリンクスケジューリ
ング許可メッセージをUEへ送り、この場合、ダウンリンクスケジューリング許可メッセー
ジはNDI値を伝え、また、NDI値は、基地局によってUEへ最後に送られたNDI値と同じであ
る。
【０３１５】
　随意的に、プロセッサ074は、コンピュータ命令0731を実行することにより、第2の情報
を第1の基地局へ送り、この場合、第2の情報は、第3のPUCCHコードチャネルリソースの量
m、基地局によりUEへ送られる再送データ中のデータブロックの量m、及び、第2のチャネ
ルコードワードのうちの1つを含み、それにより、第1の基地局が第3のPUCCHコードチャネ
ルリソースの識別子を決定し、この場合、第3のPUCCHコードチャネルリソースは、再送デ
ータに関するフィードバックを第1の基地局へ送るためにUEにより使用され、第2のチャネ
ルコードワードは、再送データ中のデータブロックに対応するチャネルコードワードであ
り、また、プロセッサ074は、m個の第3のPUCCHコードチャネルリソースの識別子であって
第1の基地局により送られる識別子を受け、m個の第3のPUCCHコードチャネルリソースの識
別子をUEへ送り、及び、再送データに関するフィードバックを第1の基地局から受け、こ
の場合、再送データに関するフィードバックは、第3のPUCCHコードチャネルリソースを使
用することによりUEから第1の基地局によって受けられる。
【０３１６】
　随意的に、フィードバックはNACKを含み、また、プロセッサ074は、コンピュータ命令0
731を実行することにより、具体的には、フィードバックと第3のPUCCHコードチャネルリ
ソースの識別子とを第1の基地局から受け、この場合、第3のPUCCHコードチャネルリソー
スは、再送データに関するフィードバックを第1の基地局へ送るためにUEにより使用され
る。したがって、プロセッサ074は、コンピュータ命令0731を実行することにより、更に
、第3のPUCCHコードチャネルリソースの識別子をUEへ送り、及び、再送データに関するフ
ィードバックを第1の基地局から受け、この場合、再送データに関するフィードバックは
、第3のPUCCHコードチャネルリソースを使用することによりUEから第1の基地局によって
受けられる。
【０３１７】
　このようにすると、第1の基地局がx個の第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子を
決定するとともに、プロセッサがx個の第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子とx個
の第1のデータブロックとをUEへ送るため、第1の基地局が第1のPUCCHコードチャネルリソ
ースの識別子と第1のデータブロックとを受けるときに、第1のデータブロックに関するフ
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ィードバックを復調するための基準を第1の基地局が既に取得してしまっており、そのた
め、第1の基地局は、フィードバックを適時の態様で復調して転送することができ、これ
により、データ伝送効率が向上される。
【０３１８】
　実施形態17
　本発明のこの実施形態は基地局08を提供する。図36に示されるように、基地局08は、バ
ス081と、バス081に接続されるメモリ083及びプロセッサ084とを含む。随意的に、基地局
08は、バス081に接続されるとともに他のネットワーク要素と通信するように構成される
通信インタフェース082を更に含む。例えば、プロセッサ084は、通信インタフェース082
を使用することにより、送信、受信等を含む作業を実行する。
【０３１９】
　この実施形態では、メモリ083がコンピュータ命令0831を記憶し、また、プロセッサ084
は、コンピュータ命令0831を実行することにより、
　第2の基地局により送られる第1の情報を受け、この場合、第1の情報は、第1の物理アッ
プリンク制御チャネルPUCCHコードチャネルリソースの量x、第2の基地局によりユーザ機
器UEへ送られる第1のデータブロックの量x、及び、第1のチャネルコードワードのうちの1
つを含み、この場合、第1のPUCCHコードチャネルリソースは、第1のデータブロックに関
するフィードバックを基地局へ送るためにUEにより使用され、また、第1のチャネルコー
ドワードは、x個の第1のデータブロックに対応するチャネルコードワードであり、
　x個の第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子とx個の第1のデータブロックとを第2
の基地局へ送り、それにより、第2の基地局は、x個の第1のPUCCHコードチャネルリソース
の識別子とx個の第1のデータブロックとをUEへ送り、
　第1のPUCCHコードチャネルリソースを使用することにより、UEにより送られるフィード
バックを受け、及び、
　フィードバックを第2の基地局へ送り、
　この場合、第2の基地局がUEの副成分搬送波を扱い、また、基地局08がUEの主成分搬送
波を扱う。
【０３２０】
　随意的に、基地局08が第2の基地局により送られる第1の情報を受ける前に、プロセッサ
084は、コンピュータ命令0831を実行することにより、UE又はゲートウェイにより送られ
るサービスベアラ設定要求を受け、この場合、サービスベアラ設定要求は、UE、ゲートウ
ェイ、及び、基地局の間のサービスベアラを設定することを要求するために使用され、ま
た、プロセッサ084は、第1の無線リンク制御RLC層論理チャネルと第2のRLC層論理チャネ
ルとを設定し、この場合、第1のRLC層論理チャネルが基地局とUEとの間の伝送のために使
用され、第2のRLC層論理チャネルが基地局と第2の基地局との間の伝送のために使用され
る。
【０３２１】
　随意的に、プロセッサ084は、コンピュータ命令0831を実行することにより、更に、ゲ
ートウェイにより送られるサービスを受けて、サービス中の遅延非依存データサービスタ
イプのサービスからx個の第1のデータブロックを取得するとともに、x個の第1のPUCCHコ
ードチャネルリソースの識別子を決定し、したがって、x個の第1のPUCCHコードチャネル
リソースの識別子及びx個の第1のデータブロックを第2の基地局へ送ることは、第2のRLC
層論理チャネルを使用することによりx個の第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子
及びx個の第1のデータブロックを第2の基地局へ送ることを含む。
【０３２２】
　随意的に、プロセッサ084は、コンピュータ命令0831を実行することにより、更に、ゲ
ートウェイにより送られるサービスを受けて、第2のPUCCHコードチャネルリソースの識別
子を決定し、この場合、第2のデータブロックに関するフィードバックを基地局へ送るた
めに第2のPUCCHコードチャネルリソースがUEによって使用され、また、プロセッサ084は
、第1のRLC層論理チャネルを使用することによって第2のPUCCHコードチャネルリソースの
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識別子と第2のデータブロックとをUEへ送り、この場合、第2のデータブロックがサービス
中の遅延依存サービスタイプのサービスに対応するデータブロックである。
【０３２３】
　随意的には、フィードバックが否定応答NACKを含み、また、基地局がフィードバックを
第2の基地局へ送った後、プロセッサ084は、コンピュータ命令0831を実行することにより
、更に、第2の基地局により送られる、再送が失敗であることを示す情報と再送データに
対応するシーケンス番号とを受け、この場合、フィードバックがNACKを含むとともに第2
の基地局がUEへ再送データを再送しないことが決定された後、再送が失敗であることを示
す情報が第2の基地局により基地局へ送られ、また、プロセッサ084は、再送データをUEへ
再送し、この場合、再送データは、NACKに対応するデータブロックをx個の第1のデータブ
ロックの状態で含む。
【０３２４】
　随意的には、フィードバックがNACKを含み、また、基地局08がフィードバックを第2の
基地局へ送った後、プロセッサ084は、コンピュータ命令0831を実行することにより、更
に、第2の基地局により送られる第2の情報を受け、この場合、第2の情報は、第3のPUCCH
コードチャネルリソースの量m、第2の基地局によりUEへ送られる再送データ中のデータブ
ロックの量m、及び、第2のチャネルコードワードのうちの1つを含み、この場合、第3のPU
CCHコードチャネルリソースは、再送データに関するフィードバックを基地局へ送るため
にUEにより使用され、第2のチャネルコードワードは、再送データ中のデータブロックに
対応するチャネルコードワードであり、また、再送データは、NACKに対応するデータブロ
ックをx個の第1のデータブロックの状態で含み、また、プロセッサ084は、m個の第3のPUC
CHコードチャネルリソースの識別子を第2の基地局へ送り、それにより、第2の基地局は、
m個の第3のPUCCHコードチャネルリソースの識別子をUEへ送り、プロセッサ084は、第3のP
UCCHコードチャネルリソースを使用することより再送データに関するフィードバックをUE
から受けるとともに、再送データに関するフィードバックを第2の基地局へ送る。
【０３２５】
　随意的には、フィードバックがNACKを含み、また、プロセッサ084は、コンピュータ命
令0831を実行することにより、具体的には、フィードバックと第3のPUCCHコードチャネル
リソースの識別子とを第2の基地局へ送り、それにより、第2の基地局は、第3のPUCCHコー
ドチャネルリソースの識別子をUEへ送り、この場合、第3のPUCCHコードチャネルリソース
は、再送データに関するフィードバックを基地局へ送るためにUEにより使用され、また、
再送データは、NACKに対応するデータブロックをx個の第1のデータブロックの状態で含む
とともに、第2の基地局によりUEへ送られる。
　したがって、プロセッサは、コンピュータ命令を実行することにより、更に、第3のPUC
CHコードチャネルリソースを使用することによって再送データに関するフィードバックを
UEから受けるとともに、再送データに関するフィードバックを第2の基地局へ送る。
【０３２６】
　このようにすると、プロセッサがx個の第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子を
決定するとともに、プロセッサがx個の第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子とx個
の第1のデータブロックとをUEへ送るため、プロセッサが第1のPUCCHコードチャネルリソ
ースの識別子と第1のデータブロックとを受けるときに、第1のデータブロックに関するフ
ィードバックを復調するための基準をプロセッサが既に取得してしまっており、そのため
、プロセッサは、フィードバックを適時の態様で復調して転送することができ、これによ
り、データ伝送効率が向上される。
【０３２７】
　実施形態18
　本発明のこの実施形態は、実施形態14に記載される基地局と実施形態15に記載される基
地局とを含むデータ伝送システムを提供する。
【０３２８】
　本発明のこの実施形態は、実施形態16に記載される基地局と実施形態17に記載される基
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地局とを含むデータ伝送システムを提供する。
【０３２９】
　実施形態19
　本発明のこの実施形態は他の基地局09を更に提供する。図37に示されるように、基地局
09は、
　第1のハイブリッド自動再送要求HARQバッファ内の全てのHARQプロセスが占有状態にあ
ることを決定するように構成される決定ユニット091と、
　第2のHARQバッファ内にあってアイドル状態にあるHARQプロセスを使用することによっ
て第2のデータブロックをユーザ機器UEへ送るように構成される送信ユニット092と、
　を含む。
【０３３０】
　第1のHARQバッファ及び第2のHARQバッファは、基地局に配置される異なるHARQバッファ
である。
【０３３１】
　随意的に、第1のHARQバッファ内のHARQプロセスのプロセスIDは、第2のHARQバッファ内
のHARQプロセスのプロセスIDと一対一対応にある。
【０３３２】
　随意的に、送信ユニット092は、第1のHARQバッファ内の全てのHARQプロセスが占有状態
にあると基地局09が決定する前に、第1のHARQバッファ内にあってそのプロセスIDがyであ
るHARQプロセスを使用することによって第1のデータブロックをUEへ送るように更に構成
される。図38に示されるように、基地局09は受信ユニット093を更に含み、該受信ユニッ
ト093は、第2のHARQバッファ内にあってアイドル状態にあるHARQプロセスを使用すること
により第2のデータブロックがUEへ送られる前に、第1のデータブロックに関するUEのフィ
ードバックを受けるように構成され、この場合、フィードバックが否定応答NACKを含めば
、第2のデータブロックは、NACKに対応する第1のデータブロックを成すデータブロックで
あり、或いは、フィードバックが肯定応答ACKを含めば、第2のデータブロックは、第1の
データとは異なるデータブロックである。
【０３３３】
　随意的に、フィードバックがNACKを含むとともに、第2のHARQバッファ内にあってその
プロセスIDがyであるHARQプロセスがアイドル状態にある場合、送信ユニット092は、具体
的には、第2のHARQバッファ内にあってそのプロセスIDがyであるHARQプロセスを使用する
ことによって第2のデータブロックをUEへ送るとともに、ダウンリンクスケジューリング
許可メッセージをUEへ送るように構成され、この場合、ダウンリンクスケジューリング許
可メッセージはNDI値を伝え、また、NDI値は、基地局によってUEへ最後に送られたNDI値
と同じである。
【０３３４】
　随意的に、フィードバックがNACKを含む場合には、図39に示されるように、基地局09は
、第2のHARQバッファ内にあってアイドル状態にあるHARQプロセスを使用することによっ
て第2のデータブロックがUEへ送られた後、第2のHARQバッファ内にあってアイドル状態に
あるHARQプロセスを使用することによって第2のデータブロックが送られないことを決定
するように構成される判断ユニット094と、失敗を示す情報と第2のデータブロックに対応
するシーケンス番号とを第1の基地局へ送るように構成される表示ユニット095であって、
第2のデータブロックをUEへ再送するべく第1の基地局をトリガするために失敗を示す情報
が使用される、表示ユニット095とを更に含む。基地局09がUEの副成分搬送波を扱い、ま
た、第1の基地局がUEの主成分搬送波を扱う。
【０３３５】
　随意的に、受信ユニット093は、具体的には、フィードバックを第1の基地局から受ける
ように構成され、この場合、フィードバックは、第1の物理アップリンク制御チャネルPUC
CHコードチャネルリソースを使用することによってUEにより第1の基地局へ送られ、また
、第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子は、基地局によって決定されるとともに、
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基地局により第1の基地局及びUEへ送られ、或いは、第1のPUCCHコードチャネルリソース
の識別子は、基地局がPUCCHコードチャネルリソースを割り当てるように第1の基地局に要
求した後、第1の基地局から基地局によって受けられる。
【０３３６】
　このように、第1のHARQバッファ及び第2のHARQバッファを第2の基地局に配置すること
により、HARQバッファの量が増大される。第1のHARQバッファ内の全てのHARQプロセスが
占有状態にあると、送信ユニットは、第2のHARQバッファ内にあってアイドル状態にあるH
ARQプロセスを使用することにより第2のデータブロックを送り、それにより、データ伝送
プロセスにおける停止及び待ちの現象が減って、停止及び待ちによって引き起こされる遅
延が回避され、その結果、データ伝送効率が向上される。
【０３３７】
　実施形態20
　本発明のこの実施形態は基地局10aを更に提供する。図40に示されるように、基地局10a
は、バス101aと、バス101aに接続されるメモリ103a及びプロセッサ104aとを含む。随意的
に、基地局10aは、バス101aに接続されるとともに他のネットワーク要素と通信するよう
に構成される通信インタフェース102aを更に含む。例えば、プロセッサ104aは、通信イン
タフェース102aを使用することにより、送信、受信等を含む作業を実行する。
【０３３８】
　この実施形態では、メモリ103aがコンピュータ命令1031aを記憶するように構成され、
また、プロセッサ104aは、コンピュータ命令1031aを実行することにより、
　第1のハイブリッド自動再送要求HARQバッファ内の全てのHARQプロセスが占有状態にあ
ることを決定し、及び、
　第2のHARQバッファ内にあってアイドル状態にあるHARQプロセスを使用することにより
第2のデータブロックをユーザ機器UEへ送る。
【０３３９】
　第1のHARQバッファ及び第2のHARQバッファは、基地局に配置される異なるHARQバッファ
である。随意的に、第1のHARQバッファ及び第2のHARQバッファはメモリの一部である。
【０３４０】
　随意的に、第1のHARQバッファ内のHARQプロセスのプロセスIDは、第2のHARQバッファ内
のHARQプロセスのプロセスIDと一対一対応にある。
【０３４１】
　随意的に、プロセッサ104aは、コンピュータ命令1031aを実行することにより、更に、
第1のHARQバッファ内の全てのHARQプロセスが占有状態にあることが決定される前に、第1
のHARQバッファ内にあってそのプロセスIDがyであるHARQプロセスを使用することにより
第1のデータブロックをUEへ送り、また、第2のHARQバッファ内にあってアイドル状態にあ
るHARQプロセスを使用することにより第2のデータブロックがUEへ送られる前に、第1のデ
ータブロックに関するUEのフィードバックを受け、この場合、フィードバックが否定応答
NACKを含めば、第2のデータブロックは、NACKに対応する第1のデータブロックを成すデー
タブロックであり、或いは、フィードバックが肯定応答ACKを含めば、第2のデータブロッ
クは、第1のデータブロックとは異なるデータブロックである。
【０３４２】
　随意的に、フィードバックがNACKを含むとともに、第2のHARQバッファ内にあってその
プロセスIDがyであるHARQプロセスがアイドル状態にある場合、プロセッサ104aは、コン
ピュータ命令1031aを実行することにより、具体的には、第2のHARQバッファ内にあってそ
のプロセスIDがyであるHARQプロセスを使用することによって第2のデータブロックをUEへ
送るとともに、ダウンリンクスケジューリング許可メッセージをUEへ送り、この場合、ダ
ウンリンクスケジューリング許可メッセージはNDI値を伝え、また、NDI値は、基地局によ
ってUEへ最後に送られたNDI値と同じである。
【０３４３】
　随意的に、フィードバックがNACKを含む場合には、第2のHARQバッファ内にあってアイ
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ドル状態にあるHARQプロセスを使用することによって基地局10aが第2のデータブロックを
UEへ送った後、プロセッサ104aは、コンピュータ命令1031aを実行することにより、更に
、第2のHARQバッファ内にあってアイドル状態にあるHARQプロセスを使用することによっ
て第2のデータブロックが送られないことを決定するとともに、失敗を示す情報と第2のデ
ータブロックに対応するシーケンス番号とを第1の基地局へ送り、この場合、第2のデータ
ブロックをUEへ再送するべく第1の基地局をトリガするために失敗を示す情報が使用され
る。基地局10aがUEの副成分搬送波を扱い、また、第1の基地局がUEの主成分搬送波を扱う
。
【０３４４】
　随意的に、プロセッサ104aは、コンピュータ命令1031aを実行することにより、具体的
には、フィードバックを第1の基地局から受け、この場合、フィードバックは、第1の物理
アップリンク制御チャネルPUCCHコードチャネルリソースを使用することによってUEによ
り第1の基地局へ送られ、また、第1のPUCCHコードチャネルリソースの識別子は、基地局
によって決定されるとともに、基地局により第1の基地局及びUEへ送られ、或いは、第1の
PUCCHコードチャネルリソースの識別子は、基地局がPUCCHコードチャネルリソースを割り
当てるように第1の基地局に要求した後、第1の基地局から基地局によって受けられる。
【０３４５】
　このように、第1のHARQバッファ及び第2のHARQバッファを第2の基地局に配置すること
により、HARQバッファの量が増大される。第1のHARQバッファ内の全てのHARQプロセスが
占有状態にあると、プロセッサは、第2のHARQバッファ内にあってアイドル状態にあるHAR
Qプロセスを使用することにより第2のデータブロックを送り、それにより、データ伝送プ
ロセスにおける停止及び待ちの現象が減って、停止及び待ちによって引き起こされる遅延
が回避され、その結果、データ伝送効率が向上される。
【０３４６】
　実施形態21
　本発明のこの実施形態は、実施形態20に記載される基地局を含むデータ伝送システムを
提供する。
【０３４７】
　本発明のこの実施形態は、実施形態21に記載される基地局を含むデータ伝送システムを
提供する。
【０３４８】
　当業者であれば明確に分かるように、便宜上及び説明を簡単にするため、前述のシステ
ム、装置、及び、ユニットの詳細な作動プロセスに関しては、前述の方法実施形態におけ
る対応するプロセスを参照することができ、したがって、その詳細については本明細書中
で再び説明しない。
【０３４９】
　本出願において提供される幾つかの実施形態では、開示されたシステム、装置、及び、
方法を他の態様で実施できることが理解されるべきである。例えば、記載された装置実施
形態は単なる典型例にすぎない。例えば、ユニット分割は、単なる論理的な機能的分割に
すぎず、実際の実装においては他の分割であってもよい。例えば、複数のユニット又は構
成要素が組み合わされ或いは他のシステムに組み込まれてもよく、或いは、幾つかの特徴
が無視され又は実行されなくてもよい。また、表示された或いは論じられた相互結合又は
直接結合又は通信接続は、幾つかのインタフェースを使用することにより実施されてもよ
い。装置間又はユニット間の間接結合又は通信接続は、電子的形態、機械的形態、又は、
他の形態で実施されてもよい。他の例において、本発明の実施形態の幾つかの添付図面で
は、例えば、図12～図22、図25～図33、及び、図37～図39では、幾つかのユニットが実線
又は破線を使用することにより接続される。実線がユニット間の直接的な接続を示し、ま
た、破線がユニット間の間接的な接続を示すことが理解され得る。「直接的な接続」とは
、情報の送受信を本発明の実施形態で与えられる他のユニットを使用することによって転
送されることなく実施することである。「間接的な接続」とは、情報の送受信又は情報の
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他の処理作業を本発明の実施形態で与えられる他のユニットを使用することにより転送さ
れ或いはトリガされることで実施することである。
【０３５０】
　別個の部分として記載されるユニットは、物理的に別個であってもよく或いは別個でな
くてもよく、また、ユニットとして表示される部分は、物理的ユニットであってもよく或
いは物理的ユニットでなくてもよく、1つの位置に位置付けられてもよく、或いは、複数
のネットワークに分配されてもよい。ユニットの一部又は全部は、実施形態の解決策の目
的を達成するために実際の必要性に従って選択されてもよい。
【０３５１】
　また、本発明の実施形態における機能ユニットが1つの処理ユニットに組み込まれても
よく、或いは、各ユニットが物理的に単独で存在してもよく、或いは、2つ以上のユニッ
トが1つのユニットへと一体化される。一体型ユニットは、ハードウェアの形態を成して
実装されてもよく、或いは、ハードウェアにソフトウェア機能ユニットを加えた形態を成
して実装されてもよい。
【０３５２】
　本発明の技術的な解決策が本質的に、或いは、従来技術に寄与する部分が、或いは、技
術的解決策の全部又は一部が、ソフトウェアプロダクトの形態で実施されてもよいことが
理解され得る。コンピュータソフトウェアプロダクトは、記憶媒体に記憶されるとともに
、本発明の実施形態に記載される方法のステップの全部又は一部を行うようにコンピュー
タデバイス（パーソナルコンピュータ、サーバ、ネットワークデバイス等であってもよい
）に指示するための幾つかの命令を含む。前述の記憶媒体としては、USBフラッシュドラ
イブ、取り外し可能なハードディスク、リード・オンリー・メモリ（ROM、Read－Only Me
mory）、ランダム・アクセス・メモリ（RAM、Random Access Memory）、磁気ディスク、
又は、光ディスクなど、プログラムコードを記憶できる任意の媒体が挙げられる。
【０３５３】
　以上の説明は、本発明の単なる特定の実施態様にすぎず、本発明の保護範囲を限定しよ
うとするものではない。本発明で開示される技術的範囲内で当業者により容易に考え出さ
れるいかなる変形も置換も、本発明の保護範囲内に入るものとする。したがって、本発明
の保護範囲は、特許請求項の保護範囲に従うべきものとする。
【符号の説明】
【０３５４】
　　01　副基地局
　　011　送信ユニット
　　012　受信ユニット
　　013　決定ユニット
　　014　取得ユニット
　　015　第1の再送ユニット
　　016　判断ユニット
　　017　表示ユニット
　　018　第2の再送ユニット
　　019　第3の再送ユニット
　　0191　第1のHARQバッファ
　　0192　第2のHARQバッファ
　　02　主基地局
　　021　受信ユニット
　　022　送信ユニット
　　023　チャネル設定ユニット
　　024　取得ユニット
　　025　決定ユニット
　　026　再送ユニット
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　　03　副基地局
　　032　通信インタフェース
　　033　メモリ
　　0331　コンピュータ命令
　　034　プロセッサ
　　04　主基地局
　　042　通信インタフェース
　　043　メモリ
　　0431　コンピュータ命令
　　044　プロセッサ
　　05　基地局
　　051　受信ユニット
　　052　送信ユニット
　　053　第1の再送ユニット
　　054　判断ユニット
　　055　表示ユニット
　　056　第2の再送ユニット
　　057　第1のHARQバッファ
　　058　第2のHARQバッファ
　　059　第3の再送ユニット
　　06　基地局
　　061　受信ユニット
　　062　送信ユニット
　　063　チャネル設定ユニット
　　064　取得ユニット
　　065　決定ユニット
　　066　再送ユニット
　　07　基地局
　　072　通信インタフェース
　　073　メモリ
　　0731　コンピュータ命令
　　0732　第1のHARQバッファ
　　0733　第2のHARQバッファ
　　074　プロセッサ
　　08　基地局
　　082　通信インタフェース
　　083　メモリ
　　0831　コンピュータ命令
　　084　プロセッサ
　　09　基地局
　　091　決定ユニット
　　092　送信ユニット
　　093　受信ユニット
　　093　受信ユニット
　　094　判断ユニット
　　095　表示ユニット
　　10a　基地局
　　102a　通信インタフェース
　　103a　メモリ
　　1031a　コンピュータ命令
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　　104a　プロセッサ
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【手続補正書】
【提出日】平成28年9月7日(2016.9.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第1の物理アップリンク制御チャネルPUCCHコードチャネルリソースの識別子を第1の瞬
間に副基地局によって主基地局へ送り、それにより、前記主基地局が、前記第1のPUCCHコ
ードチャネルリソースを使用することにより、第1のデータブロックに関するフィードバ
ックであってユーザ機器UEにより送られるフィードバックを受けることを決定する、ステ
ップと、
　前記第1のPUCCHコードチャネルリソースの前記識別子と前記第1のデータブロックとを
第2の瞬間に前記副基地局によって前記UEへ送るステップと、
　前記主基地局から前記フィードバックを前記副基地局により受けるステップであって、
前記第1のPUCCHコードチャネルリソースを使用することにより前記フィードバックが前記
UEから前記主基地局により受けられる、ステップと、
　を備え、
　前記第2の瞬間が前記第1の瞬間よりも遅く、前記第2の瞬間と前記第1の瞬間との間の間
隔Tは、前記副基地局と前記主基地局との間のワンタイム局間一方向伝送の遅延tよりも大
きく或いは遅延tに等しく、前記副基地局が前記UEの副成分搬送波を扱い、前記主基地局
が前記UEの主成分搬送波を扱う、
　データ伝送方法。
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【請求項２】
　前記方法は、
　前記第1の瞬間の前にxを前記副基地局により決定するステップであって、xが前記第1の
データブロックの量である、ステップと、前記主基地局により送られるサービスを前記第
1の瞬間の前に前記副基地局により受けてバッファリングするステップと、前記第2の瞬間
の前にバッファリングされた前記サービスからx個の前記第1のデータブロックを前記副基
地局により取得するステップとを更に備え、或いは、
　前記方法は、前記第1の瞬間の前にxを前記副基地局により決定するステップであって、
xが前記第1のデータブロックの量である、ステップと、前記第1の瞬間にxを前記副基地局
により前記主基地局へ送るステップと、前記主基地局により送られるx個の前記第1のデー
タブロックを前記第2の瞬間の前に前記副基地局により受けるステップとを更に備える、
請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　第1の条件が満たされると、前記副基地局がバッファリングされた前記サービスからx個
の前記第1のデータブロックを取得し、或いは、前記副基地局がxを前記主基地局へ送り、
前記第1の条件は、前記UEの優先度が前記副基地局にアクセスする他のUEの優先度よりも
高いことを含む、請求項2に記載の方法。
【請求項４】
　前記第1の条件は、前記サービスの優先度が前記副基地局にアクセスする他のUEへ前記
副基地局により送られるメッセージの優先度よりも高いことを更に含む、請求項3に記載
の方法。
【請求項５】
　前記副基地局と前記主基地局との間のワンタイム局間一方向伝送の前記遅延tは、以下
の式を満たし、
　t＝t1＊A＋B
　ここで、t1は、前記主基地局と前記副基地局との間の理論伝送遅延、Aはt1を調整する
ための定数、Bはt1のオフセット定数である、請求項1から4のいずれか一項に記載の方法
。
【請求項６】
　前記フィードバックが否定応答NACKを備える場合に、前記副基地局により再送データを
前記UEへ再送するステップであって、前記再送データが前記NACKに対応するデータブロッ
クを前記第1のデータブロックの状態で備える、ステップと、
　前記再送が失敗であるかどうかを前記副基地局により決定するステップと、
　前記再送が失敗であると前記副基地局が決定すれば、前記再送が失敗であることを示す
情報と前記再送データに対応するシーケンス番号とを前記副基地局により前記主基地局へ
送るステップであって、前記主基地局をトリガして前記再送データを前記UEへ再送するた
めに前記再送が失敗であることを示す前記情報が使用される、ステップと、
　を更に備える請求項1から5のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　事前設定期間内に前記副基地局が前記主基地局から前記フィードバックを受けるととも
に前記フィードバックがNACKを備える場合、前記方法は、
　自動再送要求ARQ態様で再送データを前記副基地局により前記UEへ再送するステップで
あって、前記再送データが前記NACKに対応するデータブロックを前記第1のデータブロッ
クの状態で備える、ステップを更に備える、請求項1から5のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　第1のHARQバッファ及び第2のHARQバッファが前記副基地局に配置され、前記方法は、
　前記フィードバックが否定応答NACKを備えるとともに前記第1のHARQバッファ内の全て
のHARQプロセスが占有状態にある場合に、前記第2のHARQバッファ内のHARQプロセスを使
用することにより再送データを前記副基地局により前記UEへ再送するステップであって、
前記再送データが前記NACKに対応するデータブロックを前記第1のデータブロックの状態
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で備える、ステップを更に備える、請求項1から5のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　第1の物理アップリンク制御チャネルPUCCHコードチャネルリソースの識別子であって第
1の瞬間に副基地局により送られる識別子を主基地局により受けるステップと、
　前記第1のPUCCHコードチャネルリソースを使用することによりユーザ機器UEにより送ら
れるフィードバックを前記主基地局により受けるステップであって、前記フィードバック
が、第2の瞬間に前記副基地局により送られる第1のデータブロックに関する前記UEのフィ
ードバックである、ステップと、
　前記主基地局によって前記フィードバックを前記副基地局へ送るステップと、
　を備え、
　前記第2の瞬間が前記第1の瞬間よりも遅く、前記第2の瞬間と前記第1の瞬間との間の間
隔Tは、前記副基地局と前記主基地局との間のワンタイム局間一方向伝送の遅延tよりも大
きく或いは遅延tに等しく、前記副基地局が前記UEの副成分搬送波を扱い、前記主基地局
が前記UEの主成分搬送波を扱う、
　データ伝送方法。
【請求項１０】
　前記第1の瞬間の前に、前記方法は、
　前記UE又はゲートウェイにより送られるサービスベアラ設定要求を前記主基地局により
受けるステップであって、前記サービスベアラ設定要求が、前記UE、前記ゲートウェイ、
及び、前記主基地局の間のサービスベアラを設定することを要求するために使用される、
ステップと、
　第1の無線リンク制御RLC層論理チャネルと第2のRLC層論理チャネルとを前記主基地局に
より設定するステップであって、前記第1のRLC層論理チャネルが前記主基地局と前記UEと
の間の伝送のために使用され、前記第2のRLC層論理チャネルが前記主基地局と前記副基地
局との間の伝送のために使用される、ステップと、
　を更に備える請求項9に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ゲートウェイにより送られるサービスを前記主基地局により受けるステップと、
　前記第2のRLC層論理チャネルを使用することによって前記サービス中の遅延非依存デー
タサービスタイプのサービスを前記第1の瞬間の前に前記主基地局により前記副基地局へ
送り、或いは、前記第1の瞬間に前記副基地局により送られるxを前記主基地局により受け
るステップであって、xが前記第2の瞬間に前記副基地局により前記UEへ送られる前記第1
のデータブロックの量である、ステップ及び、前記第2の瞬間の前に、前記サービス中の
遅延非依存データサービスタイプの1つのサービスからx個の前記第1のデータブロックを
前記主基地局により取得して、前記第2のRLC層論理チャネルを使用することによりx個の
前記第1のデータブロックを前記副基地局へ送るステップと、
　を更に備える請求項10に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ゲートウェイにより送られるサービスを前記主基地局により受けるステップと、
　第2のPUCCHコードチャネルリソースを前記主基地局により決定するステップであって、
第2のデータブロックに関するフィードバックを前記主基地局へ送るために前記第2のPUCC
Hコードチャネルリソースが前記UEによって使用される、ステップと、
　前記第1のRLC層論理チャネルを使用することによって前記第2のPUCCHコードチャネルリ
ソースの識別子と前記第2のデータブロックとを前記主基地局により前記UEへ送るステッ
プであって、前記第2のデータブロックが前記サービス中の遅延依存サービスタイプのサ
ービスに対応するデータブロックである、ステップと、
　を更に備える請求項10に記載の方法。
【請求項１３】
　バスと、前記バスに接続されるメモリ及びプロセッサとを備える基地局であって、前記
メモリがコンピュータ命令を記憶するように構成され、前記プロセッサは、前記コンピュ
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ータ命令を実行することにより、
　第1の物理アップリンク制御チャネルPUCCHコードチャネルリソースの識別子を第1の瞬
間に第1の基地局へ送り、それにより、前記第1の基地局は、前記第1のPUCCHコードチャネ
ルリソースを使用することにより、第1のデータブロックに関するフィードバックであっ
てユーザ機器UEにより送られるフィードバックを受けることを決定し、
　前記第1のPUCCHコードチャネルリソースの前記識別子及び前記第1のデータブロックを
第2の瞬間に前記UEへ送り、
　前記第1の基地局から前記フィードバックを受け、前記フィードバックは、前記第1のPU
CCHコードチャネルリソースを使用することにより前記第1の基地局によって前記UEから受
けられ、
　前記第2の瞬間は前記第1の瞬間よりも遅く、前記第2の瞬間と前記第1の瞬間との間の間
隔Tは、前記基地局と前記第1の基地局との間のワンタイム局間一方向伝送の遅延tよりも
大きい或いは遅延tに等しく、前記基地局が前記UEの副成分搬送波を扱い、前記第1の基地
局が前記UEの主成分搬送波を扱う、
　基地局。
【請求項１４】
　前記プロセッサは、前記コンピュータ命令を実行することにより、更に、
　前記第1の瞬間の前にxを決定し、xは前記第1のデータブロックの量であり、また、前記
第1の瞬間の前に、前記第1の基地局により送られるサービスを受けてバッファリングする
とともに、前記第2の瞬間の前にバッファリングされた前記サービスからx個の前記第1の
データブロックを取得し、或いは、
　前記第1の瞬間の前にxを決定し、xは前記第1のデータブロックの量であり、また、前記
第1の瞬間にxを前記第1の基地局へ送るとともに、前記第2の瞬間の前に前記第1の基地局
により送られるx個の前記第1のデータブロックを受ける、
　請求項13に記載の基地局。
【請求項１５】
　前記プロセッサは、前記コンピュータ命令を実行することにより、
　第1の条件が満たされると、バッファリングされた前記サービスからx個の前記第1のデ
ータブロックを取得し、或いは、xを前記第1の基地局へ送り、
　前記第1の条件は、前記UEの優先度が前記基地局にアクセスする他のUEの優先度よりも
高いことを含む、
　請求項14に記載の基地局。
【請求項１６】
　前記第1の条件は、前記サービスの優先度が前記基地局にアクセスする他のUEへ前記基
地局により送られるメッセージの優先度よりも高いことを更に含む、請求項15に記載の基
地局。
【請求項１７】
　前記基地局と前記第1の基地局との間のワンタイム局間一方向伝送の前記遅延tは、以下
の式を満たし、
　t＝t1＊A＋B
　ここで、t1は、前記第1の基地局と前記基地局との間の理論伝送遅延、Aはt1を調整する
ための定数、Bはt1のオフセット定数である、請求項13から16のいずれか一項に記載の基
地局。
【請求項１８】
　前記プロセッサは、前記コンピュータ命令を実行することにより、更に、
　前記フィードバックが否定応答NACKを備える場合に再送データを前記UEへ再送し、前記
再送データは、前記NACKに対応するデータブロックを前記第1のデータブロックの状態で
備え、
　前記再送が失敗であるかどうかを決定し、
　前記再送が失敗であることが決定すれば、前記再送が失敗であることを示す情報と前記
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再送データに対応するシーケンス番号とを前記第1の基地局へ送り、前記第1の基地局をト
リガして前記再送データを前記UEへ再送するために前記再送が失敗であることを示す前記
情報が使用される、
　請求項13から17のいずれか一項に記載の基地局。
【請求項１９】
　前記プロセッサは、前記コンピュータ命令を実行することにより、
　事前設定期間内に前記基地局が前記第1の基地局から前記フィードバックを受けるとと
もに前記フィードバックがNACKを備える場合、自動再送要求ARQ態様で再送データを前記U
Eへ再送し、前記再送データはNACKに対応するデータブロックを前記第1のデータブロック
の状態で備える、
　請求項13から17のいずれか一項に記載の基地局。
【請求項２０】
　前記基地局は、第1のHARQバッファ及び第2のHARQバッファを更に備え、前記プロセッサ
は、前記コンピュータ命令を実行することにより、
　前記フィードバックが否定応答NACKを備えるとともに前記第1のHARQバッファ内の全て
のHARQプロセスが占有状態にあれば、前記第2のHARQバッファ内のHARQプロセスを使用す
ることにより再送データを前記UEへ再送し、前記再送データは、NACKに対応するデータブ
ロックを前記第1のデータブロックの状態で備える、
　請求項13から17のいずれか一項に記載の基地局。
【請求項２１】
　バスと、前記バスに接続されるメモリ及びプロセッサとを備える基地局であって、前記
メモリがコンピュータ命令を記憶するように構成され、前記プロセッサは、前記コンピュ
ータ命令を実行することにより、
　第1の物理アップリンク制御チャネルPUCCHコードチャネルリソースの識別子であって第
1の瞬間に第2の基地局により送られる識別子を受け、
　前記第1のPUCCHコードチャネルリソースを使用することにより、ユーザ機器UEにより送
られるフィードバックを受け、前記フィードバックは、第2の瞬間に前記第2の基地局によ
り送られる第1のデータブロックに関する前記UEのフィードバックであり、
　前記フィードバックを前記第2の基地局へ送り、
　前記第2の瞬間は前記第1の瞬間よりも遅く、前記第2の瞬間と前記第1の瞬間との間の間
隔Tは、前記第2の基地局と前記基地局との間のワンタイム伝送を実行するための遅延tよ
りも大きい或いは遅延tに等しく、前記第2の基地局が前記UEの副成分搬送波を扱い、また
、前記基地局が前記UEの主成分搬送波を扱う、
　基地局。
【請求項２２】
　前記プロセッサは、前記コンピュータ命令を実行することにより、更に、
　前記第1の瞬間の前に、前記UE又はゲートウェイにより送られるサービスベアラ設定要
求を受け、前記サービスベアラ設定要求は、前記UE、前記ゲートウェイ、及び、前記基地
局の間のサービスベアラを設定することを要求するために使用され、
　第1の無線リンク制御RLC層論理チャネルと第2のRLC層論理チャネルとを設定し、前記第
1のRLC層論理チャネルが前記基地局と前記UEとの間の伝送のために使用され、前記第2のR
LC層論理チャネルが前記基地局と前記第2の基地局との間の伝送のために使用される、
　請求項21に記載の基地局。
【請求項２３】
　前記プロセッサは、前記コンピュータ命令を実行することにより、更に、
　前記ゲートウェイにより送られるサービスを受け、
　前記第2のRLC層論理チャネルを使用することによって前記サービス中の遅延非依存デー
タサービスタイプのサービスを前記第1の瞬間の前に前記第2の基地局へ送り、或いは、前
記第1の瞬間に前記第2の基地局により送られるxを受け、xが第2の瞬間に第2の基地局によ
り前記UEへ送られる前記第1のデータブロックの量であり、また、第2の瞬間の前に、前記
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サービス中の遅延非依存データサービスタイプの1つのサービスからx個の前記第1のデー
タブロックを取得して、前記第2のRLC層論理チャネルを使用することによりx個の前記第1
のデータブロックを前記第2の基地局へ送る、
　請求項22に記載の基地局。
【請求項２４】
　前記プロセッサは、前記コンピュータ命令を実行することにより、更に、
　前記ゲートウェイにより送られるサービスを受け、
　前記第2のPUCCHコードチャネルリソースを決定し、第2のデータブロックに関するフィ
ードバックを前記基地局へ送るために前記第2のPUCCHコードチャネルリソースが前記UEに
よって使用され、
　前記第1のRLC層論理チャネルを使用することによって前記第2のPUCCHコードチャネルリ
ソースの識別子と前記第2のデータブロックとを前記UEへ送り、前記第2のデータブロック
が前記サービス中の遅延依存サービスタイプのサービスに対応するデータブロックである
、
　請求項22に記載の基地局。
【請求項２５】
　コンピュータに請求項1から8のいずれか一項に記載の方法を実行させるプログラムが記
録されたコンピュータ可読記録媒体。
【請求項２６】
　コンピュータに請求項9から12のいずれか一項に記載の方法を実行させるプログラムが
記録されたコンピュータ可読記録媒体。
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【要約の続き】
伝送装置、及び、データ伝送システムは、キャリアアグリゲーションでのデータ伝送に適用できる。
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